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グランシェフの恋愛条件




あとがき




ギャラリー







鷹たか野の和かず哉や







　オレは、面接会場になっている事務室のドアの前で深呼吸をする。

　……ついに、あの憎にくき小お田だ桐ぎりと会えるんだ！

　オレは拳こぶしを握にぎりしめる。

　……野や郎ろう、オレの顔を見て驚おどろくなよ！

　オレは手を上げて、事務室のドアをノックする。

「どうぞ」

　中から聞こえたのは、ずっとずっと忘れられなかったあの美声。

　……小田桐宗そう一いち郎ろう……！

　オレの心臓が、トクン、と高鳴る。

　そのまま鼓こ動どうがどんどん速くなる。

　……クソ、緊きん張ちようしてどうするんだよ、オレ？

　……落ち着け！

　……憎き小田桐にオレの本当の実力を認めさせるためにも、オレはこのレストランの入社試験に、絶対に受からなくちゃいけないんだから！

　オレの名前は鷹野和哉。二十三歳。

　地元静しず岡おかにある料理専門学校をトップの成績で出て、新人の登とう竜りゆう門もんとも言われるコンテストで新人賞を受賞し、伊い豆ずにあるホテルのレストランで修業をしていた。

　勤めていたのはその小さなホテルのレストランだけど、オレには絶対にすごい才能がある。いつかは東京に出て、有名なレストランのグランシェフになるんだ！　そう思っていた矢先、オレは料理専門雑誌に、あるレストランのシェフ募ぼ集しゆう記事が載のっていることに気づいた。

　そのレストランの名前は『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』ミラノに本社を持つレストラングループの東京支店。そしてなんと、そこはオレがずっと忘れられなかった、憎きあの男がグランシェフを務めている店だったんだ。

　三日前の朝、実技試験会場になった『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』に行ったオレは、受験希望者が非常階段にまで続く長ちよう蛇だの列をなしていたことに本気で驚いた。

　実技の前に書類審しん査さがあって、そこにいたのはその審査を通ってきたメンバーだけのはずだった。だから、かなり人数は絞しぼられていたはずなんだけど……だけどやっぱり受験希望者の数は驚くほど多くて。

　しかも、そこに来ていたのは、ほとんどが三十代から四十代の人ばかり。ほかのレストランでずっと修業してきたベテランって感じだった。

　二十代前半の受験希望者なんてオレ以外には一人もいなくて。

　そこで、あの男がグランシェフを務める『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』のレベルがそれだけ高いんだってことをオレは改めて思い知った。

　周りの人々のあまりの気き魄はくに、オレは思わず気け圧おされ、逃にげたくなったけど……でも、こんなところで逃げたら、あの男に負けたことになるし……！

　オレは、彼と初めて会った日、あの『日本シェフ連盟コンテスト』の時の屈くつ辱じよくと怒いかりを思い出した。そして、闘とう争そう心むき出しで実技試験に臨のぞんだ。

　たくさんの志願者でギュウギュウになった厨ちゆう房ぼうで、前菜を作らされた。周りはオレよりずっと年上のベテランっぽい人たちばかりだったからちょっとだけ焦あせったけど……なんとか落ち着いて作り、一次試験はパスできて。そして今日、この面接試験に臨んでいる。

　……やっと、ここまで来たんだ……。

　一次試験の試食は、別室で行われていた。だから、試験担当官だったごついシェフ以外、ほかのスタッフとはまだ顔を合わせていない。

　……だから、オレがあの小田桐に会うのは一年ぶりになる。

　……やっと、会えるんだ……！

「失礼します」

　オレは言って、ドアを開く。

　その部屋は、二十畳じようくらいある贅ぜい沢たくな部屋だった。

　艶つやのある黒い石の敷しかれた床ゆか、アンティークらしい重厚な木の家具。部屋の向こう側は全面が大きな窓になっていて、高層階からの晴れ渡わたった東京の景色が見渡せた。

　部屋の向こう側、窓を背にしたところに長い机が置かれ、そこに六人の男の人がずらりと並んでいる。

　広い部屋の真ん中には、赤いクッションの置かれた黒いお洒落しやれな椅い子すが置かれている。

　オレは事務室という言葉からは想像もしていなかった部屋の贅沢さに気圧され……それから慌あわてて部屋の向こう側に並んだ人々に眼を移す。

　そして……あの小田桐の顔を、一いつ瞬しゆんで見つけだす。

「……鷹野和哉です」

　言いながら、心臓が、また、ドクン、と跳はね上がるのを感じる。

　……くそ、相変わらず、モデルみたいなものすごいハンサムだぜ。

　一年前に会ったあの時、彼はコンテストの審査員だった。だからきっちりしたダークスーツ姿だったけど……今日の小田桐は、黒のタートルネックと、黒い革かわのパンツというくつろいだ恰かつ好こうだった。

　……一年前に比べて、さらにセクシーになって、さらにオーラを増してるみたいな……。

　思わず見つめてしまうオレを、小田桐が真まっ直すぐに見返してくる。

　彫ちよう刻こくみたいに完かん璧ぺきな美び貌ぼう、深い漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　オレは彼を見つめたまま、彼の目の中に驚きが浮うかぶのを待つけれど……。

「どうぞ、座ってくれ」

　小田桐の唇くちびるから出たのは、まるで無感情な声。

　そしてその漆黒の瞳にも……なんの感情も表れなくて……。

　……噓うそ、だろ……？

　オレはなんだかやたら動どう揺ようしてしまいながら部屋を歩き、腰こしを下ろした。

　……まさか、オレのこと、全然覚えてないのかよ……？

　……オレはこの一年間、あんたのことばかり考えていたのに……！

「いちおう、面接に立ち会うメンバーを紹しよう介かいする」

　小田桐が、感情の表れない声で言う。

「彼がフロア支配人の尾お形がた」

　ツイードの上下とチェックのシャツを着て一番右端はしに座っている、慇いん懃ぎんでいい人そうなオジサンが「よろしく」と会え釈しやくしてにこりと笑ってくれる。恰幅がいいから、タキシードを着たらいかにも一流レストランのメートル・ド・テルって感じだろう。

「それからスー・シェフの郷ごう田だと鮎あゆ川かわ」

　小田桐は言いながら、右隣どなりに座る二人を順に示す。

　郷田さんは、三日前にシェフコート姿で試験担当官をしていた人だった。今日は逞たくましい身体からだをスーツに包んでいる。実技試験の時の的確な指示といい、この迫力といい見るからに実力派のシェフって感じ。だけどオレを見つめる視線は冷たくて、なんだかすごい意地悪そう。

　そして鮎川さんは、シェフというよりはグラビアモデルって言われた方がしっくりきそうなやたら見み栄ばえのする美青年だった。白い肌はだと、褐かつ色しよくの髪かみ、色素の薄うすい瞳。ダンサーみたいなしなやかな身体を、襟えり元もとの開いた白い綿シャツと黒のパンツに包んでいる。街ですれ違ちがったら思わず振ふり返ってしまいそうな麗うるわしい姿だけど……その目つきは氷みたいに冷たい。

　二人はほんの一ミリほど顔を動かして会釈をしただけで、何も言わずにオレのことを見つめてくるばかりだ。

　……うわあ、この店のスー・シェフ、二人ともなんて意地悪そうなんだろう？

「こっちがグラン・パティシエの一いち宮みや、そしてチーフ・ソムリエの相模さがみ原はら」

　小田桐が、左側に座った、残りの二人を示す。

「よろしく。超ちよう一流グラン・パティシエの一宮剛たけ彦ひこだよ」

　一番端に座った男の人がいきなり言う。ざっくりしたフィッシャーマンズセーターと、すり切れたジーンズ。黒い髪と黒い瞳をした、黙だまって座っていればかなり見栄えのするハンサムって感じなんだろうけど……。

「和哉くんって言うの？　君が実技試験で作った前菜、めちゃくちゃ美味うまかったよ。寝ね坊ぼうして慌てて駆かけつけたから、朝メシ抜ぬきでもあったんだけどね。ははは」

　やたら軽い口調で、冗じよう談だんなのか嫌いや味みなのか解らないことを言う。もしかしたらオレが緊きん張ちようしないように気を遣つかってくれてるのかもしれないけど……どう対処していいのか困るタイプだ。

「こらこら、一宮。鷹野くんが驚おどろいているじゃないか」

　隣に座った、相模原さんっていうソムリエが言う。

「相模原です。よろしく」

　彼はいかにもタキシードが似合いそうな逞しい美形で、仕草も口調もやたらダンディー。きちんとダークスーツを着こなした女性客がファンになりそうなフェロモン系のハンサム。だけどにこやかな表情に比べて、その目つきは……なんだかどこか一ひと癖くせありそうだ。

　……なんなんだ、このメンバーは？

　オレは気圧されてしまいながら思う。

　……メートル・ド・テルのオジサン以外、レストランのスタッフには全然見えないようなメンバーばっかり。

　……見栄えはするけど……癖、強すぎない？

「さて」

　小田桐が、オレの履り歴れき書を見ながら言う。

「修業をしていた『ホテル駿河するが』の厨房で、どの程度まで仕事をしていたのか説明してもらおうか？」

「……『ホテル駿河』……？」

　美人の鮎川さんが、なんだかいぶかしげな声で呟つぶやく。

　……う……っ。

　その反応に慣れているオレは、一瞬たじろいでしまう。

　……どうせオレが修業をしていたのは無名なホテルだよ！　名前もダサいし！

　……だけどグランシェフは才能があってとってもいい人で、スタッフは団結していて、なによりも海産物がやたら美味おいしい場所だし……！

「ええと……」

　オレは動揺を隠かくそうとして咳せき払ばらいをする。それから、

「前にいたホテルでは、ガルド・マンジェと、アントルメティエを兼けん任にんしていました」

　ガルド・マンジェっていうのは在庫保管、仕込み、冷たいオードブルの担当、そしてアントルメティエは、簡単な野菜と卵の料理、そしてポタージュの担当者のこと。

『ホテル駿河』では素材を生かした新しん鮮せんな魚料理が名物だったから、ガルド・マンジェとアントルメティエを兼任してると言ってもそんなに難しい料理を作っていたわけではなかった。

　だけどオレが作るいろいろな前菜は、師し匠しようであるグランシェフにいつも褒ほめられていたし、お客さんにもなかなか好評だったんだ。

「君が？　この若さで？」

　鮎川さんが驚いたように言う。郷田さんが冷たい眼めをしたまま、

「地方の小さなホテルなんだろう？」

　かなりバカにしたような口調で言う。

「マヨネーズソースをかけた伊い勢せえびだの、ハム入りスフレだの、コンソメのアスピックだの……田舎のホテルの宴えん会かいで出る定番の前菜なら、どんな新人にもとりあえずできるだろう」

　……なんだとっ？　そんなダサイ前菜、作るわけないだろ！

　オレは思わず身を乗り出し、それから慌てて拳こぶしを握にぎりしめて耐たえる。

　……我が慢まんしろ！

　……ここで怒ど鳴なったらおしまいだぞ……！

　オレは怒いかりで声が震ふるえるのを必死で抑おさえながら、

「オレ、一年前の『日本シェフ連盟コンテスト』で、新人賞を獲とりました。受賞したのは『駿河湾わん産ウニとホウボウのスフレ・黄金のジュレ添ぞえ・アワビの肝きも入いりソース』でした」

　言いながら、これであの時のことを思い出しただろう？　と小田桐の顔を見つめてやる。

　だけど、彼の黒い瞳の中には、なんの感情も浮かばなくて……。

　……オレのあの最高に素す晴ばらしい『駿河湾産ウニとホウボウのスフレ・黄金のジュレ添え・アワビの肝入りソース』の味を、忘れたっていうのかよ？

　……オレのことをバカにしたことすらも、忘れちゃったのかよ？

　オレは、そのことに驚くほどのショックを受ける。

　……信じられない……！

　天才といわれている小田桐の下で働いているだけあって、ここにいるメンバーは受賞なんて言葉はとっくに聞き飽あきているんだろう。小田桐だけでなく、ほかのメンバーもやっぱり、誰だれもなんの反応も示してはくれなかった。

　……うう、むきになったことが、ますます恥はずかしいんだけど……。

「『駿河湾産ウニとホウボウのスフレ・黄金のジュレ添え・アワビの肝入りソース』か」

　小田桐が、その男っぽい唇の端にかすかな笑えみを浮かべながら言う。

「いかにも『ホテル駿河』で働くシェフが考えそうなメニューだな」

　オレが早口で言ったメニューを一字一句間ま違ちがえずに繰くり返すところといい、その唇に浮かんだ笑みといい……なんだか、めちゃくちゃバカにされてる気がするんだけど……！

「魚ぎよ介かい類るいの扱あつかいは、得意ですから」

　思わず言ってしまうと、小田桐は唇の端の笑みを深くして、

「当然だ。というか、苦手なものがあるようでは困る。だが、ここはイタリア料理レストランだ。魚介類のメニューばかりではないが？」

　彼の目はどこかバカにするような光を浮うかべていて……オレの神経を逆さか撫なでする。

「もちろん、肉だって、野菜だって、ちゃんと調理できますけど！」

「なんだと？」

　郷田さんが怒ったように身を乗り出す。美人の鮎川さんが、眉まゆをキュッとつり上げて、

「『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』に入って、いきなり肉や野菜を料理する気なんだ？　なかなか気き概がいがある新人くんだね」

　……やばい。また挑ちよう発はつするようなことを言っちゃった……。

　小田桐が、なんだかイジワルな顔でクスリと笑う。

「アントルメティエとガルド・マンジェを経験したのなら、次はロティスールとポワッソニエを狙ねらっているのかな？　ちなみにロティスールは郷田で、ポワッソニエは鮎川だ」

　その言葉に、オレは青くなる。ロティスールというのはオーブンや焼き串ぐしを使ったグリエやローストなどの料理を担当する係。ポワッソニエというのは魚料理と魚ベースのフォンやソース担当を監かん督とくする係。どちらもスー・シェフクラスの人間が任される重要な職位で……。

「それともソーシエとグランシェフを狙っている？　ちなみにそれは俺の仕事だが」

　小田桐が無感情な声で言う。

　ソーシエというのは、肉を使った料理全ぜん般ぱんと、そして料理の要かなめとも言える肉をベースにしたフォンや、料理に添えるソースを担当するとても重要な係だ。

　そして、グランシェフは厨ちゆう房ぼうすべてを監督する責任者のこと。

　小田桐は、彫ちよう刻こくみたいに完かん璧ぺきなハンサムで、その顔には感情の乱れが全然表れない。

　だからこれは冗談なのか、それともイジメなのか、オレには全然解わからなくて……。

　オレの心に、だんだんと怒りが湧わいてくる。

　……あの時も、今日も……どうしてこんなイジワルなことばっかり言うんだよ？

　……シェフたちをまとめる仕事をしてるグランシェフなら、もうちょっと包容力があっても良いいんじゃないのか？

　……オレのこと、ちょっとくらいかばってくれたっていいんじゃないか？

　目の奥がギュッと痛んで、なんだか泣いてしまいそうになる。

　……クソ、オレ、なんだかガキみたいなこと思ってる……。

　……でも……。

　オレは、ずっとずっと小田桐に憧あこがれていた。だから実際に会った本人にこんなふうに意地悪なことを言われるのが……ほかの人にされるよりもずっとずっとショックで……。

「……あんたの味も、この店も、本当にすごいと思ってたのに……ずっと憧れてたのに……」

　オレの唇くちびるから、勝手に言葉が漏もれた。

「……なのに、実際に会ったあんたは、オレにいつでもイジワルなことばっかり……」

　あのコンテストの時のことまで思い出してしまって、もうストップがきかない。

　オレは拳を握りしめて、思いっきり叫さけんでしまう。

「グランシェフとしてのあんたは尊敬してるけど、本当のあんたは、めちゃくちゃ嫌いやなヤツだっ！　大だい嫌きらいだあっ！」

　小田桐の無感情で端たん整せいな顔に、驚おどろいたような表情が浮かぶ。　>>>♥

　オレは、しまった、と思うけど後の祭り。

「……あ……っ」

　……オレ、なんてことを……！

　小田桐がどんな怒おこった顔をしているだろうと思ったら、オレはもう、とても顔が上げられなかった。

「す、すみませんでしたっ！」

　オレは慌あわてて叫び、そのまま逃にげるようにして事務室を飛び出した。

　そしてそのまま、『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』を後にした。

　……ああ、もうオレ、おしまいだ……！







小田桐宗一郎







　部屋から飛び出していく彼の後ろ姿を見送りながら、俺は思わず微ほほ笑えんでしまう。

　……とんだ跳はね返りだ。

　一年前、初めて出会えた瞬しゆん間かんの胸の高鳴りを、鮮あざやかに思い出す。

　……あの胸の痛くなるような真しん摯しな瞳ひとみは、一年前とまったく変わっていない、だが……。

　部屋の中に残る彼の気配を感じるだけで、胸が甘く痛む。

　頰ほおの辺りに漂ただよっていた子供っぽさが抜ぬけ、その代わり、彼は青年独特の雰ふん囲い気きをまとうようになっていた。

　ぎこちない着こなしの紺こんのリクルートスーツ、不器用な結び方の臙えん脂じ色のネクタイ。

　そのもの慣れなさが、彼の若さと初うい々ういしさを引き立てていた。

　少しだけオトナっぽく逞たくましさを増した肩かた。

　ギュッと細く引き締しまった腰こし。

　現代っ子らしい高い位置の腰。

　スラックスに包まれた、すらりと長い脚あし。

　彼の耳から顎あごにかけての美しいラインには、匂におうような色気が漂っていた。

　艶つやのある栗くり色の髪かみ。

　健康的に陽ひ灼やけした、滑なめらかな肌はだ。

　すっと通った細い鼻筋。

　バサバサと不ふ揃ぞろいな長い睫まつ毛げ。

　そしてやんちゃそうに煌きらめくその瞳。

　……ああ……彼は、一年前よりも、さらに美しくなった。

　俺の名前は小田桐宗一郎。二十九歳。

『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』というイタリアンレストランのグランシェフを任されている。

　銀座もほど近い超ちよう一等地、しかも東京の夜景を一望にできる高層ビルの最上階。俺のような青二才のシェフが手に入れられるような値段の物件ではない。ここは、イタリアの大富ふ豪ごう、ガラヴァーニ一族が経営する『リストランテ・ラ・ベランダ』グループの持ち物。俺はそこの雇やとわれシェフということになる。

『リストランテ・ラ・ベランダ』グループの本社はミラノ。だから本店はいちおうミラノにある『リストランテ・ラ・ベランダ・ミラノ』ということになっている。俺はそこのグランシェフのもとで修業を積んできた。

　その店で実力を認められて、俺は東京にあるこの店を任されたわけだが……実は『リストランテ・ラ・ベランダ・ミラノ』と『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』ではメニューも味もまったく違ちがう。

　世界的なグルメで有名なガラヴァーニ一族の人々の柔じゆう軟なんな考え方により、『リストランテ・ラ・ベランダ』の経営方針は、かなり独得だ。

　修業中は師し匠しようであるグランシェフの味を学び、それを再現することで料理の腕うでを磨みがく。しかし、自分の店を任され、自分がグランシェフになってからはほぼすべての権限がグランシェフに与あたえられる。『リストランテ・ラ・ベランダ』グループのレストラン（世界中に十五店てん舗ぽある。どこも超一流店と呼ばれている）に共通の名物メニューがいくつか定められているだけで、それ以外のメニューも、ワインも、そしてレストランの立地や内装までも……すべてがグランシェフの手に任される。

　俺は銀座にほど近い超一等地であるここを出店場所と定め、内装を手がけ、そして東京店独得のメニューを作り上げた。そして今では、この『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』は世界に名だたる名店になったと思う。

　……あとは……。

　俺は『鷹野和哉』と書かれた履り歴れき書を見下ろしながら思う。

　……完璧に近いこの店のスタッフを、本当に完璧にしなくてはならない。

　……そのためには、彼の力が必要なんだ。

「なんなんですか、あれは？」

　郷田が、憤ふん然ぜんとした声で俺に向かって言う。

「失礼にもほどがありますよね。最近の若いシェフは、あれだから……」

「『ホテル駿河』のメインダイニングで働いていたということは……」

　鮎川が、郷田の愚ぐ痴ちを遮さえぎって言う。

「彼は、あの近こん藤どうシェフの弟子ですか？」

　鮎川が、どこか呆ぼう然ぜんとした声で言う。

「そういうことになるだろうな」

　俺が言うと、鮎川はその秀しゆう麗れいな眉み間けんにしわを寄せる。

「あの近藤シェフが、あんな新人を採用するなんて。しかも……前菜の責任者と言っていましたよね？」

「あのう」

　郷田が、不ふ審しんそうに眉まゆを顰ひそめて言う。

「『ホテル駿河』ってそんなに有名でした？　自分は聞いたこともないのですが？」

「聞いたことがないのが正解だ」

　俺は、デスクの上に散らかった書類を揃そろえながら言う。

「財界人や政治家……日本中、いや、世界中の有名なグルメが、お忍しのびで出かける場所だ」

　俺の言葉に、郷田は驚いたように息を呑のむ。

「まさか、近藤シェフというのは、近藤雅まさ胤たねシェフでは？　フランスにある日本大使館で料理長を務め、その頃ころに、いくつも世界的な賞を獲った……あの？」

「そう。あの近藤雅胤シェフだ」

　俺は、二年前に『ホテル駿河』のメインダイニングで食べた、彼のディナーを思い出す。

「……彼の作る料理は、本当に素す晴ばらしい」

「近藤雅胤という天才シェフの威いを借りた……ってやつですか？　いけ好かないな」

　腕はいいが頭の固いところのある郷田は、苦々しげに言う。

　鮎川がため息をつきながら言う。

「……あの子は、自分がどんなに恵めぐまれた場所で修業できていたのか、まったく解わかっていないようでした。ぼくが『ホテル駿河』と言った時、とても恥はずかしそうな顔をしていたし」

「たしかに、近藤雅胤シェフは気取らない人ひと柄がらだし、あの『ホテル駿河』のダイニングも、肩かた肘ひじを張らずに楽しめる雰囲気だった」

　俺は、あの夜のことを思い出しながら言う。

「ちょうど隣となりのテーブルで、当時の首相が食事をしていた。孫と楽しげに話す普ふ段だん着ぎの彼は、人のいいただのおじいちゃんにしか見えなかったな」

「あの『ホテル駿河』で修業をし、『日本シェフ連盟コンテスト』の新人賞を獲り、そして今度はこの『リストランテ・ラ・ベランダ』の実技試験に受かっている」

　鮎川は椅い子すの背もたれに背中を預け、その顔に妙みように艶やかな笑えみを浮うかべてみせる。

「気に入りません」

　ソムリエの相模原が、怖こわそうに肩をすくめる。

「怖いなあ。鮎川くんは。見た目はまるで女め神がみのように麗うるわしいくせに、中身は……」

「中身はなんです？」

　相模原は、鮎川にチラリと睨にらみ上げられて、

「いえいえ、もちろん中身も女神のように慈じ悲ひ深くて素晴らしいよ」

　可笑おかしそうに言って降参というように両手を上げる。

「へえ。あの子、有名な店で修業してたんですか。なるほどなあ」

　グランパティシエの一宮が、感心したように言う。

「一次試験の前菜、いかにも舌の肥えていそうな、繊せん細さいな味だったもんなあ」

　俺はうなずき、それから彼の挑いどむように強く光る瞳を思い出しながら言う。

「彼はとんでもない才能とセンスを秘ひめている。俺の手で、世界に通用する一流のシェフに育て上げたい」

　俺の言葉に、そこにいた全員が息を呑む。

「彼をこの店に採用する。よろしく頼たのむ」

　……彼はきっと天才だ。だがまだ若く未熟で、その進む道は平へい坦たんではないはずだ。

　俺の心の中に、熱い気持ちが湧わき上がってくる。

　……彼のこれからの成長のすべてを、俺はこの目で見守りたいんだ。







鷹野和哉







　……なんだこれ……？

　オレは、バサバサで、しかも強きよう烈れつに生なま臭ぐさいカレイの煮に物ものを前にして、途と方ほうにくれていた。

　……東京の魚って、めちゃくちゃに不味まずい……。

　ここは、あの店からあまり離はなれていない場所にある、さびれた定食屋。朝から何も食べてなかったオレのお腹なかは、人の気も知らずにクウクウ鳴いていて。

　こんな時でもお腹がすくんだな、とますます惨みじめな気持ちになりながら、オレは半分ヤケクソで、一番近くにあったこの店に飛び込んだ。

　がらんとした店、唯ゆい一いつの客であるオレを、イジワルそうな店主のオヤジがジロジロ見てる。

　……こんなやせたカレイの煮魚定食で八百円もする、しかもこんなふうに見られていたら、残して逃にげるのなんか、絶対に無理……。

　オレは泣きそうになりながら箸はしを動かして、カレイから骨を一本一本摘つまみ上げる。

　……ああ、なんだかめちゃくちゃに惨めな気持ちになってきた……。

　そしてオレは、地味なオレの人生の中で、一番の栄光と一番の屈くつ辱じよくを覚えた、あの日を思い出す。



　　　　＊



『駿する河が湾わん産ウニとホウボウのスフレ・黄金のジュレ添ぞえ・アワビの肝きも入いりソース』

　……この前菜は、天才シェフであるオレの、最高の自信作だ。

　オレは拳こぶしを握にぎりしめながら思う。

　審しん査さ員席に並ぶのは、フランス人の高名な料理評論家、グルメで有名なハリウッドにも進出してる俳優、有名料理雑誌の女性記者、有名料理学校の校長、そして……オレがずっと憧あこがれていた有名シェフ。

　世界的にも名の知れた食通たちがオレの前菜を食べるところを見るのは、なんだかものすごく感動的な光景だ。

　……オレはとうとうここまで来られたんだ。

　思ったら、ちょっと涙なみだが出そうになる。

　……ずっとずっと頑がん張ばって修業してきた甲か斐いがあった。

　しかも……。

「……オオ」

　高名なフランス人料理評論家が、スプーンですくったスフレを口に含ふくみ、思わず、という感じでフランス語で小さく呟つぶやく。それを通訳が訳していく。

「……これはよいできです。その若さでこれだけのものを作れるとはなかなか素晴らしい」

　オレの後ろに並ぶライバルたちが、小さく息を呑むのが解る。

　この料理評論家は気むずかしいことで有名で、ほかのライバルたちの料理を食べた時にはずっと顰しかめ面つらで黙だまったままだったからだ。

「へえ。これはいいなあ」

　映画俳優が、大げさな仕草でうなずきながら言う。

「スフレとジュレが、舌の上で一体になってとろけた。いくら食べても飽あきない味だ」

「たしかにそうですわ」

　有名料理雑誌の女性記者が、うっとりと目を閉じながら深くうなずく。

「さらに素晴らしいのは、このアワビの肝のソース。上品でありながら、野性味も失っていない。故郷の海が目に浮かぶようよ」

「たしかにこのバランスは絶ぜつ妙みようだね」

　有名料理学校の校長がうなずき、審査員席の壇だん上じようからオレの顔を見下ろす。

「こんなに滑なめらかで柔やわらかいスフレを作るのは、なかなかできることじゃないよ。それにこの斬ざん新しんな味も、若い人ならではだ。……なかなか素す晴ばらしい才能だよ」

　テレビでしか見たことのなかった彼に言われたその言葉が、オレは飛び上がりそうに嬉うれしかった。

　だけどそれを抑おさえて、小さく会え釈しやくをするだけにとどめる。

　……品よく、品よく。

　オレの後ろにいるライバルたちは、みんないやにお洒落しやれで気取ってる。書類を見たところ、どうやらこの最終審査にまで来られたメンバーは、みんなパリやミラノや東京の有名レストランで修業してきたっていう輝かがやかしい経歴を持つヤツばかり。

　それに比べて、オレは駿河湾が見下ろせる小さなホテルのレストランで働いているだけ。

　ただでさえ、オレは彼らよりも十歳近く若い。それにそんな無名なレストランで働いているだけのヤツなんて一人もいなくて。

　だから控ひかえ室では『君が働いている『ホテル駿河』ってどこにあるの？　全然聞いたことないけど？』とか笑いながら嫌いや味みを言われ、『何かの間ま違ちがいで子供が紛まぎれ込んだんじゃないのか？』とかひそひそと囁ささやかれたりして……。

　……でも！

　オレは拳を握りしめながら思う。

　……オレは天才なんだ！　実力ではここにいる誰だれにも負けないんだ！

　……だから！

　オレは横目でライバルたちを睨みながら、唇くちびるを嚙かむ。

　……この前菜で、絶対に満点を取ってやる！

「スフレの素材に、ウニとホウボウとアワビを選んだのはどうしてだ？」

　低い声でいきなり聞かれて、オレはハッとして審査員席に視線を戻もどす。

　その言葉を言ったのは、審査員の最後の一人だった。

　彼の名前は、小田桐宗一郎。

　東京で有名なレストランのグランシェフを務め、さらにフランスで開かれている世界的なコンテストで何度も優勝しているという有名人。

　まだ二十八歳でこの実力は、料理界の奇き跡せきだと言われてる。

　しかも天才的なシェフというだけじゃなくてまるでモデルみたいな超ちよう美形。料理界で注目されているだけでなく、女性にも絶大な人気を誇ほこり、新米シェフたちの憧れの的でもある。

　そして。

　有名なだけじゃなく……彼の実力は本物だとオレも心から思う。

　実はオレは、今までに一度だけ、彼の作った料理を食べたことがあるんだ。

　彼がグランシェフを務める『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』という店は、東京の一等地にある超高級レストラン。オレみたいな子供が一人で入れるような店じゃない。だけど一流の料理人を目指していたオレは、プロ向けの雑誌でも絶賛されている小田桐という男の料理を一度でいいから食べてみたくて。

　オレが小田桐の名前ばっかり口にしているのを聞いた父さんが、オレの就職祝いにと一度だけ銀座に連れてきてくれたことがある。

　ディナーはめちゃくちゃに高いし、なによりも予約が何年も先までいっぱいのお店だから、父さんとオレが食べたのは、ランチのコース。

　だけどそれは、まるで夢みたいに素晴らしいランチで。

　出てくるもの出てくるもの、すべてが美しくて美味おいしくて、オレは陶とう然ぜんとしたけど……特にオレはその時に食べた前菜の『フォアグラのスフレ　バルサミコ酢すとハチミツのソース　三種の木の実のクロッカン添え』が忘れられなかった。

　その時からオレは、こんなに美しくて、こんなに美味しい前菜を自分の手で作れたら、って思い続けてきた。

　本当は、厨ちゆう房ぼうから憧れのシェフの小田桐が出てきてお客たちに挨あい拶さつをすることをちょっとは期待したんだけど……もともと彼はそういうタイプじゃないらしく、その時には彼の姿を見ることはできなかった。

　オレは彼の料理に完かん璧ぺきに満足しながらも、ちょっとだけ寂さびしさを感じてしまって……。

　……だけど、その小田桐が、今、目の前にいる……。

　彼は、写真で見ていた時よりもずっとずっとハンサムで……。

　その漆しつ黒こくの瞳ひとみに見つめられると、なんだかすごく落ち着かなくなる。なぜか鼓こ動どうがどんどん速くなってきて……。

「え、ええと……コホン」

　オレは咳せき払ばらいをして、なんとか落ち着こうとしながら、

「ぼくが修業をしているレストランは、駿河湾を見み渡わたす場所にあります。その場所で一番美味しい素材を、と考えた時にそうなりました」

「では、例えば東京で修業をしていたとしたら何を使う？」

　いきなりの予想外の言葉に、オレは一いつ瞬しゆん言葉を失う。

「……は？」

「東京で一番美味しいと思われる素材は？　パリでは？　ミラノでは？」

　彼の男らしい唇から、よく響ひびく声が漏もれる。

　それはずっと聞き惚ほれていたいような美声だけど、口調はまるで尋じん問もんするように厳しくて。

　……東京のことなんか知るわけないだろ？　さらにパリやミラノなんてもちろん行ったこともないしっ！

「と……」

　オレは、頭の中がぐちゃぐちゃになってくるのを感じながら、必死で答える。

「東京ではアナゴ、パリでは牡蠣かき、ミラノではポルチーニ……です」

　なんとかごまかせたかな、と思うけど……。

　彼はその漆黒の瞳でオレの眼めの中をジッと覗のぞき込む。それから低い声で言う。

「凡ぼん庸ような答えだな。もう少し基き礎そから勉強した方がいい」

　その言葉に、オレの後ろにいるライバルたちが、クスリと笑うのが聞こえた。

　……くっそお……っ！

　オレは怒ど鳴なりそうになるのをこらえるために、必死で拳こぶしを握にぎりしめる。

　……小田桐宗一郎、ずっとファンだったのにっ！

　……料理雑誌に載のってた、あんたの記事は、残らずスクラップしてたのに！

　……クソ、本物はこんなに意地悪だったなんて！

　そして。

『それでは次に、十九番、鷹野和哉さんの評価に移りたいと思います』

　オレは緊きん張ちようしながら、さっき控え室で意地悪なことを言ってきたヤツをチラリと見る。

　彼は、今のところ一位。五人の審しん査さ員のうち三人が満点をつけている。例外はフランス人料理評論家とあの小田桐ってシェフ。料理評論家は九点、そして小田桐は七点。得点の合計は四十六点。とても厳しくて平均点が二十五点くらいと言われるこのコンテストでは、恐おそろしいほどの高得点だ。

　……でも……。

　オレは、どうせ無理だろう、という顔をするライバルを、横目で睨にらみながら思う。

　……天才のオレが、負けるわけがない！

　……それならオレは、満点を取ってやる！

『ピエール・ポワティエ、十点』

　司会者の声に、会場が、ざわ、とどよめいた。

　彼の評価はいつも本当に厳しくて、今まで満点を出したことなんか一度もないと言われていたから。

「彼は若いのになかなか素晴らしかった。フランスに来て欲しいくらいです」

　満足げな彼の言葉を、通訳が訳していく。

　……やった……！

　オレは心の中で叫さけび、密ひそかに拳を握りしめる。

　これが新人賞じゃなければもしかしたらもっと評価は辛からかったかもしれないけど……でも満点をもらえたことには変わりなくて……。

　オレの脳のう裏りに、頑がん張ばって、と応おう援えんして送り出してくれた『ホテル駿河』のメインダイニングのスタッフみんなと、オレの師し匠しように当たるグランシェフ近藤雅胤さんの顔がよぎる。

　……オレを応援してくれたみんなのためにも、オレは頑張らなきゃいけないんだ！

　……このまま、全員から満点をもぎ取って、優勝してやる！

『沢さわ渡わたり賢けん司じ、十点』

　……やった！

　映画俳優が、オレに向かって片目をつぶる。

「若いのに、なかなか深くていい味出してたよ」

　オレは、どうも、と言いたいのをこらえて、軽く会え釈しやくをしてみせる。

『岸きし田だ洋よう子こ、十点』

　……よし！

　テレビではいつもむっつりしているイメージのある女性記者が、なんだかすごく感動したような顔で、

「アワビの肝きもをあんなに見事に使えるシェフは、ベテランでもなかなかいないですよ。こんな若い人があんなものを作ったなんて。……とても美味しくいただきました」

　オレはガッツポーズをとりたいのをこらえつつ、頭を下げる。

『金かな井い洋よう三ぞう、十点』

　……やった、また満点！

　すぐ後ろに立っている現在一位のヤツが、悔くやしそうに小さく舌打ちをする。

　……これで合計は四十点。

　有名料理学校の校長は、にこやかに笑いながら、

「君はうちの出身じゃなかったんだよね？　これほどの人材が隠かくれていたとはね。……なかなか見事でしたよ」

　オレは頭を下げつつ、鼓動が速くなるのを感じていた。

　……残りはあと一人。彼が七点以上をくれれば、オレは優勝で……。

　オレは目を上げて、残りの一人、小田桐宗一郎の顔を見る。

　彼の彫ちよう刻こくみたいに端たん整せいな顔には、ほかの審査員みたいな賞賛の表情は見て取れなかった。それどころかオレを見返してくるその目の中には、怒おこってるみたいなすごく厳しい光があって。

　……やっぱり、さっきいい加減なことを答えたのがバレたんだろうか？

　……だって、しょうがないじゃんか。オレ、ミラノやパリどころか東京に来るのだって初めてだし。

『小田桐宗一郎……』

　司会者の言葉に、オレは思わず唾つばを飲み込む。

　……ああ、どうしてよりによってこの男が最後なんだよ？

　……頼たのむ。あんなに頑張って作ったんだから、なんとか満点を……！

『……八点』

　オレは、司会者の言葉を呆ぼう然ぜんと聞く。

　……後ろにいるヤツを抜ぬいて、今のところ一位にはなった。でも……？

　小田桐は厳しい顔のまま、オレの顔を真まっ直すぐに見つめる。

「新人賞でなければもう少し低い点数をつけたかったところだ。彼の将来性を見込んでこの点数にした。もっと精しよう進じんして欲しい」

　そして、少しも笑っていない顔で言い放つ。

　……もっと低い点数をつけたかった？

　……もっと精進しろ？

　オレは、彼の厳しい言葉を呆然としたまま聞いた。

　ほかの審査員たちも、その言葉に驚おどろいた顔をしている。有名料理学校の校長が、苦く笑しようしながら言う。

「さすが『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』のグランシェフ。小田桐くんは厳しいねえ」

　彼の厳しさは業界でも知れ渡わたっているのか、ほかの審査員も苦笑したりうなずいたりしている。だけどみんな当然という顔をしているところをみると……少なくとも、彼の実力は認められているということなんだろう。

『それでは、最後の一人。二十番、田た中なかくんの得点発表に移らせていただきます』

　司会者が言い、次の候補者の前菜に対する採点の発表と講評が始まる。

　オレは呆然としたまま、それを聞く。そしてだんだんと怒いかりが湧わいてくるのを感じていた。

　ほかの候補者たちの前菜もとてもよくできたものだったけれど……素材の使い方がまだ完かん璧ぺきでなかったり、テーマが絞しぼり込めていなかったりした。

　審査員たちは、オレの時とはうってかわった厳しい顔で講評をしていて、つけられる点数もとても厳しい。

　そして。

『『日本シェフ連盟コンテスト』新人賞の受賞者は……』

　司会者の声が、静まりかえった会場に響ひびく。

『四十八点を獲かく得とくした、『ホテル駿河』鷹野和哉くん』

　オレは、壇だん上じように上がって賞状を受け取る。

　審査員席の方に向かってお辞じ儀ぎをし……そして思わずあの小田桐宗一郎の顔を見てしまう。

　近くで見ると、彼はますますモデルみたいなハンサムで。

　しかも、ダークスーツに包まれた肩かたは逞たくましく、胸は男らしく厚く……。

　同じ審査員席にいる映画俳優も、日本では一、二を争うハンサムと言われているけど……存在感があり、セクシーで端たん麗れいな顔立ちをした小田桐と並ぶと明らかに見み劣おとりしてしまう。

　……なんであんたみたいなものすごい美形が、地味に厨ちゆう房ぼうにこもってシェフなんかやってるんだよ！

　オレは審査員席の前を通り過ぎながら、小田桐に向かって心の中で叫ぶ。

　……あんたがグラビアモデルか映画俳優でもしててくれれば、オレはこんなに傷つかずに済んだのに！

　いちおう新人賞は獲れた。だから応援してくれた『ホテル駿河』のメンバーにもいちおう顔向けができる。

　……でも……。

　オレはステージから下りながら、唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　……オレは、あの前菜に絶対の自信があった。

　……だから二位のヤツを引き離はなして、ダントツで、しかも満点で一位になる自信があったんだ。なのに……。

『そして二位、四十六点を獲得した『リストランテ・ロダン青山店』佐さ川がわ将まさるさん』

　佐川と呼ばれたのは、控ひかえ室でさんざん嫌いや味みを言ったあいつだった。彼はオレの脇わきを通り過ぎざま、

「優勝と言っても、たった二点差じゃないか」

　憎にく々にくしげに囁ささやいてくる。オレの脇に立っていたそいつと顔見知りらしい二人が、

「……カオが可愛かわいいから、その分だけ得だったんじゃない？」

「……そういうのって実力で勝ったって言えるのか？」

　ギリギリ聞こえるくらいの声で陰かげ口ぐちをたたかれて、ものすごく頭にくる。

　……くっそお……！

　オレは拳こぶしを握にぎり締めながら心の中で叫ぶ。

　……こんなことになったのは、あの小田桐ってシェフのせいだ……！

　……いつかはあの男に、オレの実力を絶対に認めさせてやる……！

　そしてその日から、オレは、小田桐のことをますます忘れられなくなってしまったんだ。
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　めちゃくちゃ不味まずかった煮に魚ざかな定食をそれでも無理やり完食し、オレは昨夜から泊とまっている小さくて汚きたない新橋のビジネスホテルに向かって歩いていた。

　……グランシェフにあんな口をきいて、もう絶対に落とされたに決まってる……。

　オレは、頭を抱かかえてその場に座り込んでしまいたくなる。

　……どうしてオレ、こう気が荒あらいんだろう？

　オレが勤めてた『ホテル駿河』は、小さくて古いけど、隠れ家がの風ふ情ぜいのある大人向けのホテルって感じだった。厨房で働いているスタッフも高こう齢れいのベテランが多くて、若いスタッフはオレ一人で。

　厨房っていうのは、その場所の長であるグランシェフの性格や考え方が、如によ実じつに表れる場所だと思う。

『ホテル駿河』メインダイニングのグランシェフは近藤雅胤さんっていうおじいさんで、素す晴ばらしい料理の腕うでを持っているだけでなく、すごく優やさしくてあたたかい人だ。

　彼をはじめとするベテランスタッフたちは、オレをまるで本物の孫みたいに可愛がってくれていた。オレの気の荒いところも、みんな苦笑しながらも受け入れてくれていて。

　だからオレがベテランの厨房スタッフをさしおいて、いきなりガルド・マンジェとアントルメティエに抜ばつ擢てきされた時も、みんな『和哉は天才シェフだからきっとできる。これを励はげみに頑がん張ばるんだよ』って喜んでくれて。

　……オレ、みんなが優しいことに、今まで甘えすぎてたのかもしれない。

『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』の厨房スタッフたちと顔を合わせてみて、オレは自分が働いていた厨房がどんなにあたたかくて働きやすい場所だったかを実感していた。

　そして、自分が……どんなに甘やかされてきたかも。

　世界中に、シェフと名の付く仕事をしている人間は、星の数ほどいるはず。

　だけどその中で有名な店で修業ができて、さらにそれを完璧に自分の物にできて、そして一流と言われるまでのシェフになれる人は……本当にごくごくわずかだろう。

　……世界中の一流レストランの厨房では、きっと毎日熾し烈れつな戦いが繰くり広げられているに違ちがいないんだ。

　……一いつ瞬しゆんでも気を抜いたら、きっとすぐにでも蹴け落おとされてしまう世界のはずで。

　オレは、『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』の前にずらりと列をなしていた受験希望者の数と、その思いつめた顔つきを思い出していた。

　……彼らはきっと、自分のシェフ生命を懸かけるくらいの悲痛な覚かく悟ごであの店の試験を受けに来ていたはずで。

　……なのに、オレ、あんな捨てぜりふを吐はいて面接会場から逃にげ出してしまうなんて。

　オレは、自分のガキっぽさを思い知らされた気がして、なんだかいたたまれない気持ちだ。

　オレは、小田桐がオレのことなんか少しも覚えている様子がなかったこと、そして彼がオレを見つめた時の冷たい視線を思い出す。

　……オレみたいなガキ、落とされて当然なんだろうな……。

　オレはいつのまにか、ネオンが煌きらめく銀座のデパート街を歩いていた。

　リッチな服装のＯＬたち、楽しそうに腕を組んで歩くカップル。

　華はなやかでとても幸せそうな人々の中で、自分だけがとても惨みじめでみすぼらしい人間になったような気がする。

　オレは立ち止まり、美しいビルの群れを見上げる。

　……オレ、もう、あの男のレストランで働けないんだ……。

　思っただけで、なぜか涙なみだが溢あふれそうになる。

　オレは、不思議なほど絶望している自分に気づく。

　……小田桐の作る味と、そのレストランに、こんなに心惹ひかれていたなんて……。

　ブブブブ！

　オレの鞄かばんの中で、マナーモードにしたままだった携けい帯たい電話が、振しん動どうする。

　オレは反射的にそれを取り出し……液えき晶しよう画面を見る。

　そして、そこに見慣れない電話番号が表示されていることに気づく。

　……いったい、誰だれだよ？

　……間ま違ちがい電話だったら、めちゃくちゃ乱暴に切ってやるからなっ！

　オレは思いながらフラップを開け、通話ボタンをオンにする。

「……鷹野ですけど？」

　オレの口から出たのは、不ふ機き嫌げんというよりはめちゃくちゃに落ち込んだ暗い声で。

『今にも死んでしまいそうな声だな』

　電話の向こうから聞こえたのは、思わず聞き惚ほれてしまいそうなよく響く美声。

　それは聞き覚えがあったけれど、まさかかかってくるはずの絶対にない相手で……。

「……お……小田桐、さん……？」

『あんなことを怒ど鳴なったのだから当然面接に落ちた、そう思ってそんなに落ち込んでいる……そうなんだろう？』

　彼の声に可笑おかしそうな響きを感じて、オレの頭にカッと血が上る。

「だったらどうなんです？　もうオレは関係のない人間でしょう？」

　オレの口から、勝手に喧けん嘩か腰ごしの声が出てしまう。

　……ああ、これで完かん璧ぺきにおしまいだ……！

　思うけど、なんだかもう、止まらなくて。

「それとも、まさか合格とか言わないですよね？」

　オレの言葉に、電話の向こうの相手がクスリと笑う。

『悪かったな。……合格だ』

　その言葉が信じられずに、オレはその場で硬こう直ちよくする。

　……なんだって？

『明日からさっそく働いてもらう。朝六時に厨ちゆう房ぼうに来るように』

　……ええっ？

『絶対に遅ち刻こくするな。……いいな？』

「えっと、でも……」

　オレが言いかけた時には、もう電話は切れていた。

　……噓うそ。彼は今、合格って言ったよな……？

　……あんなことしたオレが、合格……？

　オレは、嬉うれしいというより呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　それから、面接で見たあの癖くせの強すぎる面々を思い出す。

　……もしかして……。

　オレはあることを思い付いて一人で青くなる。

　……思いっきり苛いじめてストレス解消するために、雇やとわれたとか……？

　……でも……どんな理由にせよ……。

　オレはしっかりと拳こぶしを握にぎり締しめながら思う。

　……受かったことには変わりない！

　……こうなったら、絶対に、あの男に、オレの実力を認めさせてやるんだ！







小田桐宗一郎







「……電話の相手が誰だったか当ててあげましょうか」

　ドアの方から聞こえてきた声に、受話器を持ったままだった俺は顔を上げる。

　そこには、シェフコートから、綿シャツと黒のスラックスというシンプルな私服に着き替がえた鮎川が立っていた。

　彼は褐かつ色しよくの髪かみと薄うすい琥こ珀はく色いろの瞳ひとみをした美青年で、見た目はグラビアモデルか、でなければ苦労知らずの箱入りの御おん曹ぞう司しのようだ。

　だが実際の彼は、とんでもなく優すぐれた味覚と、素晴らしい技術と、そして激しい上じよう昇しよう志向を持った将来有望なシェフ。そして、かなりの毒舌の持ち主だ。

　俺がイタリアにある料理学校にいた頃ころの後こう輩はいで、その頃からすでにシェフとして頭角を現していた。

　彼は部屋に入ってきてドアを閉め、それから皮肉な顔で言う。

「『ホテル駿河』の鷹野和哉。そうでしょう？　顔がやけに楽しそうですよ」

「当たりだ」

　俺は言いながら、受話器を置く。彼はあきれたように肩かたをすくめる。

「ぼくたちをわざわざ面接に参加させたくせに、結局は独断で決めましたね。ぼくたちの意見を聞こうとは思わなかったのですか？」

「言ったら賛成したか？」

　俺が言うと、鮎川はあっさりとかぶりを振ふって、

「いいえ。もっと即そく戦せん力りよくになりそうな人材がいくらでもいましたから」

　その言葉に、俺は笑ってしまう。

「そう言うと思った。おまえたちを参加させた理由は、面接でスタッフの紹しよう介かいをしたかったからだ。彼がどんな反応をするかを知りたかった。……彼はとても緊きん張ちようしていた。うちのスタッフが一ひと癖くせも二ふた癖くせもあることを見み抜ぬいたようだな」

　彼は、仕方ないな、という顔でため息をつく。

「要するに、実技審しん査さで、もう彼にすると決めていたということですか」

　俺は、デスクの上に置かれた履り歴れき書を見下ろしながら言う。

「いや、一年前、初めて彼の前菜を食べた瞬間から決めていた」

　一年前、あの時の気持ちを思い出し、俺の心がチクリと甘く痛んだ。

「彼を、いつかは俺の店で働かせる、とね」
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　一年前の『日本シェフ連盟コンテスト』。表ひよう彰しよう式の後のパーティー。

　俺は、彼の姿を捜さがして会場を歩き回った。もちろん、あの前菜への賛辞をきちんと言い、自分の店にスカウトするためだ。

　若い頃から料理にすべてを懸かけてきた俺は、いつでも言葉が足りない。

　……彼は、俺の言葉を聞いてとても苦しげな顔をし、そして怒いかりに光る目で俺を睨にらみ付けてきた。

　……俺があの前菜を心の中では賛美し、彼を自分の店にスカウトしたがっているなど……あの顔では夢にも思っていないだろう。

　新人賞にエントリーするシェフたちは、たいてい一流レストランで修業を積んでおり、立派な経歴を持っている。

　たまに突とつ出しゆつした才能を持つ者もいるが、たいていはシェフ歴が短い分だけテーマの詰つめが甘く、そしてその味はどこか粗そ雑ざつなのが常だ。

　しかし。

　鷹野和哉という若いシェフの作り上げた前菜は、それらとはまったく格が違っていた。

『日本シェフ連盟コンテスト』のレベルはとても高い。新人賞とはいえ、平均年ねん齢れいは三十代半ばといわれる。それからすると、鷹野和哉というシェフは、彼らよりも十年も経験が浅く、たぶん、史上最少年齢の受験者だったろう。

　だが、彼の発想はほかの誰よりも大だい胆たんで、彼の思考がとてもクリアであることを表すように、その味は完璧にまとまり、その盛りつけは絵のように美しかった。

『駿河湾わん産ウニとホウボウのスフレ・黄金のジュレ添ぞえ・アワビの肝きも入いりソース』

　黒い艶つや消けしの正方形の皿の上、食欲をそそる美しいクリーム色をしたスフレが高さのある美しい台形に整えられていた。その頂上には軽く蒸したウニとホウボウの身が飾かざられていた。

　金色をしたフュメ・ド・ポワソンが、まるで金色のみぞれのように繊せん細さいに崩くずされ、イタリアンパセリの緑をアクセントとして、スフレの周りにたっぷりと散らしてある。

　そして深い翡ひ翠すい色をしたアワビの肝入りソース。ごくごく細く垂らしたそれで、黒いキャンバスのような皿に、美しい波の模様とイタリア語が書かれていた。『美味おいしく召めし上がれ』

　四角四面の候補作が多い中、彼の作品は作り手の性格を表すようにとてもお茶目で、そして繊細で、なによりも新しん鮮せんな感覚を持っていた。

　高い技術を持っているだけでは、一流のシェフにはなれない。有名になれるシェフは、どんな作品を作った時にもその個性が表れる。その個性がない限り、シェフ個人にファンがつくということはあり得ないからだ。

　そしてもちろんそれだけでなく、彼の前菜は口にした途と端たんに陶とう然ぜんとして何も考えられなくなってしまうほどの……とんでもない美味だった。

　ほかの審査員は彼の作った味に魅み了りようされ、立場も忘れて褒ほめ言葉ばかりを口にした。

　鷹野和哉という若いシェフは、その端たん整せいな顔に、自分は褒められて当然なんだ、とでも言いたげな余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべ、彼らの賛辞に会え釈しやくを返していた。

　その表情だけで、彼がどんなに今まで甘やかされ、苦労知らずのシェフ生活を送ってきたかがよく伝わってきた。

　彼の師し匠しように当たるはずの『ホテル駿河』のグランシェフを、俺はよく知っていた。

　彼は一流の料理人だが、孫ほども年齢が違い、しかもこれだけの才能を持った彼を、どうやらとても甘やかしているようだった。

　このままでは、彼は世界には通用しない、俺はその時に直感した。

　……若くして責任ある地位を与あたえられ、日々仕事に負われて働いてきたはずの彼には、きっと根本的な基き礎そ能力が欠けている。

　……一生をぬくぬくと同じホテルで過ごすつもりならいいが、もしほんの少しでも野望を持って自分の巣を飛び出したとしたら……今の彼は、きっとあっという間に自じ滅めつしてしまう。

　俺は、彼に微ほほ笑えんでもらうためにその味を褒め称たたえたい、と思うと同時に……彼にもっと違ちがう表情をさせてみたくなった。

　……もしも賛辞以外のことを言われたら、甘やかされてきた彼は、どんな顔をするだろう？

　そして俺は、わざと意地の悪い質問をし……彼はその顔を引きつらせた。

　そしてその美しい漆しつ黒こくの瞳の中に、激しい闘とう志しを燃え上がらせた。

　……いい目だ。

　キラキラと煌きらめく彼の瞳を見た俺の背中に、ゾクリと甘い戦せん慄りつが走った。

　……ますます、おまえが欲しくなった。

『もっと勉強すればきっと超ちよう一流のシェフになれる。俺の店で働いてくれ』その言葉を言うために、俺は彼の姿を捜してパーティー会場を歩き回り……。

　しかし……なぜか彼の姿はどこにも見えなかった。

　スタッフに聞くと、彼は落ち込んだ顔で少しだけパーティーに顔を出した後、まるで逃にげるように会場を後にしたと聞いた。

　……彼は結局は新人賞を獲とった。なのに落ち込んでいるということは、やはり俺が言ったことを、気にしているのだろうか……？

　俺は思い、そして自分の不器用さを改めて思い知る。

　……まったく俺は、言葉が足りない……。

　俺は思いながら、パーティー会場を足早に抜ぬけだし、ホテルのロビーに出た。

　そして、ガラスのドアの向こう、車寄せに停とまったタクシーに、うつむいた彼が滑すべり込むところを見た。

　慣れない様子で着たタキシード。その上に羽織った黒いコートの裾すそが翻ひるがえる。

　シェフコートが入っているのであろう、小さなボストンバッグ。

　そして大切そうに抱かかえた、愛用の包丁が並んでいるはずの、革かわ製の小さなケース。

　……彼を、このまま行かせてはいけない……！

　俺はその時、強きよう烈れつに思った。

　……今呼び止めなくては、彼は永遠に俺の前から姿を消すかもしれない……！

　俺がロビーから車寄せに走り出た瞬間、車のドアは閉まった。

「待ってくれ！」

　車が俺の前を走りすぎる瞬間、俺の声が聞こえたかのように、彼がふいに目を上げた。彼の視線が、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ俺に真まっ直すぐに当てられた。

　彼は驚おどろいたように目を見開いて俺を見る。

　そして……その美しい形の眉まゆを、ギュッと強く寄せた。

　彼の黒い瞳ひとみの中には、闘志だけではなく、とても傷ついた、そして俺を激しく憎にくむような厳しい光があった。

　励はげますつもりで言った言葉で、彼にこんな目をさせてしまったことに、俺は不思議なほどのショックを受けた。　>>>♥

　そのまま走り、外側からドアを叩たたけば、もしかしたらタクシーは停まったかもしれない。

　だが、彼のあまりにも激しいその視線が、俺の足をそのまま地面に縫ぬい留めてしまった。

　俺はその場に立ちすくみ、呆ほうけたように彼の乗ったタクシーを見送るしかなかったのだ。



　　　　＊



「……たしかに、一次審しん査さでの彼の前菜はなかなかよかったです」

　鮎川が言って、ため息をつく。

「でももちろん完かん璧ぺきではありませんでした。それにあの協調性のない性格は……」

　プルルルル！

　デスクの上に置かれた電話が着信音を奏かなで、彼の言葉を遮さえぎる。

　不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした鮎川が、素早く手を伸のばして、受話器を持ち上げる。

「『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』でございます」

　日本語で言ってから、ネイティブに近い美しいイタリア語になって言う。

「はい。おります。少々お待ちください」

　言って、受話口を押さえながら言う。

「オーナーからです。イタリアからのようです。新人を雇やとうことをどこかから聞きつけたのでしょうか？」

「わざわざ聞かせないようにしなくても、彼は日本語はまったく解わからない。勉強する気もないようだし」

　俺は言って、鮎川から受話器を受け取る。

「はい、小田桐です」

　俺がイタリア語で言うと、電話の向こうの男はムッとした声で、

『私も少しは勉強している。電話越ごしの日本語くらい、だいたい解るぞ？』

　彼の名前はアルマンド・ガラヴァーニ。俺と同じ二十九歳。

　大富ふ豪ごうガラヴァーニ一族の嫡ちやく子しで、世界中に一流店を持つ『リストランテ・ラ・ベランダ』グループの現オーナーにあたる。俺が『リストランテ・ラ・ベランダ・ミラノ』で修業をしている時、この男はほとんど毎晩ディナーを食べに店に寄っていた。

　経済学を学ぶためにハーヴァードに留学し、いちおう首席で卒業したらしいので頭は悪くないはずなのだが……性格がぞんざいなせいか、料理の名前をいつまで経たってもきちんと言おうとしない。

『先々週に食べた海老えびとキャビアのアレ（ラングスティーニの冷製前菜　シャンパンジュレとキャビアを添えて』のことだ）』だの『ロンバルダ風のアレ。今日はチーズとジャガイモで（牛肉の煮に込み　マンゾ・ブラザート・アッラ・ロンバルダ　自家製リコッタチーズとポレンタ添えのこと）』などといういい加減な注文に、俺の師匠に当たるミラノ店のグランシェフ、パオロ・マローネ氏はいつもにこやかに応こたえていた。

「それよりも料理の名前の勉強でもしてください。世界に名だたる『リストランテ・ラ・ベランダ』のオーナーが『先週のアレ』だの『海老のナニ』だの言うのは恥はずかしいですよ」

　俺の言葉に、電話の向こうの男は自信満々の声で、

『別に料理の名前を覚えていないわけではない』

「本当ですか？」

『当たり前だろう。私は名ばかりのグルマンティーヌたちよりも千倍も鋭するどい味覚を持っている美食家だぞ？』

「では、あんないい加減な注文をすることはないでしょう」

　俺があきれながら言うと、彼は可笑おかしそうにクスクス笑って、

『私は大富豪ガラヴァーニ一族の嫡子であるだけでなく、世界一忙いそがしいエグゼクティヴだぞ？　面めん倒どうなことは極力省くことにしているんだ。何よりも私が少しでもヒントを言えば、ミラノ店のグランシェフ、シニョール・マローネはすぐにすべてを察して完璧に作ってくれる。今さら長ったらしい名前を口にする必要はないだろう？』

　……まったくいい加減な男だ。

　俺は、彼の言葉にあきれながら思う。

『私のことはいい。それよりも、お前の店で新人シェフを雇おうとしている、と聞いたが？』

「そのとおりです。ですが、厨ちゆう房ぼうスタッフの人選に関しては私に一任していただいているはずです」

『別に、おまえが選んだ新人に文句をつけようとしているわけではない。ただ、どんな子が好みなのかな、と興味があってね』

　俺は、この男も同席したミラノ店の最終面接の時に、自分がゲイであることをカミングアウトした。そして、もしもゲイに対する偏へん見けんがある会社なら自分を雇ってくれなくて結構だ、とこの男に向かって宣言した。

「ゲイだゲイだと言うわりには、私に恋こい人びとを紹しよう介かいしてくれたことがないしなあ」

　アルマンドは楽しそうに言う。

　あの面接の時。自分がゲイであることをカミングアウトした俺に向かって、この男は平然とこう言い放った。ゲイに対する偏見はない、私も実はゲイだしね、と。

「あなたにだけは紹介したくありません」

『私という人間を解ってきたようじゃないか』

　彼は電話の向こうでクスクスと笑う。

『時間ができたら日本に行きたいな。君の秘蔵の新人をたっぷり拝ませてもらうために』

　……まったく、この男は。

「いいえ、いらしてくださらなくて結構です」

　電話の相手はくすくす笑って、それからふいに真しん剣けんな声になる。

『そうだ。一つ知らせなければいけないことがある。『リストランテ・ラ・ベランダ・ミラノ』のグランシェフ、マローネ氏が、ついに引退を表明した』

「そうですか。あの方がいなくなるのは料理界には大きな損失です」

『たしかに。……それで……』

「ミラノ店への引き抜ぬきの件でしたら、お断りします」

　俺は、彼の言葉を遮って言う。

　俺のミラノ店に引き抜く件は、マローネ氏が高こう齢れいになるにつれ囁ささやき続けられてきた。

　そして、この半年くらいは、この男からのグランシェフへの誘さそいはさらに頻ひん繁ぱんになってきていて……。

『『リストランテ・ラ・ベランダ』グループの最さい高こう峰ほうに位置するミラノ本店は、料理界でも最高峰の地位にあるといっていい。なのに、なぜ断るのか、私には……』

「俺には、日本でやりたいことがあります」

　俺は、和哉の顔を思い出しながら言う。

「ですから、ミラノ店に行くことは辞退させてください」

　相手は電話の向こうで深いため息をついて、

『まあ、いい。私はまだあきらめていないよ。……それじゃ』

　彼は言って、そのまま電話を切る。

「また……ミラノ店への誘いですか？」

　鮎川が、眉を顰ひそめて言う。

「まあな。あの男は本当にしつこい」

　俺が言うと、彼はクスリと笑って、

「『リストランテ・ラ・ベランダ』グループのオーナーであり、世界に名だたる大富豪の嫡子であるあのガラヴァーニ氏にそんな失礼なことを言えるグランシェフは、世界中探してもあなたくらいでしょうね」

　鮎川が、あきれたように言う。

「そういえば、料理学校時代のあなたは、いつも自信満々で先生に失礼な口ばかりきいていた。そういう意味では、あの鷹野和哉という青年はあなたに似ているかもしれませんね」







鷹野和哉







　……ついに来た！

　オレは、そびえ立つスタイリッシュなビルを見上げながら思う。

　……今日からこんな立派なビルの最上階で働くんだ、オレ！

　次の日。オレは五時三十分にレストランのビルの前に立った。

　……だけど。

「ええと……従業員の通用口は……」

　オレは言いながら巨きよ大だいで解りづらいビルの周囲を歩き回り……だけど……。

「……入り口が解らない！　なんで……？」

　最上階にどうやって登ればいいのか解らずにもたもたし、時間に遅おくれそうになる。

「……うわあ、信じられない！　なんてビルなんだ、ここは？」

　泣きそうになりながら呟つぶやいた時、後ろからいきなり聞き覚えのある声がした。

「こら。初日から遅ち刻こくする気か？」

　振ふり返ると、そこにいたのはシェフコートを着た小田桐だった。

　彼の姿を認めたオレは、めちゃくちゃホッとするけど……。

「遅刻するなと、あれほど言っただろうが。このノロマ」

　彼の口調とその見下すような目が、焦あせりまくっているオレの神経を逆さか撫なでする。

　……なんだよ、そんなに冷たい言い方しなくたっていいじゃないか！

「三十分も前に着いたけど、ビルへの入り方が解わからなかったんだってば！　それに、まだここにいるってことは……あんただってタバコでも吸ってサボってたんだろ？」

　オレは言ってしまってから、やばい、と思う。

　……これから彼の下もとで修業をするっていうのに、オレったらまた……！

　今度こそ怒おこられるか、と思うけれど……。

「ビルへの入り方が解らなかったのか？　教えてやらなくて悪かったな」

　彼があっさりと言ったことに、オレは少し驚おどろいてしまう。

　それから、ふいに真面まじ目めな顔になる。

「おまえのような若いシェフを雇やとうことに反対しているスタッフもいる」

　その言葉に、オレはドキリとする。

「おまえを雇ったことを、俺に後こう悔かいさせるな。……いいな？」

　彼の冷たい言い方が、またかちんとくる。

　……朝からいきなりお小言かよ？

　オレはムッとするけれど……彼が来てくれて、助かったのは確かだ。

「ああ、グズグズ話している時間はないな」

　彼は腕うで時ど計けいを見ながら言い、オレの腕をいきなり摑つかむ。

「来い」

　そしてそのまま歩いて、ちょうど案内看板の蔭かげになっていた社員通用口から中に入る。

　……うわ、実はこんな簡単なところにあったのか！

　……しかもよく見れば『社員通用口』って書かれた案内表示もあるし！

　オレは思って、一人で赤くなる。

　……焦りまくってたから、気がつかなかったんだ！

　彼はオレをそのまま引っ張って、職員用らしきエレベーターに乗り込んだ。エレベーターは高速で最上階まで上がり、オレは彼に腕を摑まれたままでエレベーターから降ろされる。

『PRIVATE』と書かれたドアを開くと、その奥は広めの廊ろう下か。両側にドアが並んでいる。

「ここが更こう衣い室だ」

　彼が言いながら、一つのドアを開ける。

『ホテル駿河』メインダイニングの更衣室は、六畳じようくらいの殺風景な部屋だった。周囲に金属製のロッカーが置かれているのでとても狭せまくて、ロッカーの上にも私物があふれてて。

　更衣室という言葉からそういう部屋を想像したオレは……彼の後から部屋に入って驚いた。

　そこは十五畳くらいありそうな広い部屋。高い天てん井じようには天窓が開けられ、そこから朝の眩まばゆい光が射さし込んでいる。

　打ちっ放しの壁かべ。床ゆかには深いブルーの絨じゆう毯たんが敷しかれている。

　ロッカーは、アンティークの雰ふん囲い気きのある深い色合いの木製。部屋の真ん中の空間には、一人掛がけソファが四つ、ローテーブルを挟はさんで向かい合わせに置かれている。

　更衣室というよりは……そのままレストランの個室として使えそうな綺き麗れいな部屋。

　何年も先まで予約が埋うまっているというこの『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』ならこの部屋を一つ開放しただけで、すごい儲もうけが見込まれそうだけど……。

　……『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』のバックに付いているのは、たしかイタリアの大富ふ豪ごうのガラヴァーニ家。

　……そんなケチなことは考えもしないんだろうけど。

「……シェフが着き替がえるためだけに、こんな豪ごう華かな部屋が用意されてるなんて」

　オレはなんだかどきどきしてしまいながら言う。

「……さすがに『リストランテ・ラ・ベランダ』グループの店は違ちがうよね」

「いいからさっさと着替えろ。ここのロッカーを使っていい」

　彼はロッカーの一つから服の掛かったハンガーを取り出し、それをオレに渡わたす。

「……え？」

　オレはそれを受け取って……。

「わあ。これって、オレのシェフコート？」

　それは、今目の前の男が着ているようなシンプルなシェフコートではなく、ちょっとかわいい感じのデザインの物だった。

　色が白なのと、くるみボタンが二列に並んでいるところは普ふ通つうのシェフコートと同じだけど……襟えり元もとはシンプルなスタンドカラーではなく、赤いスカーフ型のボウタイが巻かれている。

　二列に並んだくるみボタン。膝ひざ上うえまでの長い白の上着と、白のスラックス。腰こしには白のシェフエプロン。そこまでは普通のシェフエプロンと同じだけど、首に巻くための赤いボウタイがついている。ナポリのピザ職人が着ていそうな、ちょっと洒落しやれたデザインだった。

『ホテル駿河』の厨ちゆう房ぼうでは、みんなごくシンプルな白のシェフコートを着ていて。だからこんなお洒落なシェフコートは初めてで。

「わあ、お洒落！……でもこの店のシェフ、みんなこんな可愛かわいいのを着てるんですか？」

　……美人の鮎川さんはまだしも、あのごつい郷田さんや、この小田桐がこれを着たところを想像すると……？

「あれ？　でも郷田さん、実技試験の時には普通の白だったような？」

「このデザインはおまえだけだ。新人にはこれがいいだろうと制服担当の鮎川が取り寄せた」

　……ううん、親切なのか、苛いじめなのか、よく解らないぞ。

　オレは思いながら制服を受け取り、それを近くに置いてあったベンチにかける。そして着ていたコートを脱ぬいでそのハンガーにかける。

「解りました。ともかく急いで着替えますから」

　それをロッカーの中のバーにかけ、セーターを脱ぎ捨ててロッカーの中に放ほうり込み……。

「……え？」

　服を脱いだオレのことを、彼がなぜか呆ぼう然ぜんとした顔で見つめているのに気づいて、オレは一人で赤くなってしまう。

　……どうせオレは、あんたみたいに逞たくましくないよ！

　……だからって、そんなに面おも白しろそうにジロジロ見ることないじゃないか！

「あの！　すぐに着替えて行きますから！」

　オレが言うと、彼はハッとしたように瞬まばたきをする。

「ああ……それならすぐに着替えて厨房へ来い。廊下の突つき当たりのドアだ。時間がないぞ」

　彼は言って、更衣室を出ていく。オレは時計を見上げて……。

「うわああ、あと五分しかない！」

　叫さけんで、全速力で服を脱ぎ捨て、シェフコートに着替える。

　そしてロッカーの扉とびらと鍵かぎをしめて、更衣室を飛び出した。

　赤のボウタイを結びながら廊下を一気に走り、正面のスイングドアを押し開けて……。

「遅おそくなりましたっ！」

　叫んで時計を見上げると、なんと六時、十秒前。

　そして厨房にずらりと並んでいたスタッフたちが、揃そろってギラリとオレを睨にらむ。

　純白のシェフコートを着て、今日もすごい美人の鮎川さんが、皮肉な声で言う。

「並みいる優ゆう秀しゆうなシェフたちを落とし、君が選ばれたわけだけど……グランシェフの選せん択たくは、正しかったというわけだ」

　……クソ、しょっぱなから、そんな嫌いや味みを言うことないじゃないか！

　……この人も、オレを雇うことに反対したクチかな？

　ちょっと憧あこがれちゃいそうな綺麗な人だけに、この人に嫌きらわれてるとしたら、なんだか寂さびしいけど……。

「新人を紹しよう介かいする」

　ずらりと並んだシェフたちの向こうに、小田桐が立っていた。

　こうして厨房に立つと、彼はやっぱりすごいカリスマ性を発揮していて……。

「今日から入った鷹野和哉だ」

　小田桐は言って、おまえも挨あい拶さつをしろ、という顔でオレを見る。

「鷹野和哉です。よろしくお願いします」

　オレは頭を下げてから、広い厨房に並んだ面々の顔を見渡す。

　そして、昨日の面接で会ったメンバーの名前と職位を頭の中で確かく認にんする。

　一分の隙すきもなく純白のシェフコートを着こなした、美人スー・シェフの鮎川さん。

　ごつい身体からだと、今朝も厳しい顔の、同じくスー・シェフ郷田さん。

　いちおうきちんとシェフコートを着こなしているけれど、なんだかめちゃくちゃに眠ねむそうな顔をしてあくびばかりしてるのは、グラン・パティシエの一宮さん。

　そして昨日はいなかった、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけた二十代後半くらいのシェフが一人。

　そして厨房から店に続くスイングドアのところに姿勢よく立っているのは、タキシードに似た制服を着たメートル・ド・テルの尾形さん。

　その隣となりにいるのは、同じ制服を着た、今朝もやたら色男のチーフ・ソムリエ、相模原さん。

　そのほかに、蝶ちようネクタイと黒のジレを着た、三十代後半くらいのギャルソンが三人。

「面接にいなかったメンバーを紹介する。……入店二年目、ガルド・マンジェの前まえ田だ」

　茶色の髪かみと銀縁眼鏡の、ちょっとハンサムだけどかなり意地悪そうな顔をしたそのシェフが、オレを値ね踏ぶみするように見下ろしながらちょっとだけ頭を下げる。

「そしてギャルソンの日ひ野の、吉よし岡おか、塩しお瀬ぜ」

「よろしくお願いいたします」

　三人は丁てい寧ねいに言って、いかにも接客業のプロらしく完かん璧ぺきな角度で上品に礼をする。

「この店は少数精せい鋭えいを信条としている。そのためにアントルメティエはいない。使う素材によって、手分けして前菜を担当している」

　……噓うそ！　それならオレにもアントルメティエになれるチャンスがあるかも……？

　オレは、思わず期待に目を輝かがやかせてしまうけど……。

「前の店では、責任ある地位を任せられていたようだが……」

　小田桐が、無感情な声で言う。

「この店ではコミ・ド・キュイジニエからのやり直しだ。いいな？」

　コミ・ド・キュイジニエっていうのは下働きの新米シェフのことで、オレはその言葉にちょっとショックを受ける。

　……ここは我が慢まんだ……！

　オレは拳こぶしを握にぎりしめながら思う。

　……いつかは、オレの実力を認めさせてやる……！

　……そして『おまえは素す晴ばらしい才能がある』って小田桐に言わせてやるんだから！

「はい、よろしくお願いします」

　オレは言って、小田桐に向かって頭を下げてみせる。

　……今に見てろ、小田桐！　『この店のアントルメティエに相応ふさわしいのはおまえだけだ』って言葉を、あんたの口から言わせてやるからな……っ！



　　　　＊



『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』のランチタイムは十一時から始まる。

　大量の肉や野菜の仕込みを全員で終わらせ、さまざまな下ごしらえをしたら……もうあっという間にランチタイムだった。

　ディナーが何年も先まで予約がいっぱいなことで有名なこの店は、やっぱりランチもものすごく混んでいた。

　一いち見げんさんにもこの店の魅み力りよくを知って欲しいという小田桐の考えで、この店のランチの予約はテーブルの三分の二を埋うめるだけの人数しか受けない。だから全テーブルの三分の二は予約の客で埋まり、あとの三分の一が予約でない客ということになる。

　……とはいえ、席はもちろん満席、そしてウエイティングスペースにはぎっしりと順番待ちの列ができている。

「鷹野くん！　これとこれ、全速で洗っといてくれ！」

　オレが手を突っ込んでいる深いシンクの中に、肉の脂あぶらがたっぷりついた大きな天板が放り込まれる。

　振ふり返ると、そこにいたのはごつい身体の郷田さん。

　……ちょうど洗い終わったところだからいいんだけど……。

　オレは、その乱暴な仕草に閉口してしまいながら思う。

　……繊せん細さいなクリスタルガラスの深皿とか、高価なマイセンのお皿とかがシンクに入っていたら、どうするつもりなんだよっ！

　オレは郷田さんの後ろ姿をキッと睨んで……彼がふいに振り返ったことに驚おどろいてしまう。

「なんだその顔は？　何か言いたいことがあるのか？」

　押し出しのある彼に、そんなふうに言われると……。

「いいえ！　全速で洗います！」

　オレが叫ぶと、彼はオレを威い嚇かくするようにもう一睨みし、それからオレに背を向ける。

　……クソ、そんなごつい身体の上に、そんな怖こわい顔をするのは反則だぞ！

　オレは心の中で叫びながら、ベタベタの天板を力いっぱい擦こすり洗いする。

「鷹野くん！」

　後ろから呼ばれて、オレは慌あわてて振り返る。そこには銀縁眼鏡をかけたガルド・マンジェの前田さんが立っていて……。

「ディナーのためのタマネギの追加が届いた。これを全部みじん切りにしてくれってグランシェフが言ってたぞ？」

「はい、やりま……」

　オレは言いかけ、彼の足元の巨きよ大だいな籠かごに山盛りのタマネギが入っているのに気づく。

「それ、全部一人でみじん切りにするんですか？」

　オレの言葉に、前田さんは何も言わずに眉まゆをつり上げてみせる。

「何か不満でもあるのか？」

「いいえ、何も！」

「十五分で頼たのむ。もうすぐディナーの本格的な仕込みも始まるから」

　彼はあっさりと言って踵きびすを返す。

　……これを十五分？

　オレは呆ぼう然ぜんとし……やるしかない！　と思う。

　……だけど……。

　料理物のドラマとかだと、一番下っ端ぱのシェフは、厨ちゆう房ぼうの外の裏通りに出て泣きながら野菜の下ごしらえをしたりするんだろうけど……。

　……ここは高層ビルの上だから、一人になれるような贅ぜい沢たくな場所はないし！

　オレは戦場のように忙いそがしいランチタイムの厨房で、みんなに怒ど鳴なられ、邪じや魔まにされ……まな板を置く場所を探してぐるぐる移動しながら、なんとか大量のタマネギをすべてみじん切りにすることに成功した。

　手にはタマネギ臭くささが染しみついてくるし、涙なみだが出るし、もう最悪の作業だったけど……。

　……ふう、なんとかやりとげた！

　オレは達成感を覚えながら、ちょうど厨房に入ってきた小田桐に向かって言う。

「みじん切り、できました！」

「……ああ？」

　小田桐は不思議そうな顔でオレを見てから、調理台の上に並んだいくつものボウルに目を移す。そこには、オレが作り上げた大量のタマネギのみじん切りが山盛りになっていて……。

「なんなんだ、これは？」

　小田桐の声に、厨房にいるメンバーが驚いたようにいっせいに振り返る。

「あの、ここにあったタマネギを全部みじん切りにしろって……」

「全部？　届いた分のタマネギを、全部みじん切りにしてしまったのか？」

　小田桐の驚いた声に、オレはハッとする。

　……やれって言われて、夢中になってやってしまったけど……。

　オレは、山盛りの大量のみじん切りを見て呆然とする。

　……こんなにたくさんのみじん切りのタマネギばかりを、料理に使うわけがない。

　……っていうか、フォンを取るために使う丸ごとのままのタマネギとか、マリネに使う薄うす切ぎりのタマネギとかの分まで、オレがみじん切りにしてしまって……。

　……どうしよう……？

「ここはハンバーグ屋か？　そんなに大量のみじん切りのタマネギを、いったいどんな料理に使えと言うんだ？」

　小田桐のあきれた声に、オレの身体からだから血の気が引く。

　……どうしよう、オレ、とんでもないこと……。

「マヌケな新人をきっちり叱しかりたいところだが……今はそれどころではない」

　小田桐は言って、ガルド・マンジェの前田さんに向かって、

「タマネギの追加だ。いつもの青果店に電話を」

　オレにみじん切りをさせた張本人の前田さんは、オレをチラリと見てから、

「どのくらい追加しますか？　籠いっぱいに？」

　可笑おかしそうな声で言う。小田桐は無感情に、

「フォンとマリネの飾かざりにする分のタマネギだけでいい。五個だ」

「五個？　五個だけでいいんですか？」

　前田さんは驚いた声で言う。小田桐は、

「店は近いし、いちおうこの店は得意先だ。五個でもすぐに届けてくれるだろう」

「それはそうですが……解わかりました」

　前田さんはなんだか残念そうに言って、それから厨房の隅すみにある電話に向かう。小田桐は厨房にいるメンバーに向かって、

「今日のディナーコースのメニューを一部変へん更こうする」

　働いていたメンバーは手を止めて、こっちに注目している。

「まずはスープ。『ホタテ貝とトランペット茸きのこのポタージュ』と『牛肉のコンソメ　リストランテ・ラ・ベランダ風』のほかに、オニオングラタンスープを作れ。名前は『グランシェフ特製オニオングラタンスープ　グリュイエールチーズと自家製ライ麦パン、揚あげゴボウのクルトン添ぞえ』レシピは後で書いて渡わたす」

　電話を終えたガルド・マンジェの前田さんが、慌ててうなずいている。小田桐は、

「次に肉料理。『シャラン産鴨かものロースト　オレンジソース　トリュフ入りポレンタ添え』と『近江おうみ産牛フィレ肉のグリエ　紫し蘇そと醬しよう油ゆ風味のソース　蓮はすのフリット添え』のほかに『イベリコ豚ぶたとフォアグラのミートローフ　ソース・ボルドレーゼ　季節の温野菜添え』と『ヴェネツィアの伝統的なタマネギと仔こ牛うしレバーのソテー～フェガート・アッラ・ヴェネツィアーナ～』の二品を加える。レシピは後で書いて渡す」

　その言葉に、郷田さんが、はい、と答えている。小田桐は今度は鮎川さんに向かって、

「次に魚料理だ。『オマールのグリエ　アーティーチョークとフィノッキオの炭火ロースト添え』『スズキのロースト　ウニ入りクリームソース』『カラ付き牡蠣かきのグラタン　ズッキーニの花のフリット添え』のほかに『白身魚のマリネ　ピンクペッパーとタマネギのドレッシング』と『マグロのフィレのミラノ風カツレツ　三種の野菜ソース』を作れ。レシピは……」

「完かん璧ぺきに覚えていますのでレシピは結構。前に一度、教えていただいたことがありますので」

　鮎川さんが自信満々に言う。小田桐はうなずいて、

「よし。これでちょうどこのタマネギを使い切れるくらいだな」

　呆然と見守っていたオレは、鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

　……彼は、タマネギのみじん切りを無む駄だにしないように、速そつ攻こうでメニューを増やした……。

　……もしもこのタマネギが無駄になっていたら、きっとオレはめちゃくちゃ責任を感じただろうし、ほかのスタッフからものすごく怒おこられていただろうし……。

　そう思ったら、小田桐の彫ちよう刻こくみたいに端たん整せいで、無感情な横顔が、なんだかめちゃくちゃ恰かつ好こうよく見えてきてしまう。

　……やっぱり、小田桐宗一郎っていうのは、ただ者ではなくて……。　>>>♥

「さっさと準備にかかれ」

　小田桐の声に、シェフたちはてきぱきと仕事に入る。

「こら。ボーッとするな、コミ・ド・キュイジニエ」

　ふいに小田桐が振ふり返って言い、オレは思わず一人で赤くなってしまう。

　……なんでこんな男に見とれてるんだ、オレ？

　小田桐は手を上げ、通り過ぎざまに、オレの鼻先を指先でピンと軽くつつく。

「ディナーはランチ以上の戦場だ。覚かく悟ごしとけよ」

　まるで子供にするようなその仕草が、オレの神経を逆さか撫なでする。

　……バカにされた……っ！

　オレは、つつかれた鼻先を押さえて、小田桐の後ろ姿を睨にらみ付ける。

　……しかも……。

　オレは、どうしてタマネギのみじん切りをするハメになったのかを思い出す。

　……小田桐が、大量のみじん切りを作れなんて指示を出すわけがない。ってことは……？

　オレは、あの指示を出したガルド・マンジェの前田さんを振り返る。

「もしかして、わざとあんなことを言ったんですか？」

　前田さんは悪びれる様子もなく笑って、

「そんな不満そうな顔をするなよ」

　その顔に、オレは完全にキレてしまう。

「だって、あの指示はあなたが……っ！」

「俺が全部みじん切りにしろなんて言った証しよう拠こはどこにもない。それに、シェフ一年目じゃ、タマネギを切るくらいしかできることはないだろ？」

　そう言われて、不満が溜たまっていた反動で、オレはつい言ってしまう。

「オレ、『日本シェフ連盟コンテスト』で新人賞を獲ったんです！　それに、前にいたホテルじゃ、ガルド・マンジェとアントルメティエを兼けん任にんしてましたし！」

　オレの言葉に、彼はものすごく驚おどろいた顔をする。それを見て、オレは後こう悔かいする。

　……うう、こんな自じ慢まんするようなこと、言うんじゃなかった……。

「それなら、どんな前菜でも完璧にできるんだろうなあ？」

　イジワルな目と、バカにするような前田さんの声が、オレの神経を逆撫でする。

「もちろんです！　どんな前菜でも……！」

　オレは叫さけんでしまい……そして、彼が顔を引きつらせたのに気づいてそこでハッとする。

　……ああ、どうしてオレ、こう喧けん嘩かっ早いんだろう？

　……こんなふうに雰ふん囲い気きを悪くするつもりはなかったのに……！

「……厨ちゆう房ぼうで口喧嘩とは、いい度胸じゃないか」

　オレの後ろで、なんだかやけに楽しそうな声。

　向かい合っている前田さんがオレの肩かた越ごしに視線を動かし……そしてサッと青ざめる。

　……やばい、この声は……。

「それなら『リストランテ・ラ・ベランダ』の名物……そうだな、『フォアグラのスフレ　バルサミコ酢すとハチミツのソース　三種の木の実のクロッカン添え』くらい、簡単にできる？」

　振り向くと……そこにいたのはやっぱりあの美青年の鮎川さんだった。

「このメニューはぼくが担当してる。才能のある君になら完璧できるだろう？」

　鮎川さんの言葉に、前田さんはそのまま凍こおり付いている。

　……これってめちゃくちゃヤバイ状じよう況きようだよね。

　オレは鮎川さんの無感情な顔を見上げながら、青ざめる。

　……まるで、鮎川さんの技量なんかたいしたことないって言ってしまったみたいで……。

「ええと、オレ……」

「レシピは教えてあげるよ。それなら作れるだろう？」

　彼の言葉に、オレはドキリとする。

『フォアグラのスフレ　バルサミコ酢とハチミツのソース　三種の木の実のクロッカン添え』は『リストランテ・ラ・ベランダ』グループの店全体の名物になっている前菜。もちろん普ふ段だんから店で出されているものだから極ごく秘ひレシピってわけじゃないし、味覚の鋭するどいベテランならだいたいの調合とか作り方は解るんだけど……だけど新人のオレには謎なぞの部分が多くて……。

　だから、そのレシピは……オレにはめちゃくちゃに魅み力りよく的なもので……。

「もちろん、作れると思います」

　思わず言ってしまったオレの言葉に、前田さんが驚いたように息を呑のむ。

「もちろん、ね……」

　鮎川さんがちょっと苦しげに眉まゆを顰ひそめながら言い、オレはまた失礼なことを言ってしまったことに気づく。

　……ああ、オレってば、どうしてこう……。

「どうしてこんなことを言い出したのか、説明してもいいかな？」

　鮎川さんが、オレを真まっ直すぐに見つめて言う。

「いきなりこんなことを言うのは可哀かわい相そうかもしれないけれど……君が来たことで厨房の空気が乱れていることは確かだ。士気は下がり、効率は落ち、なにより神聖な厨房でギャアギャア喧嘩をされるのには我が慢まんができない」

　彼の綺き麗れいな顔には、プロフェッショナルらしい厳しい表情が浮うかんでいる。

「ここにいるメンバーは全員が、グランシェフの小田桐さんに心しん酔すいし、彼の厨房で働きながら彼の技術を少しでも多く学ぼうとしている」

　その言葉に、オレの心がズキリと痛む。

　……それはよく解わかる。だって、もちろん、オレも同じ気持ちで……。

「いつかは立派なシェフになって『ラ・ベランダ』の支店を一つ任せられたい、でなければ自分の店を持ちたい……その夢に向かって、全員が全力で頑がん張ばっている。この厨房はそういう場所だ。だから……」

　鮎川さんはオレの目を真っ直ぐに見つめる。

「こういうくだらないことで、貴重な時間を一秒でも無駄にしたくない」

　……あ……。

　オレの心臓が、壊こわれてしまいそうに痛んだ。

　……たしかに、そうかもしれない……。

「だから……」

　鮎川さんはオレの顔を真っ直ぐに見つめて言う。

「もしも前菜を作ることができなかったら、自分の実力を認めて、この店への入店をあきらめてくれるね？」

　……えっ？

　……できなかったら、この店を辞やめる……？

　……小田桐の味を学ぶことのできる唯ゆい一いつの場所である、この店を……？

　オレは、思わず視線を落とす。

　……ここの人たちは、ちょっと意地が悪く思えるけれど……悪い人たちでは決してないんだろう。きっと人一倍、真面まじ目めで、料理を愛していて……。

　……オレが来てから、この厨房は……。

　オレはゆっくりと顔を上げ、先せん輩ぱいたちの顔を見る。

　前田さんがオレを睨んでいることに気づき、オレはさらに青ざめる。

　……やっぱりオレは彼らの邪じや魔まをしてるってことだよね……？

「解りました」

　オレは不思議なほど消しよう沈ちんしてしまいながら言う。

「もしもできなかったら、オレ、この店を辞めます……」

「おいおい、さっきから聞いてりゃ……ちょっと待てよ！」

　厨房の向こう側で明日のデザートの仕込みをしていたグラン・パティシエの一宮さんが、あきれたような声で怒ど鳴なる。

「この厨房で一番偉えらいのはグランシェフだ。彼のいない間にそんなことを決めるのはまずいんじゃないか？」

「私もそう思うな」

　黙だまってワイングラスを磨みがいていたソムリエの相模原さんが、ため息混じりの声で言う。

「若いシェフたちの小こ競ぜり合いは、どのレストランでもあることだから黙っていたが……店を辞める辞めないの話になるのなら、黙ってはいられない」

　彼はグラスとナプキンを調理台の上に置いて、オレの方に歩いてくる。

「彼だって、一生懸けん命めい仕事をしているじゃないか。たしかに、ちょっと若くて喧嘩っ早いところはありそうだが……」

　相模原さんはオレのすぐそばにきて、オレの顔を覗のぞき込んでくる。

「……ほら、君もそんな泣きそうな顔をしない。綺麗な顔が台無しだよ？」

　そして手を伸のばし、オレの頰ほおを指先で撫でてくる。

「辞めたくないんだろう？　それならきちんと辞めたくないと言いなさい。……んん？」

「何をしている？」

　後ろから聞こえた声に、相模原さんは目を見開き、それから苦く笑しようしてオレから手を離はなす。

　そこには、氷とオマール海老えびが詰つまった木箱を抱かかえた小田桐が立っていた。

　彼の姿を見たオレの心臓が、ズキリと痛む。

　……もしもこの店を辞めることになったら、この男とももう二度と会えなくて……？

　……そして彼に自分の実力を認めさせる、っていうオレの夢も二度と叶かなわなくなって……？

「あ、すみません、小田桐さん！」

　前田さんが慌あわてて駆かけ寄り、彼の手から木箱を受け取っている。

　気の利きかないやつ、って顔でチラリと睨にらまれて、本当は一番下っ端ぱのオレがやるべき仕事なんだろうな、とやっと気づく。

　一番の成績で地元の料理学校を出て、すぐにホテルに就職して、賞を獲とった。田舎のホテルで人材が少なかったことと、高こう齢れいのグランシェフやほかのメンバーたちが優やさしかったのをいいことに……オレは普ふ通つうの新米シェフが経験するべき下積みってものを経験してこなかった。

　……賞を獲ったことで思い上がっていたけど……オレってもしかして、新米シェフとしては気が利かなくて、めちゃくちゃ使えないのかも……？

「ええと。業者さんから、鮮せん魚ぎよ類が届いているんですよね？」

　オレは、思い切って小田桐に言ってみる。

「一番新米のオレが運んできたほうがいい……ですよね？」

「まあな」

　小田桐はうなずき、だけど、出て行こうとしたオレの腕うでをしっかりと握にぎって止める。

「後でいい。話の途と中ちゆうだろう？」

　オレの腕を握ったまま、相模原さんの顔を見る。

「何の話だったのか、聞いていいか？」

　相模原さんは肩かたをすくめて、

「若いシェフ同士、小競り合いの末に、辞める、辞めないの話になっていてね」

「……ああ？」

　小田桐さんは、鮎川さんに視線を移す。それから厳しい声で言う。

「どういうことだ、鮎川？」

　鮎川さんは苦しげに眉を寄せてから、

「勝手にすみません。でも……」

　小田桐の顔を真っ直ぐに見つめて言う。

「彼が来てから、厨ちゆう房ぼうの雰ふん囲い気きが荒あれています。これでは料理だけに集中できない。こんなことで貴重な時間を無む駄だにしたくありません」

　木箱を抱えた前田さんが、怒おこった顔で一歩踏ふみ出して、

「こいつは、作り方さえ教えてもらえば『フォアグラのスフレ　バルサミコ酢すとハチミツのソース　三種の木の実のクロッカン添ぞえ』が自分にも作れると言いました。いくら賞を獲ったことがあるからって……しかも本当に実力があるかも解らないし……」

「だから」

　鮎川さんが一歩踏み出して言う。

「『もちろん作れる』と言った言葉どおりに『フォアグラのスフレ　バルサミコ酢とハチミツのソース　三種の木の実のクロッカン添え』を完かん璧ぺきに再現できなければ……彼には、この店を辞やめてもらいたいんです」

　改めて言われたその言葉に、オレは血の気が引いていくのを感じていた。

　……教えてもらえれば、それはもちろん、作れるのは作れるだろう。

　……だけど、あの恐おそろしいほどの美味を、完璧に再現するのは……。

「おまえもそれを認めたのか？」

　小田桐が言って、オレを真っ直ぐに見下ろしてくる。

「……あ……」

　オレは『完璧に再現できるという意味で言ったんじゃない』と言いたかったけど……そんな言葉を今、口にするのは、あまりにも言い訳めいていて。まるで逃にげるみたいで。

「おまえはそれだけで逃げてしまうのか？」

　オレは、無表情に見える小田桐の顔を見上げながら思う。

　……この男に、だらしないヤツだと思われたくない……！

「いいえ！」

　オレの口から、勝手に言葉が漏もれた。

「オレ、逃げたくはありません！」

「じゃあ、前菜が完璧にできなければ、この店を辞めてもいいと？」

　小田桐の言葉に、オレは言葉に詰まる。

　……本当は辞めたくなんかない。だけど……。

　オレは、小田桐の無感情な顔を見上げながら思う。

　……もしも小田桐を含ふくめた全員に厭いとわれているのだとしたら、どんなにここにいたくても、オレにはここにいる権利はなくて……。

「もしもできなかったら……オレ、この店を辞めます。でも……」

　オレは、前田さんをはじめとする厨房のスタッフを見み渡わたしながら言う。

「……もしも完璧にできたとしたら、オレのやる気をちゃんと認めて欲しいんです。オレ、口が悪くて手が早くて生意気だけど……料理を愛していることにだけは、自信あるから」

　オレの言葉に、彼らは少し驚おどろいた顔をする。

「……なるほどね」

　小田桐は少し考えてから言い、それから、

「それなら期間は二週間だ。それまでに『フォアグラのスフレ　バルサミコ酢とハチミツのソース　三種の木の実のクロッカン添え』が完璧に作れるようになれ」

　彼は、厨房を見渡して言う。

「もし彼が二週間で前菜を作れるようになったら、彼をこの店のスタッフの一員として認めて欲しい。……いいな？」

　彼の言葉に、スタッフたちはうなずくけど……。

　鮎川さんは、なんだかすごく複雑な顔で呟つぶやく。

「このぼくでもマスターするのに半年かかったものを……たった二週間でできるわけがない」

　彼は目を上げてオレを真まっ直すぐに見つめてくる。

「もしもできたら、ぼくは君を本物の天才だと認めてあげるよ」

　彼の厳しい言葉が、オレの心にやる気を湧わき上がらせる。

　……天才とか、才能とか、そんなものが自分にないことは、この店でちょっと働いただけでだんだん解わかってきたんだけど……。

　オレは鮎川さんの厳しい顔を見つめ返しながら思う。

　……でも、小田桐と、それだけじゃなく、彼の雇やとったスタッフたちにも、ちゃんとオレのやる気を認めてもらいたいんだ！







小田桐宗一郎







「和哉くん。そんなに気にすることはないよ」

　厨房に入ろうとすると、ちょうどソムリエの相模原が和哉に話しかけているところだった。

　……相模原はさっき更こう衣い室で着き替がえていたはずだが……まだいたのか？

　俺は、厨房に入らずに思わずその場に立ち止まってしまう。

　もちろん盗ぬすみ聞きをしたいわけではなかったが……相模原が和哉をどう思っているのかが知りたかった。

「この店には自分の敵ばかりだ、という気がしているかもしれないけれど……少なくとも私は君の味方だからね」

　その言葉に、俺は少しホッとする。

　和哉はとても感動したような声で、

「ありがとうございます。そう言っていただけると、オレ……」

「そんな可愛かわいい顔をされると、誘ゆう惑わくされているのかと思ってしまうよ」

　相模原がクスリと笑って、やけにセクシーな声を出す。

　思わずスイングドアの丸窓から中を見てしまうと、相模原が手を伸のばして和哉の髪かみを撫なでてやったところだった。

　和哉が彼の手に抵てい抗こうせず、くすぐったそうな顔をして笑ったのを見て、俺の心が、チリ、と熱く疼うずいた。

　……俺のすることにはいちいち抵抗するくせに……。

　俺の心の中に、激しい嫉しつ妬とに似た感情が湧き上がる。

　……相模原には抵抗しないのか？

　相模原は、カミングアウト済みの生きつ粋すいのゲイだ。その紳しん士し的な態度とハンサムな顔で、同じ嗜し好こうの青年たちにとてもモテるらしい。

　そして、運命の恋こい人びとを探す、という名目で、たくさんの美青年と夜をともにしているはず。

　……おまえも、相模原の誘惑に負けてしまうのか？

　俺が思わず厨房に入ろうとした時、笑っていた和哉が、

「あれ？」

　とても驚いたような声を上げて、相模原のことを見上げた。

「へえ、こんな真冬にも蚊かがいるんですねえ。都会は暖だん房ぼうが効いているからかな？」

　あまりにも意外な言葉に、聞いていた俺も、そして言われた相模原も動きを止める。

　……なんのことだ？

「ここ、蚊に刺さされてますよ？」

　和哉が言って、相模原の首筋のあたりを指差す。

　相模原はＶネックのセーターの上にコートを羽織っていたが……その首筋には……。

「蚊？」

　相模原は自分の首筋を押さえて少し考え、それからふいに可笑おかしそうに笑う。

「蚊に刺されたわけじゃないよ。これがなんだかわからないの？」

「……え？　蚊に刺された痕あとじゃないんですか？」

　和哉は答え……そしていきなりカアッと頰ほおを染める。

「……あ、もしかしてそれって……キスマーク……？」

　その初うい々ういしい反応に、相模原がとても嬉うれしそうに笑う。

「そうだよ、ちなみに……」

　そして和哉の両肩かたに手を置き、身を屈かがめて……。

「……え？」

　呆ぼう然ぜんとする和哉のシェフコートのボウタイを、相模原の指が少し引き下ろす。

　そしてそこに唇くちびるを当てて……。

「何……あっ！」

　チュッと音を立てて肌はだを吸い上げ、そして相模原がゆっくりと身を起こす。

「……キスマークは、こうやってつけるんだよ？」

「……あ……」

　和哉は何が起きたのか理解できていないようで、そのままの姿勢で呆然としている。

　象ぞう牙げ色の美しい首筋には……紅い花びらを散らしたような、相模原のキスマークが……。

　俺の心の中に、いきなり青白い炎ほのおが燃え上がったような気がした。

　もう我が慢まんできずにスイングドアを押し開け、厨ちゆう房ぼうに踏ふみ込む。

「……あ……」

　呆然と立った和哉、そして彼の両肩に手をおいたままの相模原。

　至近距きよ離りで向かい合っていた二人は、俺の方を一いつ斉せいに振ふり向いた。

　相模原の顔には、しまった、という表情。

　そして和哉は、まだ複雑な顔をしたまま、カアッと赤くなる。

「……何をしている？」　>>>♥

　思わず、和哉の両肩に置かれた相模原の手を睨にらみつけてしまうと、相模原は、見られたかな？　という顔で苦く笑しようして、

「彼が落ち込んでいたようなので、慰なぐさめていました」

　言って、両手をパッと上げて見せる。

　和哉は、引き下ろされていたボウタイを慌あわてて直しながら、

「あ、すみません！　まだ洗い物が終わってなかった！」

　言って、シンクの方に逃にげていく。相模原はその後ろ姿を笑いながら見送って、

「……初々しくて本当に可愛いな」

　小さな声で呟いてから、俺の方に向き直る。

「それでは、私はお先に失礼します」

　礼れい儀ぎ正しく言ってから、俺の脇わきを通り過ぎざまに囁ささやいてくる。

「……きちんと捕つかまえておかないと、お先にいただいてしまいますよ？」

　彼がスイングドアを開けて、厨房を出ていく。

　彼の言葉に、俺の心の中の炎がまた勢いを増した気がした。

　照れ隠かくしのように勢いよく鍋なべを洗っている和哉を、俺は思わず振り返る。

　仕事中のようにきちんと結べばいいのだろうが……和哉のボウタイはさっき引き下ろされたために結び目が緩ゆるんでいる。

　そのせいで、彼が勢いよく手を動かすたび、彼の首筋につけられたキスマークが微かすかに見え隠れしている。

　滑なめらかな象牙色の肌、そこに鮮あざやかにつけられたキスマーク。

　それは不思議なほど淫いん靡びに見え……俺の心を激しく痛ませる。

　……彼の首筋に、他人のキスマークがついていることが……。

　俺は、予想もしていなかった自分の意外な反応に、呆然としてしまいながら思う。

　……どうしてこんなにショックなのだろう……？

　……どうしたというんだ、俺は？

　……俺は彼の才能に惚ほれ込んで、この店にスカウトしただけのはずで……。

　……だが……。

　俺の心の中には、まるで恋人が他人にキスをされてしまったかのような……激しい嫉妬に似た感情が渦うず巻まいている。

　……ああ、どうしてこんな気持ちになるのだろう……？



　　　　＊



「うう～ん。しつこいなあ～」

　和哉は呟つぶやきながら、脂あぶらのこびりついた寸ずん胴どう鍋を力いっぱいタワシで擦こすっている。

　厨房には全自動のグラス洗せん浄じよう機と食器洗浄機があるが……割れやすい繊せん細さいなものと、そして脂汚れのひどい天板や寸胴鍋は、手で洗わなくてはならない。

　そして、それだけでも大変な量になり……。

　今までこの作業は前田がやっていた。そして厨房のスタッフたちもさりげなくそれを手伝っていた。しかし、気の強い和哉はそれだけで反感を買ったらしい。和哉にちょっかいを出そうと狙ねらっていたらしい相模原以外のスタッフたちは、自分の担当の片づけを終えるとそそくさと帰ってしまっている。

　……入店早々、厨房にありがちな典型的な苛いじめの洗礼を受けている。

　籠かごいっぱいのタマネギをすべてみじん切りにしろ、などと指示を出したのは、どう考えても前田だろう。

　大損害を出すような食材を選ばず、すぐに追加注文できるタマネギを選んだところが、前田が本気で和哉を苛める気ではなく、その反応を試ためそうとしていたことを表している。

　……あんなことで、誰だれかに責任を問うつもりはない。

　……だが、なんとか仲良くなってもらわないと、厨房の雰ふん囲い気きが荒あれて困るな。

　新しいレシピを書き留めるふりをして厨房に残っていた俺は、和哉の真しん剣けんな横顔を盗ぬすみ見ながら思う。

　……しかも、気の強い和哉は、前田の挑ちよう発はつに見事に乗ってしまっている。

「……ふう」

　鍋を洗い終えた和哉が、ホッとしたようにため息をつく。

「……よし、綺き麗れいになった！」

　満足げに呟いて、ゆすいだ寸胴鍋を、布ふ巾きんで磨みがき上げ始める。

「……ちゃんと磨いてやるから、明日もいいスープを作れよ！」

　まるでペットにでも話しかけるようにして、呟いている。

　注意して見ていると、和哉の仕事はとても丁てい寧ねいでその仕上がりはなんにおいても完かん璧ぺきだ。

　あの『ホテル駿河』で責任のある仕事を二つも任されていた理由が、彼の動きを見ているとだんだんに理解できてくる。

「『ホテル駿河』のグランシェフは、なんと言っていた？」

　話しかけると、夢中で鍋を磨いていた彼は、驚おどろいたように振り返る。

「……はい？」

「ちゃんと報告をしたんだろう？　おまえがホテルを辞め、この店で働き始めることを、彼はなんと言っていた？」

「ああ……」

　和哉は、まるで故郷の親でも思い出しているかのような、懐なつかしげな顔をする。

「……昨夜、厨房スタッフのみんなに電話をした。みんな、オレが『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』みたいな世界的に有名な店で働けるようになったことをすごく喜んでくれた。『おまえならやると思ってた』って」

　和哉は言い、それからふいに妙みように寂さびしげな顔になる。

「グランシェフは、いつもオレに『おまえはこの小さなホテルに留とどまるような器うつわじゃない。いつか旅立つ日がくるんだろうな』って言ってくれてた。だからオレがこの店の試験に受かったことを言ったら、我がことのように喜んでくれた。オレが抜ぬけた後の穴はなんとか埋うめるから心配しなくていい、心おきなくそっちの店で働きなさいって言ってくれたんだ」

　和哉は、ふいに深いため息をつく。

「もしもここを追い出されたら、あんなに応おう援えんして、喜んでくれた彼らに顔向けできない。もう、行くところがない」

　呟かれた言葉は、切実な感情を含ふくんでいて……俺の胸を締しめつけた。

　……ああ、彼をこの店から追い出すわけにはいかない。

「それなら、追い出されないようにしなければな」

　俺の言葉に、和哉は驚いたように顔を上げる。

「最初は『三種の木の実のクロッカン』だ。俺がレシピを教えてやる」

「本当に？」

　グランシェフ手ずから教えてもらえるのならきっと簡単にできるだろう、とでも思ったのか、和哉の顔に安心したような笑えみが浮うかぶ。

　……そう簡単に考えてもらっては困るな。

　俺は、内心ため息をつく。

　……これは世界に名だたる一流レストラン『リストランテ・ラ・ベランダ』の定番料理だ。そうそう簡単にマスターできるようなものではない。

　……『ホテル駿河』でシェフたちに大切にされてきたのであろう和哉は、シェフとしてはまだまだ苦労も経験も足りない。世間知らずのオコサマだ。

　……それに……。

　脳のう裏りに、さっき見たばかりの光景がよぎる。

　……世間知らずのオコサマなだけでなく、男に対して、あんなに無防備だ……。

　心の中に、怒いかりに似た感情が、再び渦巻く。

　……いったいなんなんだ、これは……？

　……まるで、嫉しつ妬とでもしているかのようじゃないか。

　俺は思い……瞳ひとみをキラキラと煌きらめかせながら見上げてくる和哉が、急に憎にくらしくなる。

　……どんな男に対しても、そんな顔をしてしまうのか？

　……無防備にもほどがある……！

「一日の作業を終えた後に残業して指導するのか。さすがの俺にも重労働だな」

　俺の唇くちびるから、意地の悪い言葉が漏もれてしまう。

「そんなこと言わずに、お願いします！」

　今度は困ったように瞳が潤うるみ……その顔は不思議と色っぽく見えて……。

　……くそ、なんて子なんだ……！

　俺の中に、彼をもっと苛めてしまいたいという凶きよう暴ぼうな感情が湧わき上がってくる。

「それなら条件がある」

　言うと、彼は身を乗り出して叫さけぶ。

「オッケーだよ！　どんなことでもやるから！」

　彼の言葉がまた俺の神経を逆さか撫なでする。

　……どんなことでも……？

　脳裏を、相模原にキスマークをつけられている和哉の姿がまたよぎる。

　……そんなことを相模原のような百戦錬れん磨まの男に言ってしまったとしたら、その後どんなことをされてしまうか、解らないというのに……！

　相模原の言った「きちんと捕つかまえておかないと、お先にいただいてしまいますよ？」という言葉が耳に蘇よみがえる。

　ソムリエとしての相模原は超ちよう一流だ。この店で一いつ緒しよに仕事をするに値あたいする男だと思う。

　それに、いくらグランシェフとはいえ、スタッフのプライベートにまで口を出す権利はないだろう。

　……だが。

　俺の心が、燃え上がりそうに熱く痛んだ。

　……和哉をあの男に渡わたすことは、どうしてもできない。

　俺は、複雑な気分で思う。

　……いや、あの男以外の、誰にも……。

「どんなことでも？　そうだな……」

　俺は、見上げてくる和哉を見つめて言う。

「もしも失敗したら、そのたびにキスマークを一つつける。どうだ？」

　自分の口から漏れた言葉に、俺自身、驚いてしまう。

　……ああ、俺はどうしてこんなことを……？

　和哉もその言葉にとても驚いたようで、目を見開いて叫ぶ。

「ええっ？　なんだよそれっ？」

　和哉は手を上げ、思わず、という仕草で首筋を手のひらで押さえる。

　彼の手の下には、相模原のつけたキスマークが……。

　俺の心がチクリとまた痛んだ。

　和哉は、さっきのシーンを見られていたのか？　といぶかるような顔で俺を見上げ、そして微かすかに頰ほおを赤くして言う。

「ええと……見えるところにそんなモノをつけられたら、ほかのメンバーに『新人のくせにカノジョとエッチしまくり？』とか誤解をされそうで……っ！」

「誤解？　ということは……恋こい人びとはいないんだな？」

　その言葉に思わず反応し、つい聞いてしまう。

　俺の言葉に、和哉は慌あわてたように何度もうなずく。

「いない！　料理に夢中でそんなもの作ってる余よ裕ゆうなかったし！　ハンパなガキに見えるかもしれないけど、いちおうその料理に関しては真面まじ目めなんだぜ、オレ？」

　……そうか……。

　俺はなぜか、不思議なほど安あん堵どしている自分に気づく。

　……彼に恋人がいないと解わかって、どうしてこんなにホッとしているんだ、俺は？

　……だが……。

　頰を赤く染め、瞳を煌めかせる美しい和哉を見下ろしながら思う。

　……こんなに色っぽければ、ほんの少し目を離はなしたスキに、きっと……。

「解った。見えなければいいんだな？　それならシェフコートを着た時に隠かくれている部分にする。……いいな？」

　俺の言葉に、和哉はとても困ったような顔をする。それから、渋しぶ々しぶという顔で言う。

「べ、別にいいけど……」

　……相模原にはおとなしくキスマークをつけさせたくせに、俺にはそんな顔をするのか？

　俺の中に、また怒りに似た不思議な感情が燃え上がった。







鷹野和哉







「それなら、追い出されないようにしなければな」

　落ち込みそうになったオレに、小田桐が言う。

「最初は『三種の木の実のクロッカン』だ。俺がレシピを教えてやる」

「本当に？」

　グランシェフ自ら教えてもらえるのならきっと楽勝だ、と思って喜んだオレに彼は言う。

「一日の作業を終えた後に残業して指導するのか。さすがの俺にも重労働だな」

「そんなこと言わずに、お願いします！」

　必死で頼たのむオレに、彼は言う。

「それなら条件がある」

「オッケーだよ！　どんなことでもやるから！」

「どんなことでも？　そうだな……」

　彼は少し考えてから、キラリと目を光らせて言う。

「もしも失敗したら、そのたびにキスマークを一つつける。どうだ？」

　そのあまりにも意外な言葉に、オレは驚おどろいてしまう。

「ええっ？　なんだよそれっ？」

　オレは、思わず首筋を手のひらで押さえる。

　そのボウタイの下には、相模原さんのつけたキスマークが……。

　……もしかしてさっきのことを見られてたの？　それともただの偶ぐう然ぜん？

「ええと……見えるところにそんなモノをつけられたら、ほかのメンバーに『新人のくせにカノジョとエッチしまくり？』とか誤解をされそうで……っ！」

「誤解？　ということは……恋人はいないんだな？」

　その言葉に、オレは慌ててコクコクとうなずく。

「いない！　料理に夢中でそんなもの作ってる余裕なかったし！　ハンパなガキに見えるかもしれないけど、いちおうその料理に関しては真面目なんだぜ、オレ？」

　小田桐は何かを考えるようにしばらく黙だまり、それからふいに笑えみを浮うかべる。

「解った。見えなければいいんだな？　それならシェフコートを着た時に隠れている部分にする。……いいな？」

「……ええと……」

　オレは、相模原さんにキスマークをつけられた時のことを思い出す。

　……ちょっとびっくりはしたけど、男にキスマークをつけられても、別にドキドキも何もしなかったし。

　……これって最近流行している罰ばつゲームとか……？

「べ、別にいいけど……」

　オレは承しよう諾だくしてしまってから、シェフコートに隠れてる部分ってどこだろう？　と思う。

　オレが貸たい与よされた新米シェフ用のシェフコートは、上着は白のダブルボタンで膝ひざ上うえまでの長なが袖そで、首には赤のボウタイ。そして下は白のシェフスラックス。

　……ってことは、顔と首以外のほとんどの部分は隠れていると言える……けど……。

　……まあ、男の彼が男のオレの身体からだにキスなんかしたいわけがない。きっと手首あたりにお遊びでつけようとしてるんだろう。それとも……？

　……もしかして、オレが気を遣つかわないようにとこんな妙みような条件を出してくれたんだろうか？

　思ってから、オレはその考えを打ち消す。

　……いや、この嫌いや味みな男が、そんなに親切なわけはない。きっとこれも、嫌いやがらせの一つに違ちがいない。

　……要するに、一度でうまく作ればいいんだろ？

　オレの中に、闘とう志しが湧わいてくる。

　……クソ！　完かん璧ぺきに作って、この男に「君の才能は素す晴ばらしい」と言わせてやる！







小田桐宗一郎







「グラニュー糖百グラム、ハチミツ八十グラム、炒いって砕くだいたブラジルナッツとアーモンド、ヘーゼルナッツのノワゼットをおのおの百グラムずつ」

　俺が言う材料の分量を、和哉はこのうえなく真面目な顔をしてメモをしている。

「そして、薄はく力りき粉こ百二十五グラム、卵白百二十五グラム。……材料は以上」

　俺が言うと、彼は驚いた顔をしてメモ帳から顔を上げる。

「噓うそ。これだけ？」

「何か不満か？」

　俺が言うと、彼は呆ぼう然ぜんとした顔でメモを見下ろして、

「クロッカンなら、オレも前にいたホテルで作ってた。ハチミツとナッツが入ってるところがちょっと違うけど……あとは基本とほとんど変わらないじゃないか」

「別に難しいことをする必要もない。あとは技術だろう。……いいから材料を量れ」

　俺が言うと、彼はメモを置いて手を洗う。

　それから、とても丁てい寧ねいに材料を計測し始める。

　普ふ段だんはやんちゃで荒あらっぽく見える彼だが、その手つきは慎しん重ちようで、計測は完璧で正確だった。

「……で？　次はどうやるの？　基本と同じ？」

「口で言っても解らないだろう？　隣となりで見本を作るので、そのまま真似まねをして覚えろ」

　俺は言い、秤はかりを引き寄せて自分の分のクロッカンの材料を量る。

「隣で、作ってくれる……？」

　和哉が驚いた声で言う。そしてどこか後ろめたそうになって、

「そんなに親切に教えてもらっちゃって……反則にならないかな？」

「自信満々だな。今夜で、クロッカンは完璧にできると？」

　俺が言うと、彼はカアッと赤くなって、

「いや、別に……そういうわけじゃないけど？」

　言うが、その動どう揺ようが図星を指されたことを示している。

「ガスの高速オーブンを二つ、あたためておけ。設定温度は二〇〇度」

「了りよう解かい」

　彼は素す早ばやくオーブンに駆かけ寄り、扉とびらを開けて天板を取り出す。それからやけに嬉うれしそうな顔でオーブンに火を入れる。

「なんかオーブンとか触さわるの久々って感じ。このままじゃ、覚えたこと全部忘れそうで……」

　少し頰ほおを膨ふくらませながら言い、それから慌あわてて言葉を切る。

　俺は、彼が頰を赤くするのを見て、笑いをこらえるのに必死だ。

　彼の様子を見ていると、自分の『リストランテ・ラ・ベランダ・ミラノ』での修業時代を思い出してしまう。

　……あの頃ころの俺も、自分は天才と思い込み、グランシェフに立てついたものだ。

　……まあ、俺の師し匠しようはとても厳しかったから、そうそう甘えは許されなかったのだが。

「クロッカンの生き地じを混ぜるぞ。最初にグラニュー糖とハチミツと卵白をボウルに入れ、木ベらでそれを混ぜる。最初に砂糖を入れることで、歯は触ざわりがサクッと軽くなる」

　俺が材料をボウルに入れると、和哉はこのうえなく慎重な手つきで真似をし、木ベラでそれを混ぜていく。

「次に、ブラジルナッツ、アーモンド、へーゼルナッツのノワゼットを混ぜる。絶対に力を入れるな。優やさしくさっくりと」

「了解」

　和哉はうなずき、なんとなく懐なつかしそうな顔になって、

「スー・シェフのオジサンがよく言ってた。『女の子に触ふれるように優しくな』って」

「女の子に優しく触れたことがあるのか？」

　俺が思わず言ってしまうと、和哉はカアッと頰を赤くして、

「だから！　カノジョはいなかったって言ってるだろ？　単なるたとえ！　それに……」

　和哉は木ベラで材料を混ぜながら、恥はずかしそうに言う。

「……オレ、女の子とかに興味ないし……」

　その言葉が、俺の理性をふわりと霞かすませる。

　……なんて無防備な子なんだ。

　……無意識に男を挑ちよう発はつするようなことを言い、さらにこんなに色っぽい顔をしてしまう。

　俺は心の中でため息をつく。

　さっき、和哉が相模原にキスマークをつけられているところを見た俺は、いきなり理性が飛びそうになった。

　……和哉は、無意識に男を誘ゆう惑わくするフェロモンでも出しているのだろうか？

　……その証しよう拠こに、無感情のはずの俺の心が、彼のそばにいる時だけこんなに揺ゆれる。

　料理をする和哉のその手つきはとても正確で素早く、そしてある種の優ゆう雅がさがあった。それは、彼がプロとしてきちんと仕事をしてきたことを示している。

「その間に、クロッカンの生地を天板に並べていく。まずオーブンペーパーを敷しき、その上にバターを薄うすく塗ぬっていく」

「オッケー」

　彼は二枚の天板にオーブンペーパーを敷き、そこにバターを薄く塗っていく。

「クロッカン一つ分は、この小さじに一杯ぱい分と覚えろ。それを十センチ程度に薄く延ばす」

　俺は生地をスプーンに取り、慣れた作業でクロッカンの生地を天板いっぱいに並べていく。

　それをスプーンの背でごく薄く延ばし、歯ごたえと舌した触ざわりがちょうどいい厚さに調整する。

「うわ、ナッツがたくさん入ってるせいか、思ったよりずっと扱あつかいづらいよ。あっちの店じゃ、絞しぼり袋ぶくろを使ってたし」

　和哉は、慣れないスプーンでの作業に手間取っている。

「うわあ、くっついてくるし！」

「さっさとしないと溶とけてくるぞ」

　言いながらオーブンの温度をチェックし、二〇〇度に上がっていることを確かく認にんする。

　俺は自分のクロッカン生地が並んだ天板を持ち上げ、それをオーブンの中に入れる。

「最初の五分は二〇〇度、その後は色を見ながら一二〇度で十五分だ」

「了解」

　和哉は言いながらも、もたもたと生地を延ばしている。

　そして俺の物よりもかなり厚めの生地を並べ終わり、慌ててそれをオーブンに入れる。

「ちゃんと焼けますように！」

　祈いのるように言って、オーブンの扉を閉める。

　……あの生地のぶ厚さと、手て際ぎわの悪さでは……あまりいいクロッカンは焼けないだろうな。

　俺は少し可哀かわい相そうになりながら、その懸けん命めいな後ろ姿を見つめた。



　　　　＊



「そろそろいいんじゃないか？　オーブンを開けてみろ」

「あ、うん」

　彼は緊きん張ちようした顔で椅い子すから立ち上がり、厨ちゆう房ぼうを横切ってオーブンの前に立つ。

　深呼吸を一つして、思い切ったようにオーブンの扉を開く。

　クロッカンを作っている間、彼の表情には、絶対に一度で完かん璧ぺきに仕上げてやる、という気負いがずっと表れていた。

　そして、その手つきには俺に実力を認めさせたい、という焦あせりがあった。

　……まだまだ若いな。

　……そんなに心を乱していて、完璧な料理ができるわけがない。

　俺は思わず微ほほ笑えんでしまいながら思う。

　……まあ、俺も新人の頃は、そんなふうに思いつめ、思い上がったものだが。

　彼は布ナプキンを手に取り、それで天板を摑つかんで引き出し……。

「……う……っ」

　焼きあがったクロッカンを見て、とてもショックを受けたように息を呑のんでいる。

　一足先に焼き上がった俺のクロッカンは、美しいきつね色をしている。

「仕上がりはどうだ？」

　俺が椅子から立ち上がらないままに言うと、彼は一いつ瞬しゆん黙だまり……それから、とても苦しげな声で言う。

「全然……違ちがうよ……」

　彼は天板を作業台の上に置き、クロッカンを見下ろしてため息をつく。

「どう違うか言ってみろ。おまえのクロッカンの方が素す晴ばらしい出来なら、おまえの勝ちだ」

　俺が言うと、彼は顔を上げて、キッと俺を睨にらんでくる。

「……オレの反応を見て、もう解わかってるくせに。イジワル野や郎ろう……！」

「見た目がいまひとつだったとしても……」

　俺は言いながら、立ち上がる。

「もしかしたら、おまえのクロッカンの方がずっと美味かもしれないぞ？」

「……う……」

　彼は、苦しげに眉まゆを顰ひそめる。そんなわけがない、と解っているのだろう。

「ともかく……」

　俺は、天板に並んだクロッカンの粗あら熱ねつが取れるのを待ってナイフを手に取り、まずは彼の作ったクロッカンを天板の上からはがす。

「考える前に食べ比べてみろ。まずは、おまえの作った分だ」

　それを摘つまみ上げ、口の前に差し出してやると、彼は難しい顔をしたまま、白い歯で、それを一口齧かじる。

　……素す直なおにこんな可愛かわいいことをするなんて。焼き上がりが美しくないのが、よほどショックなのだろう。

　俺は少し可哀相になりながら、彼が齧った残りのクロッカンを口に入れる。

　……これは間接キス、だな……。

　ふいに思い……それから鼓こ動どうが少し速くなる自分に気づいて内心苦く笑しようする。

　……まったく、中学生じゃあるまいし。

　俺は思いながら、彼の作ったクロッカンを味わってみる。

　……歯ざわりがガリガリして、軽快さが足りない。それに、香こうばしさが足りないな。

　そして、彼のクロッカンの作り方の、どこがいけなかったのかを頭の中で再確認する。

　隣となりで作っていた俺には、彼が犯した間違いが手に取るように解っていたが……もちろんそれを教えてやる気はない。

　……自分で気づかなくては、彼のシェフとしての血肉にはならない。

　……それに……。

　俺はすぐそばにいる彼の体温を感じながら、思う。

　……キスマークをつけた時、相手が俺ならどんな反応をするか……とても興味があるし。

　クロッカンを飲み込んだ彼は、さらに難しい顔になっていた。

「どうだった？」

「……まあまあ美味おいしいよ。普ふ通つうのレストランだったら全然通用するかな」

　彼は言い、それから苦しげに視線を落とす。

「でも……この店のものとは全然違う……」

「今度はこっちだ」

　俺は言いながら、今度は自分の作ったクロッカンを天板から摘み上げる。

　それを口の前に差し出すと、彼は呆ぼう然ぜんとした顔のままでそれを齧り……。

　サクッ！

　香ばしい音がして、フワリと粉になったクロッカンがこぼれた。

「……ん……っ」

　彼は慌あわてて口を押さえ、それからサクサクと音を立ててそれを嚙かみ……。

「……んんー……っ」

　目を閉じて、味わうように上を向く。

　しばらくそのままでクロッカンを味わい、それからゆっくりと目を開ける。

「……ああ……」

　彼の唇くちびるから、かすれた呟つぶやきが漏もれた。

「……やっぱりあなたの作ったものは本当に美味しいよ……」

　俺を見上げてきた彼の目はフワリと潤うるんで見えて……俺の鼓動が、ドクン、と跳はね上がる。

　……ああ、なんて色っぽい顔をするんだ……。

「オレのとは、全然違う」

　言って、今度は悲しそうな顔になる。

「どうしてだか、解るか？」

　俺が言うと、彼は少し考えて、それから力なくかぶりを振ふる。

「……あなたが隣で作っているの、オレはこっそり見て真似してた。さらに隣に並んでる同じ機種のオーブンで、同じ焼き時間にして焼いてる。なのに……」

「出来上がりの、どこが違う？」

「全部だよ。オレのはガリガリしてるけどあなたのはサクサク。オレのはナッツから油が滲にじんでるみたいでしつこいけど、あなたのはさっぱりしてる。オレのはちょっと焦こげ臭くさいけど、あなたのはさまざまなナッツの香ばしい香かおりが、それぞれ際きわだってる」

　彼は悔くやしそうな顔で唇を嚙み、俺を上うわ目め遣づかいに見上げてくる。

「悔しいけど……あなたのクロッカンの方が、ずっとずっと美味しいよ」

　その顔が本当に色っぽくて……俺は一瞬、理性を失う。

「それなら……」

　彼の身体からだを抱だき上げて、そのまま空いている調理台の上に押し倒たおす。

「……え……？」

　見上げてくる彼の顔には、純じゆん粋すいな驚おどろきがある。自分が負けるなどとは夢にも思っていなかったか、俺が冗じよう談だんで言ったと思っていたのだろう。

　……どちらにしろ、憎にくらしい。

「今夜の残業代をもらおうか」

　俺は言って、彼の首筋に顔を寄せる。

　彼の肌はだからフワリと立ち上ったのは、新しん鮮せんなハチミツと絞しぼりたてのレモンを混ぜたような、とてつもなく甘い香り。

　……ああ、なんて美味しそうなんだろう……？

　俺は一瞬陶とう然ぜんとし、それからゆっくりと彼の肌に唇をつける。

「……あ……っ」

　彼の身体が、ヒク、と小さく揺ゆれる。

　逃にげようとする彼の肩かたを、逃がしはしない、と思いながら両手でしっかりと捕つかまえる。

「……ん……っ」

　首筋にもう一度キスをする、彼の唇から小さな甘い呻うめきが漏れた。

「そんな甘い声を出されたらキスマーク一つでは済まなくなるぞ？」

　俺が思わず言ってしまうと、彼は泣きそうな声で、

「さっさとしろってば！」

「解った。それなら……」

　首筋の肌にキスを繰くり返しながら、肩を摑んでいた手を滑すべらせる。そして、ボウタイを解き、彼のシェフコートのボタンを一つだけ外す。

　現れた肌の上には、相模原のつけたキスマークがくっきりと残っている。

　……くそ……。

「このへんなら……見えないだろう？」

「……あ……っ」

　驚いたように身じろぎする彼の首筋に、唇を滑らせる。

　そして、相模原のつけたキスマークの上に、唇を押し当てる。

　……あんなごつい相模原との間接キスなどぞっとするが……。

　……彼のキスマークをこの肌に残しておくのは、我が慢まんができない……。

「……あぁ……っ」

　そのまま、チュッとその部分を強く吸い上げてやると、彼はとても甘い声を上げて身体を震ふるわせてしまう。　>>>♥

「……くう……んっ」

　その、あまりにも色っぽい反応に、俺の胸が甘く痛む。

　……ああ、なんて子だ……。

　……ああ、このままこうしていたら……。

　俺の鼻び腔こうを、彼の甘い香りがくすぐっている。

　……理性が吹ふき飛んでしまいそうだ……。

「……ごちそうさま」

　俺は彼の耳に囁ささやいて、彼の首筋に仕上げのキスをする。

　そして、名残なごり惜おしい気持ちを抑おさえて、彼の肌の上から顔を上げる。

「……あぁ……」

　彼は、囁きにすら感じてしまったかのように……また色っぽく身体を震わせる。

　目を閉じたままの彼の象ぞう牙げ色の首筋には、くっきりとしたキスマークが刻まれている。

　それを見た時、俺の身体の中に不思議な熱い戦せん慄りつが走った。

　……ああ、このまま、彼の全身にキスマークを刻んでしまいたい……。







鷹野和哉







　首筋に触ふれてくる、彼の唇の感かん触しよく。

　驚きと、くすぐったさと、それから訳の解らない疼うずきに……オレは自分とは思えないような甘い声を上げてしまった。

　……どうしたんだ、オレ？

　……相模原さんにキスマークをつけられた時には、なんとも思わなかったのに。

　真っ赤になるオレの首筋に、彼は何度もキスをする。

　そのままチュッと吸い上げられて、オレの身体に不思議な快感が走った。

　オレは必死で唇を嚙みしめ、その快感に耐たえる。だってそうしないとまた変な声を上げてしまいそうで……。

「……ごちそうさま」

　彼が囁いて、仕上げのように軽いキスをして身を起こす。

「……あぁ……」

　耳たぶに感じた彼の囁きが、オレの身体を痺しびれさせる。

　……ああ、どうしてこんな……。

　オレは混乱してしまいながら、調理台に倒れた姿勢のままで呆然とする。

　自分が神聖な調理台の上に座り、そのうえ上半身を寝ねかせていることに気づくけど……身体から力が抜ぬけて動くことができない。

　……どうしよう、心臓が壊こわれそうなほど鼓こ動どうが速い。

　オレは、ノロノロと手を上げ、シェフコートの胸の辺りを摑つかみながら思う。

　……しかも、なんだか熱があるみたいに頰ほおも身体も熱くて……。

「こら、いつまでもそんな色っぽい顔で寝ね転ころがっていると……」

　彼の腕うでがオレの背中の下に入り、オレの身体をフワリと起こしてくれる。

「……このまま、襲おそわれてしまうぞ？」

　調理台の上に座った姿勢。背中に手を回され、上半身を抱かかえるようにされて、彼がオレの顔を覗のぞき込んでいる。

「……あ……」

　まるでキスでもされそうに接近した姿勢に、オレの鼓動がさらに速くなる。

　……うわあ、本当に心臓が壊れそう……！

　シェフである彼は、コロンはつけていないはず。近くを通ってももちろん香りはしない。

　……だけど、これだけ密着すると……なんだか……。

　オレは動くことができずに、彼の顔を呆ぼう然ぜんと見つめ返しながら思う。

　……ハンサムな男って、何もつけなくてもそれだけでいい香りがするんだろうか……？

　……なんだか、めちゃくちゃいい香りがする……。

　きっとボディーシャンプーか何かの残り香がだと思うんだけど……密着した彼からは、大人っぽいジンとライムを混ぜたような、爽さわやかで、そしてものすごくセクシーな香りがした。

　……どうしよう、オレ、なんかめちゃくちゃヘン……。

　……いくらずっと憧あこがれていたシェフが目の前にいるからって、こんイジワル男相手に、どうしてこんなにポーッとなってるんだよ……？

　間近にあるのは、本当に彫ちよう刻こくみたいにハンサムな顔。

　そしてなんだかものすごくセクシーな光を浮うかべた、美しい漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　彼に見つめられると、頭の芯しんが痺れて何も考えられなくなるみたいで……。

　……ああ、オレがもし女の子だったら……。

　オレは動けなくなってしまいながら思う。

　……今すぐにキスして欲しい、とか思いながら目を閉じてしまいそうな……。

「今すぐにキスをして欲しい……そんな顔をしている」

　小田桐の唇くちびるが動いて、低い囁きを漏もらす。

　料理の指示を出す時、彼の声はまるでオペラ歌手のように凜り々りしく響ひびきわたる。

　だけど、今は……。

　彼の囁きは、どこかが痛むかのように微かすかにかすれていて。

　それはまるで、激しくつらい恋こいに落ちた男の声みたいで……。

　なんだか……めちゃくちゃにセクシーで……。

「……あ……オレ……」

　オレの唇が勝手に動いて、消え入りそうな声を漏らした。

「ん？　どうした？」

　彼が優やさしい声で囁いて、オレの目を覗き込んでくる。

　……ああ、オレが女の子なら、きっと今すぐに……。

　オレは思い、そしてハッと我に返る。

　……何を考えてるんだ、オレは？

　……オレは女の子じゃなくて、立派な男で！

　……しかもここには料理の修業に来ているはずで！

　思ったら彼にキスマークをつけられて陶とう然ぜんとしたことも、キスされそうに顔を近づけられドキドキしてることも、めちゃくちゃに恥はずかしいことに思えて……。

「なんでもないからっ！　どいてくれる？」

　オレは肩かたを抱だいている彼の腕からすり抜けて、床ゆかに飛び下りる。

　……ああ、まったくどうしたんだよ、オレ？

　……まるで催さい眠みん術にかかったみたいに、オカシクなってたかも……！

「たった一回の失敗で、もう自信喪そう失しつか？」

　彼の手が、クシャリとオレの髪かみを撫なでた。

「実力はともかくとして……おまえの負けん気の強そうな所には一目置いていたんだが？」

　彼の声が不思議と優しく聞こえて、オレはふいに泣きそうになる。

「別に落ち込んでなんかいないっ！　こんなところにキスマークつけられて、ちょっとブルーになっただけだ！　しかも相手は男だし！」

　首筋を押さえて叫さけぶと、彼は可笑おかしそうに笑って言う。

「首筋は序の口だ。さっさとマスターしないと、とんでもないところにキスマークをつけられることになるぞ？　なんせシェフコートに隠かくれているところならどこにでもキスをしていいと言われているからな」

　……くそ！

　さっきとは打って変わったいじわるな声が、オレの神経を逆さか撫なでする。

　……さっさとマスターして、この男も、厨ちゆう房ぼうのメンバーたちにも思い知らせてやる！

　オレは思い、すぐそばの作業台に、作ったクロッカンが並んだままのことに気づく。

「この残ったクロッカン、どうしよう？」

「おまえが持って帰っていい。そこの棚たなにドギーバッグがあるから」

　ドギーバッグというのは「持って帰ってうちのワンちゃんにも食べさせてやりたいから」という意味から始まった言葉で、テイクアウト用の容器や防水性の紙かみ袋ぶくろのこと。まあ、たいていの場合、あたためなおして帰りの遅おそいご主人の夜食になったりするんだけどね。

　この店のドギーバッグは完全防水のプラスティックのタッパーと、黒くて艶つやのある紙袋がセットになったもの。お洒落しやれなデリの持ち帰り容器みたいで。これなら正装した奥様が持って銀座の街を歩いても全然恥ずかしくないだろう。

　……さすが、一流店は違ちがうかも。

　オレは妙みようなことに感心しつつ、二人分のクロッカンをテイクアウト用の容器に移す。

　……今夜、これを解かい析せきしてヒントをつかんでやるっ！

　その間に彼が使ったボウルを洗い始めたのを見て、オレは慌あわてて言う。

「あ、置いたままにしておいてください！　オレがやりますから！」

「新米らしいその言葉は、就業時間中のためにとっておけ。残業の時は気を遣つかわなくていい。俺も早く帰りたいし」

「それじゃあ、お先にどうぞ……とは言えないんだよね、鍵かぎをかけなきゃならないし」

　オレは言って、ため息をつく。

　……どっちにしろ、オレが残業すれば、彼には迷めい惑わくを掛かけることになるんだな。

「家まで送る。さっさと着き替がえろ」

　ボウルと天板を洗い終わった彼は、オレの腕を摑んで更こう衣い室に引っ張り込む。

　オレはまだ呆然としながら、セーターとジーンズの普ふ段だん着ぎに着替える。

　そして……。

「お待たせ……」

　鞄かばんを持って振ふり返り……私服になった彼を見て、思わず見とれてしまう。

　ボタンを二つ外したままの、黒の綿シャツ。

　彼の見とれるほど長い脚あしを包む、黒の革かわのパンツ。

　そして逞たくましい肩に羽織った、黒のロングコート。

　私服になった彼は……まるでグラビアモデルみたいに恰かつ好こう良かったんだ。

「ほら、帰るぞ、ぼんやりするな」

「あ、うん」

　オレはコートを羽織り、慌てて荷物を摑んでロッカーを閉める。

　オレと小田桐は並んで店を横切り、店のドアから出る。

　小田桐はそこでふいに立ち止まり、店の中を振り返る。

　店の中を見み渡わたす彼の横顔に、なんだか不思議と愛いとおしげな表情が浮かぶ。

「また明日」

　誰だれにともなく呟つぶやいて、ドアを閉じ、鍵をしめる。

「今の……？」

「ああ……癖くせだ。気にするな」

「と言われても気になるけど。なんかのおまじない？」

「そんなものだ」

　彼は鍵をポケットに入れながら、ふと笑う。

「修業時代、ずっとずっと自分がグランシェフを務める店が欲しかった。この店は俺の夢の結けつ晶しようといえる。……まあ……」

　彼は肩をすくめて、

「任されているとはいえ、出資しているのは『リストランテ・ラ・ベランダ』の本社。まだ俺がオーナーというわけではないけれど」

「じゃあ、最終的な夢は、グランシェフだけじゃなくてオーナーも？」

「そしてプロデューサーだな。内装デザインも、できれば自分でプロデュースしたい」

　彼のオトナっぽくて完かん璧ぺきにハンサムな横顔に……なんだか少年みたいな微び笑しようが浮かんでる。

　……そうだ、夢を持つってこういうことだよね。

　オレの胸が、チクリと痛んだ。

　……この男にいいとこみせることばっかり考えているオレって、もしかして人間が小さすぎるだろうか？

　ポン、という音がして、エレベーターが到とう着ちやくした。

　並んでエレベーターに乗り込み、一階のボタンを押して……小田桐がふいにオレを見下ろしてくる。

「ところで、今夜はどこに帰るんだ？」

「……あ……新橋のビジネスホテル、だけど……」

　オレは、あることを思い出してドキリとする。

　地味で古いビジネスホテルとはいえ、東京のホテルの相場は本当に高い。一泊ぱくの宿泊費は一万円。このまま泊とまり続けたとしたら……一カ月で三十万円というとんでもない出費になる。

『ホテル駿河』での待たい遇ぐうは決して悪くはなかったけれど、やっぱりオレは従業員としては新米で。だから給料は結構安くて。だから貯金をたくさん貯めている余よ裕ゆうなんかなくて。

　東京に出たい、ってことを考えて無理やり貯金をしたけど……その額は三十万円。このまま行けば、オレはほんの一カ月で貯金を使い果たしてしまう。

「面接の後、すぐに仕事を始めさせてしまった。アパートを探す暇ひまもなかっただろう？」

　彼の問いに、オレはため息をつく。

「次の休みに急いで探さなくちゃ。このままじゃ、ビジネスホテル代で貯金を使い果たして、アパートの敷しき金きん、礼金すら払はらえなくなっちゃう」

「東京に来たばかりでは、銀座に出やすくて、しかも暮らしやすい場所がどこかも解わからないだろう？」

　彼の言葉に、オレは深くうなずく。

「実は全然解らない。都心から遠い場所なら少しは安いんだろうけど……毎朝あの時間に店に来るなら、一時間もかかる場所だとつらすぎるし……」

「いい物件を紹しよう介かいしてやろうか？　しかもすぐにでも入居できる」

　彼の意外な言葉に、オレは思わず彼の顔を見上げる。

「え？」

「銀座から近くて、さらに充じゆう実じつした厨房がある。家で料理の復習もできるぞ」

　……この男に、そんな親切心があるなんて……！

「ほんとに？　それってすごく助かるんだけど……」

　オレは言いかけ……だけど、彼が世界的に有名なレストラングループでグランシェフを任されている人であることを思い出す。

「……でも、オレ、お金ないし……」

「その点なら心配しなくていい。ここから近く、新しく、しかも格安で住める物件だ」

「本当にっ？」

　オレは思わず身を乗り出してしまいながら、

「それって、ものすごく嬉うれしい！　ぜひ、住みたいかも！」

「そうと決まったら、さっさと行こう。すぐにでも案内してやる」

　彼の言葉が、オレはとても嬉しかった。

　まさか……あんな物件を紹介されるとは思わなかったから。



　　　　＊



　風ふ呂ろ上がり。バスローブ姿のままのオレは、ソファに座ってミネラルウォーターのキャップを開ける。

　いきなり乗せられた彼の車は、フェラーリの４３１スパイダーだった。

　助手席に座ったオレは、車の乗り心ごこ地ちのよさと、お洒落な車にあまりにも似合いすぎている彼の様子に我知らず見とれ……それからなんだかちょっと落ち込んだ。

　彼は天才的なシェフというだけでなく、人を惹ひきつけずにはおかないカリスマ性を持ってる。彼の下で働きたいシェフはそれこそ数え切れないほどいるはず。オレみたいな勢いだけのオコサマが彼の隣となりにいるのなんか、やっぱり不ふ釣つり合いなんだろうか？　って。

　彼はオレをビジネスホテルに送り届け……てくれたのかと思ったら、いきなり車から降りてきた。そしてオレに荷物をまとめさせ、そのまま部屋をチェックアウトしてしまった。

「一円でも節約した方がいいだろう？」と言われて思わずうなずいてしまったけど……あまりの展開に、オレはもうついていけずに呆ぼう然ぜんとしてしまって。

　そして今、オレがいるのは、なんと彼が住んでいるめちゃくちゃ豪ごう華かなマンション。

「部屋が余っているからここに下宿させてやる。家賃は無料だ。いいだろう？」と言われて、オレは呆然としたまま思わずうなずいてしまった。

　……だって、いい物件を紹介するとか言いながら部屋に連れて来られちゃうなんて、想像もできなくて。

　……しかも、見たこともないようなものすごく豪華な部屋だし。

　そしてオレはなぜかミネラルウォーターなんか飲みながら、夜景なんか眺ながめている。

　……東京での新米シェフ生活はめちゃくちゃ貧びん乏ぼうになるだろうって覚かく悟ごしてた。

　……それが、こんな豪華な生活になるなんて……。

　四十畳じようはありそうなリビングは、二階総吹ふき抜ぬけ。壁かべは打ちっ放しのコンクリートで、床ゆかには、艶つやのある黒い石が敷しき詰つめられている。

　オレが座っているのは、艶つや消けしの銀のフレームを持つ、黒革でできたソファ。

　部屋の一角には、重じゆう厚こうな木でできたバーカウンター。

　部屋の向こう側には、間接照明に照らされたオープンキッチンがある。

　艶消しのステンレスでできた、シンプルで美しい業務用の調理台。壁に設置されているのは、店にあるものと同じ大きな高速ガスオーブン。

　調理台の向こう、打ちっ放しの壁の一部にはステンレスの板が張られていて、たくさんのプロ用の調理器具が並べて掛かけられている。オレには見慣れた道具ばかりだけど……そうやって並べられ、ライトアップされていると、それらはまるで芸術作品みたいで。

　……っていうか……。

　オレはミネラルウォーターを飲みながら、うっとりとそれに見とれる。

　……あれを使って、小田桐は本当に芸術作品みたいな料理を作り上げるんだよなあ。

　オレは思い、それから窓の方に目を移す。

　部屋の二面はアールを描えがいた巨きよ大だいな窓になっていて、怖こわいほど綺き麗れいな夜景が見下ろせる。

　窓から見えるのは、美しく煌きらめくレインボーブリッジ。そして、晴はる海みから銀座にかけての煌めくビル群。

　……実家の窓からも、働いてたホテルからももちろん海は見えたけど、夜は真っ暗だし。

　……東京湾わんとその夜景を見下ろせる部屋に住むって……田舎いなか育ちのオレには、めちゃくちゃ憧あこがれだったんだよな……。

　オレは、うっとりと夜景に見とれながら思う。

　さっき入ったお風呂は、円形の驚おどろくほど大きなジャクジーだった。

　そしてお風呂の前に「自由に使っていい」って言われて案内された部屋は、十五畳以上あるような広々した場所だった。シンプルな黒の絨じゆう毯たんに、外国製らしい、グレイの布張りの大きなソファ……と思ったら、それは広々としたベッドに早変わりした。

　彼はシーツを広げ、調理をする時と同じように驚くほど器用でしかも美しい動きで、それをあっという間にベッドメイクしてしまった。

　どうやら客間というよりはもともとオーディオルームとして使っている部屋らしくて、壁の一面にはすごく高価そうなオーディオ機器が美しく並べられ、天てん井じようにはプロジェクターが取り付けられていた。「勝手に映画でもなんでも観みていい」と言われてリモコンを渡わたされて、オレはまた呆然としてしまった。

　もともと防音が完かん璧ぺきなマンションらしく、立派なオーディオルームとはいえ閉へい鎖さされた防音室ではなかった。壁の一面は大きな窓があって、そこから見える夜景もすごく綺麗だった。ソファベッドは窓の外を見み渡わたせる場所にあり、この綺麗な夜景を眺めてから眠ねむりにつくことができるんだと思ったら、なんだかめちゃくちゃうっとりしてしまった。

　……そして。

「ついでに」と言いながら覗のぞかせてもらえたのは、彼が使っているベッドルームだった。

　リビングと同じ黒い石の敷かれた床、打ちっ放しの壁。そしてそこも二階総吹き抜けのものすごく広い空間だった。壁の一面はやっぱり夜景を見渡せる巨大な窓。そしてもう一面は重厚な木で造られた天井までの巨大な本ほん棚だな。オレはそのタイトルを目で追い……そこにびっしりと並んでいるのが、すべて料理の本であることに気づいた。

　広々とした部屋の一角、本棚の前には大きくて重厚なデスクが置かれていて。その上には料理の素材に関する専門書が広げられ、彼がよくレシピをメモする時に使っている外国製のレポート用紙が何枚も置かれていた。そこにはびっしりとレシピが書かれていて……彼が店の中だけでなく、この部屋に帰ってきてからもレシピを書き続けていることが解った。

　……彼はもともと才能があるだけでなく、本当に熱心な研究者でもあるんだな。

　それからオレは部屋のもう一角に目を移し……そこに巨大なキングサイズのベッドがあることに気づいて、なぜか一人で赤くなってしまった。

　皺しわ一つなく整えられたシンプルな白のシーツ、スタイリッシュな黒のカバーに覆おおわれた掛け布ぶ団とん。足あし下もとには、シンプルな部屋の中にドラマティックな雰ふん囲い気きを添そえている深しん紅くのベッドカバーが細く畳んで掛けられていた。

　ベッドの上に大きな羽根枕まくらは二つあったけれど、それは並んでいるのではなくて積み上げられていた。だから昨夜は彼が一人で寝ねていたことを示していたけど……。

　……でも、こんな巨大なベッド、一人で寝るよりも、誰だれかと寝る方が相応ふさわしい気がする。

　……恋こい人びとが来たとしたら、きっと当然枕は横に並べられて……？

　ふいにオレの鼻び腔こうを、フワリといい香かおりがかすめた。

　シェフの小田桐はコロンはもちろんつけていないけれど……こうやって本当に近くに来た時だけ、なんともいえないいい香りがする。それはライムとジンを混ぜたような、オトナの男っぽい、ドキドキするような香りで。

　そして、この部屋にほんの微かすかに漂ただよっているのは、それと同じ……。

　……天才シェフ・小田桐は、ここで寝てるのか。

　オレはなぜか鼓こ動どうを速くしてしまいながら思った。

　……日本人離ばなれした逞たくましい身体からだをした彼は、庶しよ民みん的な綿のパジャマとかは絶対に着なさそうな気がするな。

　……着るとしたらネイビーブルーのシルクのパジャマとか、じゃなかったら……？

　大きなベッドの上、シーツの下。逞しい肩かたをさらしながら、裸はだかで眠っている彼の姿が、なぜかふいに頭をよぎった。

　それはまるで、外国映画みたいに恰かつ好こういい姿だったけど……？

「ここで寝たければ喜んで招待するが？」硬こう直ちよくしているオレに向かって、小田桐は可笑おかしそうな声で言って。オレはいたたまれなくなり、まるで逃にげるようにベッドルームを後にした。

　そしてシャワーを借り、やっと落ち着いたところだったんだけど……。

　オレは一人で、頭を抱かかえる。

　……また思い出しちゃったじゃないか……！

　……いくら映画でしか見たことがないような立派なベッドだったからって、あんなことまで想像することないじゃないか！

　……オレ、あんまり贅ぜい沢たくなところに連れてこられて、オカシクなっちゃってるかも！

　背後で、両開きのドアが開いた音。思わず振ふり返ると、バスローブ姿の彼が、髪かみを拭ふきながらリビングに入ってきたところだった。

　ふいに、さっきキスマークをされた時のことまで思い出してしまう。

　あの時押し当てられていた彼の胸は、あんなに厚くて逞しくて……。

　そしてオレの肌はだに当てられたのは、あんなにセクシーな唇くちびるで……。

　オレは一人で赤くなり、思わずバスローブの襟えり元もとをかきあわせてしまいながら姿勢を正す。

　……ああ、こんな男と同居だなんて……！

「頰ほおが赤いぞ。のぼせたのか？　それとも……」

　いきなり言われて、ソファに座っていたオレはハッとして顔を上げる。

「それとも、俺からキスマークをつけられた時のことを思い出していた？」

　図星を指されてオレはさらにカアッと赤くなってしまう。

「違ちがうっ！　明日には絶対にクロッカンを完成させる……そういう闘とう志しに燃えてるだけ！」

　オレが叫さけぶと、彼は楽しそうに笑う。それから、

「何かカクテルを作ってやる。……何がいい？」

　ミニバーのほうを示されて、オレは少し考える。それから……。

「ええと……オレ、洒落しやれたカクテルの名前なんか、全然思いつかないんだけど」

「じゃあ適当に。甘い飲み物は平気か？」

「もちろん大だい丈じよう夫ぶ。好き嫌きらいはないよ」

　オレの言葉にうなずいて、彼はリビングの一角にあるバーカウンターの中に入る。

　カウンターの下にあるらしい冷蔵庫から、オレンジをいくつか取り出す。

　冷れい凍とう庫から大きめのキューブの氷も出して、それをアイスバケットに入れる。

　オレは、興味津しん々しんでカウンターの中の彼の手つきを覗き込む。

　彼は、オレンジをフルーツナイフで二つに切る。

「わ、赤い！」

　外側はちょっと色が濃こいくらいの普ふ通つうのオレンジなのに、内側は燃えるような赤。

「これってイタリア産のブラッドオレンジだよね？　これが普通に冷蔵庫に入っている家なんて、初めて見たよ！」

　オレが思わず叫ぶと、彼はクスリと笑って、

「それが東京に住む利点でもある。さまざまな珍めずらしい食材が手軽に手に入るからな。もちろんきちんと吟ぎん味みしなくてはいけないが」　>>>♥

「たしかに……面接の後、めちゃくちゃお腹なかが空すいてたし、東京でご飯を食べるのももう最後かと思って、そこらへんにあった食堂で煮に魚ざかな定食を頼たのんだんだ」

「結果は？」

「大失敗！　このへんなら築つき地じも近いし、どこに入ってもそこそこかと思ったのに！」

「ここは漁港ではないからな。築地市場が近くにあってもそこから仕入れている店ばかりとは限らない。鮮せん度どの悪い魚を料理すれば、不味まずいに決まっている」

「かもね。オレがいた場所って、漁港が近かったから、どの店でもそこそこだったけど」

「それだけ舌が肥えているんだろう。外食する店は慎しん重ちように選ばないとつらいぞ」

　彼は言いながら、カウンターの下から不思議な形のものを取り出す。

　立体の雫しずくを逆さまにして、『ヘ』の字を縦にした形の三本脚あしをつけたような……？

　全体は燻いぶしたチタンみたいな色で、脚は長くて、恰好はいいんだけど……？

「それって何？　お洒落にデザインしたタコ形宇宙人の模型？　ブラッドオレンジだけじゃなくてそんなものまで家にあるの？」

「そんなものを家に置いてどうする？　これはフィリップ・スタルクのデザインしたレモン絞しぼりだ。突とつ飛ぴな形に見えるが……」

　彼は言いながら、脚の間の部分にグラスを置く。そして二つに切ったブラッドオレンジの一つを逆さまにし、やっぱり逆さまになった雫のお尻しりの丸い部分に押しつける。

「……これが、なかなか秀しゆう逸いつなんだ」

　彼がごく軽くオレンジを押しつけただけで、雫形の側面をオレンジのジュースがたっぷりと伝い落ちた。

「わあ、不思議！」

　脚が縦の『ヘ』の字形になっているために、脚には伝わずに、ジュースは綺き麗れいにグラスの中だけに落ちていく。

　彼は手を布ふ巾きんで拭き、アイスバケットに入れておいたキューブの氷をトングで摘つまんで、シェイカーの中に放ほうり込む。

　それから彼はグラスに落ちたオレンジジュースをメジャーカップで量り、シェイカーに入れていく。

「その分量は？」

　オレが思わず聞いてしまうと、彼は、

「オレンジジュースを二○ミリリットル、アプリコットブランデーを四〇ミリリットル、オレンジビターズをスプーン半分」

　言いながらそれをシェイカーに入れ……そして慣れた手つきでシェイカーを振る。

「わあ！」

　モデルみたいにすごいハンサムの彼がやると、それはまるで映画のワンシーンみたいで。

「『バレンシア・リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー風』だ」

　彼は言いながら、平たいグラスに綺麗なルビー色のそれをゆっくりと注ぐ。

「わあ、美味おいしそう」

　オレは思わずノドを鳴らし、それからグラスを持ち上げる。

「いただきます」

　オレは彼に頭を下げて見せてから、それを一口味わってみる。

「……うわあ……」

　口の中に広がる、ものすごく豊ほう潤じゆんなオレンジの香かおり。

　そしてそれに華はなやかな彩いろどりを加えている、甘くて苦いリキュールの味。

「……カクテルなんて、生まれて初めて飲んだ。美味しいんだな……」

　オレは思わず言ってしまい……それから一人で赤くなる。

「レストランで働くものとしては失格？　相模原さんに頼んで勉強したほうがいい？」

「しなくていい」

　彼は、なぜかちょっとムッとした顔をして立ち上がる。

「相模原に頼んだら、どうせ嫌いやらしい名前のカクテルばかりを教えるに決まっている。そしてそれを口実にしておまえを口説き……」

　彼は言いかけて言葉を切り、ため息をつく。

「相模原さんみたいなハンサムが、男の、しかもオレなんかを口説くわけがないってば」

　オレは笑ってしまいながら言う。

「だってオレ、どっからどう見ても冴さえないただのガキだし」

　オレの言葉に、なぜか小田桐は驚おどろいた顔をする。それからなぜか深いため息をついた。

「本当に自覚がないんだな」

　……いったい、どういう意味だろう？







小田桐宗一郎







「自分の店で働かせたい……本当にそれだけですか？」

　鮎川の言葉に、考え込んでいた俺はハッと我に返る。

「どういうことだ？」

「彼を自分のものにしたい……もしかしてそういう意味で彼を雇やとったのでは？」

　鮎川が、どこか苦しげな顔をして言う。

　……まさか、そんな……。

　思うだけで、心がまたズキリと甘く痛むのを感じる。

　……いや……。

　ずっと忘れられなかった、彼の美しい顔、しなやかな身体からだ。

　そして今でも舌によみがえる、あの素す晴ばらしい味。

　俺は呆ぼう然ぜんとしてしまいながら思う。

　……俺は……和哉の作る料理にだけでなく、彼自身に一ひと目め惚ぼれしていたのか……？

　挑いどんでくるようなあの視線を思うだけで、身体の奥が熱くなるのを感じる。

　……俺は、彼自身をずっと欲ほしいと思っていたのだろうか……？

　どうしてもできあがらず、俺をイラつかせていた難解なパズルの最後のピースが、いきなりカチリとはまってしまったような気がする。

「もしも、本当にそうだとしたら……？」

　俺の唇くちびるから漏もれた言葉に、鮎川はひょいと肩かたをすくめてみせる。

「ぼくには関係ありません。でも……」

　彼はその整った顔に、ふいにあでやかな笑えみを浮うかべてみせる。

「もしかしたら、嫉しつ妬として、彼を苛いじめてしまうかもしれませんね」

「嫉妬？　どうしてだ？」

　俺が驚いて言うと、彼は笑みを苦く笑しように変える。

「その天然っぷりは……なかなか罪ですよね」

　彼はよく解わからない言葉を呟つぶやいて踵きびすを返し、ドアまで歩く。それからふいに振ふり返って言う。

「彼を苛められたくなかったら、彼の実力を、きちんとぼくたちに示してください」

「……もちろん、そのつもりだ」

　俺は、自信を持って答える。

　……和哉なら、きっとやってくれるはずだ。







鷹野和哉







　小田桐の車に乗せてもらい、彼と一いつ緒しよにほかのスタッフよりも一時間早く出勤するのが、オレの習慣になっていた。

　最初は眠ねむくてたまらなかったけど……慣れれば早めに出勤して厨ちゆう房ぼうをピカピカに磨みがいたり、店の掃そう除じをしたりするのは、とても楽しくて。

　小田桐はグランシェフというだけでなく、『リストランテ・ラ・ベランダ』グループから日本支店を任されている実業家としての顔も持っていた。だから彼はみんなよりも一時間早く出社して、仕込みの前にオフィスでの作業を終わらせておく。

　グランシェフの仕事だけで本当に疲つかれるだろう、と思うんだけど、彼はとても生き生きとしてこの店のすべての仕事をこなしている。

　その彼を見てるだけで、オレはどんどんこの店が好きになっていて……。

　だから、この店を辞やめたくないって気持ちがどんどん大きくなっていて……。

「見当たらないと思ったら、こんなところに早々と籠こもってたのか」

　ランチタイムと仕込みの合間の短い休きゆう憩けい時間。休憩室にいたオレに話しかけてきたのは、ガルド・マンジェの前田さんだった。

　彼とはあのみじん切り事件以来、あまり話していない。オレは普ふ通つうに話しかけ、彼は普通に指示を出していたけど……なんだかけっこう居い心ごこ地ちが悪い感じで……。

　あれから彼と初めて二人きりになるオレは、妙みように緊きん張ちようしてしまいながら小さくなる。

　厨房の片かた隅すみでみんな揃そろって賄まかないを食べるレストランも多いみたいだけど（そしてグランシェフのお小言タイムになったりしてね）、『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』では、効率を重視して食事はそれぞれのスケジュールに合わせて別々に摂とることになっていた。

　レストランのランチタイムが終わる二時になると、その日の賄い当番がみんなの分の賄いを作って保温しておく。それをそれぞれがお皿に取り、手が空いた時に休憩室で食べるんだ。

　オレはランチの皿洗いと、ディナーのための素材の皮むきとかの段階が専門だから、ほかのみんなとはなかなか時間が合わない。だから毎日一人でランチしてたんだけど……。

　前田さんの手には、大きなお皿が二枚。

　深い方のお皿には『カレー風味の魚ぎよ介かいのブイヤベース築地風　五穀米のクロッカン添ぞえ』。もう一枚の上には『イタリア野菜のサラダ　鰺あじの山さん椒しよう風味グリエ載のせ　カズヤ・タカノ風』。

　彼の手にあるお皿を見上げて、オレは一人で緊張する。

　要するに……今日の賄いは、オレが初めて作ったものなんだ。

　みんなに不味まずいって言われたらどうしようと思ったらどうにも落ち着かなくて、オレは自分の担当した片づけを早めに終わらせ、そそくさとこの休憩室に籠もっていたんだけど……。

「『三種の木の実のクロッカン』だけじゃなく、『バルサミコ酢すとハチミツのソース』も、昨夜完成させたんだって？」

　前田さんが、オレと向かい合った椅い子すに座りながら言う。

「は……はい。いちおうなんとかって感じですけど」

　前田さんは真しん剣けんな顔をしてオレを見つめて、ふいに言う。

「これ、鷹野がこの店で作った、初めての賄いだな」

「はい」

「……いただきます」

　前田さんは両手を合わせ、それからスプーンを取り上げてオレの作ったブイヤベースを一口食べる。

「……どう、ですか？」

　前田さんの眉み間けんに深いシワが寄せられたのを見て、オレは心配になってつい聞いてしまう。

　……味見した時には、とりあえず美味しくできたと思ったけど……。

「……あのう……」

「ちょっと黙だまっててくれる？」

　前田さんが、ものすごく真剣な顔で言い、オレは慌あわてて口をつぐむ。

　彼は、その難しい顔のままで、ブイヤベースを完食した。

　それからスプーンをフォークに持ち替かえて、鰺のグリエの載せられたサラダを完食し……。

「……はあ……」

　彼は、空になったお皿を見つめたまま、大きなため息をつく。

　……うわあ、ため息をつかれてしまった。

　……もしかして、めちゃくちゃ不味かった……？

　思わず青くなってしまうオレに、前田さんがぽつりと言う。

「美味うまかった」

「え？」

　あまりにも意外な言葉に、オレは信じられない気持ちで聞き返してしまう。

「美味かったといっているんだ、何か不満か？」

「い、いえ！」

　オレは慌てて頭を下げて、

「ありがとうございます！」

　あんなことをされたから、オレは最初、この前田さんのことがちょっと怖こわかった。

　でも、仕事をしている彼を見るにつれ、彼が悪い人じゃないことはよく解ってきた。

　彼はとても実力がある熱心なシェフで、小田桐の味を心から愛し、小田桐のことをめちゃくちゃに尊敬している。

　その気持ちが暴走してあんなことをしたことは、オレにはよく解った。

　だから、今ではこの人のことを先せん輩ぱいとして尊敬できるなって思ってて……。

「おまえが来た最初の日……」

　前田さんが空になったお皿を見つめてボソリと言う。

「……意地悪なんかして、すまなかったな」

「……え？」

　思ってもみなかった言葉に、オレは思わず聞き返してしまう。

　それから、前田さんがさらに謝ろうとしたのを慌てて止めて、

「とんでもないです。きっとああいうのは新米シェフなら誰だれでも通るちょっとした洗礼なんだろうし、あなたがとても優ゆう秀しゆうなシェフで、それだけじゃなくてグランシェフをとても尊敬していること、オレ、よく解ってますから」

「……鷹野」

　前田さんはなんだかすごくホッとしたような顔になって、オレを見つめる。

「おまえ、生意気だけど……ちょっといいヤツかもしれないな」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの向こう、彼の目の中に優やさしい光があるのを見て、オレの心があったかくなる。

「やっと解わかってくれましたか？　なぁんて！」

　オレが笑うと、前田さんもつられたように笑ってくれる。

　仏ぶつ頂ちよう面づらで真面まじ目めそうに見える彼は、そうやって笑うとなんだかちょっとマヌケな感じで、なんだか結構親しみやすくて……。

「鷹野！」

　いきなり休憩室のドアが開き、郷田さんが入ってくる。

　彼は、スープの仕込みをしながら厨房の隅すみで賄いを食べていたはずで……。

「……はい」

　思わず緊張して見上げるオレに、郷田さんは仏頂面のまま、

「今日の賄いのことだが……」

「はい！」

　怒おこられると思って緊張した姿勢のオレに、彼はほんの一ミリだけ唇くちびるの端はしを上げてみせる。

「……美味かった。あとでレシピを教えろ」

　そしてなんだか照れたように瞬まばたきを速くして、

「それだけだ。邪じや魔まをしたな」

　言って、乱暴にドアを閉めてしまう。

　オレと前田さんは思わず顔を見合わせ……それから揃って噴ふき出してしまう。

「郷田さんが笑ったところなんか初めて見ました」

　オレが言うと、前田さんは可笑おかしそうに笑いながら、

「おれも初めて見たよ。それに、なんだか頰ほおを染めてなかったか？」

「えええ～っ！　郷田さんがですか？」

　オレたちが笑い合っているところに、いきなり休きゆう憩けい室のドアが開いた。

　そこに立っていたのは、グラン・パティシエの一宮さんと、チーフ・ソムリエの相模原さんだった。

「あれ？　仲直りしたのか？　よかったな、前田」

　前田さんに向かって、一宮さんが可笑しそうに言う。オレが不思議に思っていると、一宮さんは、

「こいつ、ずうっと和哉のこと気にしてたんだぜ？　嫌きらわれただろうか、とか言って！」

「ああ、言わないでくださいよ、一宮さん！」

　前田さんがものすごく照れた顔で言っている。相模原さんが、オレに向かって片目を閉じてみせる。

「モテモテだねえ、和哉くん」

　二人はオレの作った賄いを、とても美味おいしい、と言って食べてくれた。

「……そういえば」

　食後のコーヒーを飲みながら、相模原さんがふいに言う。

「……さっき、事務室の前を通った時、すごいことを聞いてしまったんだ」

　その妙に深刻な顔に、オレたち三人は姿勢を正す。

「なんですか？」

「『リストランテ・ラ・ベランダ・ミラノ』のグランシェフの件だ」

「ああ……」

　一宮さんが、コーヒーを飲みながら言う。

「今のミラノ店のマローネ氏はかなりの高こう齢れいだからね。彼が引退したらうちのグランシェフがミラノ店に引き抜ぬかれるんじゃないかって噂うわさはずっと前からあったな」

　……小田桐が……？

　オレはその言葉に、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　……ミラノに……？

「それが……」

　相模原さんが、声をひそめて言う。

「どうも、とりあえず一回ミラノ店に視察に来い、と言われているらしい。来週の定休日、グランシェフが休みをとってイタリアに行くらしいぞ」

　オレの心が、なんだか不ふ吉きつにざわめいている。

　……あんな男、どっかに行っちゃっても別に構わないけど……！

　……なのにオレ、どうしてこんなに不安になっているんだろう……？
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　……ああ『三種の木の実のクロッカン』も『バルサミコ酢すとハチミツのソース』もなんとか完成したのに……。

　……どうして『フォアグラのスフレ』がどうしてもできないんだろう？

　オレは、厨ちゆう房ぼうの壁かべに取り付けられている洒落しやれたデジタル時計を見上げながら思う。

　クロッカンとソースに手間取ったせいで、期限の二週間まで、残すところあと三日になっていた。

　前にいた『ホテル駿河』では新しん鮮せんな魚ぎよ介かい類るいの前菜が殆ほとんどだったから、オレにとってフォアグラはかなり未知の素材と言える。

　さらにすごく高度な技わざを使っているせいで、まったく手も足も出ない。

　……スフレなんか、難しくはないと思っていたのに。

　彼とオレと技術の間には、天と地ほども差があったんだ。

　オレは自分がどんなに思い上がっていたかに気づいて……恥はずかしくなり、そして焦あせりを感じている。

　……本当は一刻も早くスフレを作りたいのに、小田桐は鮎川さんと一いつ緒しよに事務室に籠こもったまま出てこないし……！

　オレはため息をつき、それから肩かたや首がすごく凝こっていることに気づく。

　……ここんとこ、ちゃんと寝ねてないしなあ。

　もちろん、スフレを焼くための残業をしているっていうのもあるんだけど、なによりも小田桐につけられるキスマークのことが気になって気になって。

　しかも眠ねむれたら眠れたで、夢の中でまで小田桐にキスマークをつけられそうになり、驚おどろいて飛び起きちゃったりして。

　……しかしオレ、どうして彼のキスマークなんかがあんなに気になるんだろう？

　……あんなヤツに、ふざけてキスマークをつけられるのが癪しやくだから？

　……それとも、スフレ一つまともに焼けない自分がもどかしいから？

　どちらの理由も、もちろんハズレではないと思うんだけど……なんだか、それだけじゃない気がする。

　小田桐のキスマークは、オレの身体からだのさまざまなところにつけられた。

　ボウタイを外されて首筋のところ。襟えりをはだけられて鎖さ骨こつのところ。そしてさらにはだけて鳩みぞ尾おちのところ。

　そしてキスマークをつけられそうになるたびに、オレは必死で唇を嚙かみ締しめることになる。

　……だって、キスマークをつける前に、彼はまるで味わうみたいにオレの肌はだに何度もキスをして。

　……からかわれてるって解ってるのに、彼の唇が肌を這はう淫みだらな感じに、オレの身体はなぜか熱くなってしまって……。

　オレはまた時計を見上げて、小田桐は鮎川さんと何を話してるんだろう、と思う。

　……ミラノに行っちゃうって、本当だろうか？

　思ったら、なんだか胸がズキリと痛んだ。

　……っていうか。

　オレは手元にある、小田桐が教えてくれたレシピのメモを見下ろしながら思う。

　もしもスフレを完成させられなければ、オレはこのままこの店を辞やめ、故郷に帰ることになるだろう。

　この店、そしてこの店のスタッフをとても好きになってしまったオレは……ここを追い出されたら、もう東京で働く気力すら失うだろうから。

　……もしも、無事にスフレを完成させられたなら……。

　オレは、決心を固める。

　……すぐに彼の豪ごう華かな部屋を出て、アパートを探そう。

　思ったら、なぜか心がツキンと痛む。まるで、出て行きたくない、っていうみたいに。

　……なんで嫌いやがってるんだ、オレの心……？

　……あんな豪華な生活は、彼みたいに成功したグランシェフだけが許されることなんだ。

　……オレみたいな新米シェフが、あんな生活に慣れてしまったら、よくないし！

　……それに、いつまでもオレが部屋にいたら……やっぱり邪じや魔まだろうし……。

　思ったら、また心がズキリと痛んだ。

　店でも、この部屋でも……オレと小田桐はほとんどの時間を一緒に過ごしている。だから解わかったんだけど……今の小田桐の生活には、恋こい人びとのいる気配はない。誰だれかが突とつ然ぜん訪問してくることもないし、夜中に携けい帯たい電話が鳴ることもないし。

　……でも……。

　オレは小田桐の凜り々りしい立ち姿を思い出して、小さくため息をつく。

　ギリシャ彫ちよう刻こくみたいに逞たくましい身体と、男らしいハンサムな顔。シェフとしての名声と、天才的な料理のセンス。

　そしてそれだけじゃなく、彼はいつでも自信に満ち溢あふれて堂々としていて、さらにそれだけじゃなくて結構面めん倒どう見みがよくて包容力もあったりして……。

　オレは、彼がごくたまに見せる、とても優やさしい顔を思い出して一人で赤くなる。

　……しかも……意外に優しかったりするし……。

　……だから。

　オレはレシピを見つめながら、ため息をつく。

　……もしもたまたま恋人がいない時期だとしても、きっとすぐに新しい恋人ができる。

　オレの心が、なぜかズキリと痛んだ。

　……そうしたら、オレはきっと邪魔になるだろう。そうなる前に、ちゃんと自分からあの部屋を出て行かなくちゃ。

　オレの右手が勝手に上がる。そしてシェフコート越ごし、左の鎖骨の上をそっと撫なでる。

　ここは、昨夜、彼の唇くちびるが触ふれた場所。さっき店のトイレの鏡で確かく認にんしたら、オレの肌の上には、彼の唇の跡あとがくっきりと赤く残っていて……。

　オレの身体の奥が、ズキン、と強く、甘く痛んだ。

　……彼は恋人にも、あんなふうに熱ねつ烈れつなキスをするんだろうか？

　……いや、恋人ならきっと、もっと……。

　見たことのない裸はだかの彼が、ベッドの中で、しなやかな身体の誰かを抱だきしめているところがふいに頭をよぎる。

「……あ……」

　オレの心が、なぜかまたズキリと痛んだ。

　……彼みたいなハンサムには、きっとオトナっぽい美青年がお似合いで……。

　思った時、ふいにスー・シェフの鮎川さんの顔がオレの頭に浮うかんだ。

　……そう、鮎川さんみたいな……。

　オレの脳のう裏りにあった画像が、小田桐と鮎川さんが抱き合っている図に変へん換かんされてしまう。

　小田桐はとてもセクシーな顔をして鮎川さんの肌に顔を寄せ、鮎川さんはそのしなやかな身体をのけぞらせて、とてつもなく色っぽい顔をして彼のキスを肌に受け……。

　オレは慌あわててかぶりを振ふって、その妄もう想そうを吹ふき飛ばそうとする。

　……たしかに小田桐と鮎川さんはとても信しん頼らいしあっている気がする。だけど、まさか実は愛し合ってましたなんてこと、あるわけが……。

　オレは、あるわけないじゃないか、と思おうとするけど……なぜか、二人の画像が脳裏に焼きついてしまう。

　……だって、あの二人が並んでいるところはいつ見てもグラビアみたいに麗うるわしくて。

　……逞しいハンサムの小田桐と、しなやかな身体をした美人の鮎川さんは、誰がどう見てもお似合いで……。

　オレの心が、なぜか壊こわれそうなほどにズキリと痛んだ。

　……なんでショックを受けてるんだ、オレ……？

　オレは自分の反応に気づいて、自分で驚いてしまう。

　……これじゃあまるで、小田桐に特別な感情でもあるみたいな……？

　そう思ったら、オレの心がズキリと甘く痛んだ。

　……しかもなんで、つらくなってるんだ、オレ……？

「今夜も居残りでスフレか？　もう上手にできるようになったんだろう？」

　スイングドアが開いて、セーターとジーンズに着き替がえた一宮さんが顔を出す。

　その後ろから、革かわのライダースジャケットを着た郷田さんが顔を出す。

「そろそろ完成か？　一昨日おとといの試作品、かなりいいセン行っていたし」

　郷田さんの言葉に、オレは昨夜のことを思い出してがっくりと肩を落とす。

「どうした？　元気ないな」

　入ってきた一宮さんに顔を覗のぞき込まれて、オレは思わずため息をついてしまう。

「オレ、本当にまだまだです。……たった一度賞を獲とったくらいで自分は天才だなんて思い上がってたなんて……なんだか、自分がすごいガキでバカって感じです」

　思わず漏もらしてしまうと、近くにいた郷田さんが驚いたように、

「へえ。おまえにそんな殊しゆ勝しような言葉が言えるなんて」

「殊勝って言うか……」

　オレはまたため息をついて、

「……それがきっと真実なんです。オレ、ホントにただの駆かけ出しでした」

「ふうん」

　郷田さんが腕うでを組んでオレの顔を見ている。それから唇の端はしにちょっと笑えみを浮かべて、

「まあ、少なくとも根こん性じようはあるかもな」

「え？」

「あの小田桐さんの特訓を毎晩受けているんだろう？　なかなかできるもんじゃない」

　いつも厳しい郷田さんの声。だけど今は、ほんの少しだけ感心したような響ひびきが混ざっている気がする。

「小田桐さんの特訓って、そんなに厳しいんですか？」

　一宮さんの言葉に、郷田さんは真面まじ目めな顔のままで深くうなずく。

「厳しい。おれですら、涙なみだが出そうになった」

　郷田さんの言葉に、一宮さんが感心したように、

「なるほど。きゃんきゃん吠ほえる仔こ犬いぬみたいだと思っていたが……グランシェフのその激しいしごきで、ちょっとはオトナになったというわけか」

　その時、スイングドアが開いて、小田桐が入ってきた。

　彼の後ろに鮎川さんがいたことに気づいて、オレはなぜだか泣きそうになる。

　……本当にお似合いだよね、この二人。

　オレは、麗しい二人の姿を見ながら思う。

　……だけど、どうしてオレがそれで泣きそうにならなきゃいけないわけ？

　そして。泣きそうになったのは、それだけでなく。

「なんか違ちがう」

　スフレを味見したオレは、さらに泣きそうになりながら呟つぶやく。

「……なんでだろう？」

　オレはため息をつき、それからそれどころじゃない、と思う。

「ともかくもう一回……」

「待て」

　黙だまって見ていた小田桐が、ふいに言う。

「原因が解らないのに何度作っても、また同じことになるだけだ」

　その言葉に、オレは動きを止める。

「たしかにそうかも…」

「料理に奇き跡せきはない。たまたま美味なものができた、などということはあり得ないんだよ」

　彼の言葉に、オレは思わず聞き入る。

　彼といる時間が長くなるにつれてオレにはだんだん解ってきていた。

　ぶっきらぼうな話し方とその端たん整せいすぎる顔立ちのせいで叱しかられてるとか因いん縁ねんつけられてるとか誤解してしまいがちだけど、彼の言葉はとても深い。

　そしてそれだけじゃなく、実はとても優しい。

　彼は、その漆しつ黒こくの瞳ひとみでオレを真まっ直すぐに見つめて言う。

「あるのは素材に関する知識、情熱、そして経験の長さ」

「経験の長さ……」

　オレは呟き、それから苦く笑しようする。

「オレみたいな青二才にはこんな難しい前菜、やっぱり無理なのかなあ」

　思わず言ってしまってから、慌てて、

「別に愚ぐ痴ちったり弱音を吐はいたりしてるわけじゃないから！　ただの独り言！」

　小田桐はオレの言葉に小さく笑い、それからふいに言う。

「そういえば……この店でディナーを食べたことがないんだったな？」

「うん。ランチは昔、父さんに連れられて一度だけ食べたんだけど」

「じゃあ、フォアグラ寿ず司しは？」

　それはこの店の前菜の中で一番高額のメニューで、小さなお寿司が四貫かんで四千九百円もする。だけどお金持ちの常連は予約をしてまで必ず食べる名物だ。

「すごく興味はあるけど……」

「スフレももちろん自信作だが、フォアグラをそのまま味わうなら、これが一番のお勧すすめだ。大きな上等のフォアグラが届いた時にしか食べられないので、店でもなかなか置けないメニューなんだが」

　彼は届いたばかりの冷蔵ボックスを叩たたいて、

「幸いにも、今はこの最上級のこれが手に入ったばかりだ。食べてみたいか？」

　オレは、厨ちゆう房ぼうで嗅かいだことのあるあの香こうばしい香かおりを思い出して、思わず唾つばを飲み込んでしまう。

「もちろん食べてみたいよ。だけど……めちゃくちゃ高いメニューだし……」

「たしかにこのフォアグラを買う金を払はらったのはミラノ本社だ。だが、本当にうまいかどうか味見をしてみなくてはならない」

　彼はいたずらっぽい顔で俺に向かって片目をつぶる。

「いつも本社にはこき使われている。二人分のフォアグラくらいサービスしてもらわないとわりにあわない」

「もしかして、盗ぬすみ食いする気？」

「味見だと言っただろう？　ああ、食べたくないのなら無理にとは言わないが？」

「いえっ、もちろん食べたいですっ！」

　オレが言うと、彼は楽しそうに笑う。

「味に対する探究心を忘れない。それでこそ新米シェフだ」



　　　　＊



　ジュウ、という音を立てて、バルサミコと蜂はち蜜みつの入ったソースが石の上で焼ける。

　そして厨房にふわりと広がる、とんでもなく香ばしい香り。

「……すっごい、いい香り……」

　オレは陶とう然ぜんとしてしまいながら言う。彼は石の載のった陶とう器きの皿を持ち上げながら、

「危ないから、先に席に座ってろ」

　オレは彼の邪じや魔まにならないように慌あわてて厨房を出て、いつもの席に座る。

「お待たせいたしました」

　彼がわざと気取った声で言い、大きな陶器の皿をテーブルクロスの上に置く。

「うわあ！」

　ふわりと上がる湯気と、香ばしい香り。

　とろりとした艶つやのある美しいフォアグラ。

　黒曜石の色のソースが石の上であわ立ち、にぎやかな音を立てている。

「さっさと箸はしを持て。時間との勝負だぞ」

　彼の言葉に、オレは慌てて箸を持ち上げる。

「いただきます！」

　彼は向かい側の席に座りながら、自分も箸を持ち上げる。

「どうぞ召めし上がれ」

　彼が言いながら、フォアグラに手を伸のばす。

「あっ、それ一番大きくない？」

　オレが言うと、彼は可笑おかしそうに笑って、

「まったくがっついたオコサマだな。グランシェフに対する礼れい儀ぎはどうした？」

「今だけは別！」

　オレは言って、彼が狙ねらっていたフォアグラを箸で摘つまみ上げる。

「こら、取ったな？　じゃあ俺はこれだ」

　彼は言いながら、隣となりにあるフォアグラを持ち上げる。

「こっちのほうが大きいしな」

「ええっ、そう言われるとそんな気がしてくる！」

「いいから食え」

　彼は笑いながら言い、自分のフォアグラを軍ぐん艦かん巻きのご飯の上に載せる。

　オレは彼のまねをして自分の分のフォアグラ寿司を作り、そしてそれを箸で摘み上げる。

「これ一個で……千二百五十円？」

　思わず呟いてしまうと、彼は自信たっぷりの笑みを唇くちびるに浮うかべる。

「たった千二百五十円で、天国にいけるんだ。安いものだろう？」

　……天国……？

　オレは、目の前にある美しいフォアグラを見つめながら思う。

　……たしかに、これなら天国にいけるかも……？

　思いながら、自分の分のフォアグラ寿司を口に運ぶ。

「熱いから気をつけろよ」

　彼に言われて、口を尖とがらせてフーフーと息を吹ふきかける。

　それから、ゆっくりと口を開いて、それを一口で口に入れ……。

　ふわ、と口こう腔こうに広がる香ばしいソースの香り、そして舌の上でトロリと蕩とろけるフォアグラの濃のう厚こうな味わい。

「……んっ……！」

　オレの心臓が、トクン、と高鳴った。

　……たしかに……。

　オレは思わず目を閉じてしまいながら思う。

　……これは、天国だ……。

「何年も前から予約して、このレストランに来るお客さんの気持ち……よく解わかるかも」

　オレは目の前にいる彼を見つめながら、思わず言う。

「だって、この店で、あなたの料理を食べると……なんだかめちゃくちゃロマンティックな気持ちになるもん」

　彼は嬉うれしそうな顔でクスリと笑う。

「褒ほめてくれてありがとう。だが……」

　そしてなんだかすごくセクシーな目になって言う。

「……今夜の残業代は、きちんと取り立てるからそのつもりで」

　……なんだか……。

　オレの鼓こ動どうがどんどん速くなる。

　……オレの身体からだまで、蕩けそう……。
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　彼のシェフコートのボタンをすべて外し、ゆっくりとそれをはだける。

「……あ……」

　彼が恥はずかしげに声を上げ、それから唇を嚙かんで横を向く。

　少年と青年の中間のようなその上半身は……まるで彫ちよう刻こくのように美しかった。

　象ぞう牙げ色をした、美しい肌はだ。

　筋肉の影かげを見せる、少しの緩ゆるみもない平らな腹部。

　ギュッと細く引き締しまった少年のようなウエスト。

　シェフズボンをローライズ気味に穿はいているために、美しい形の小さな臍へその下にも、下腹が三センチほど見えている。

　そして……。

　平らな胸の先せん端たんにある、仔こ猫ねこのそれのように小さな、薄うすい桜色の乳首。

　服をはだけられた寒さのせいか、それとももっと別のことが原因か……彼のその胸の飾かざりが、半分尖りかけている。

「今夜は……」

　俺は囁ささやいて、彼の滑なめらかな腹の上にそっと手のひらを載のせる。

「どこにキスマークをつけて欲しい？」

　触ふれるか触れないかの軽い感かん触しよくで、その平らな腹をそっと撫なでる。

「……あ……っ」

　それだけで、手のひらに彼の筋肉が、ヒクリと反応するのを感じる。

　彼の肌の絹のような手て触ざわりと、子供のような高めの体温が……俺の必死で押し殺している欲望をいやおうなしに搔かき立ててくる。

「どうせ……」

　彼が、かすれた声で囁き返してくる。

「オレが何を言ったって、自分の好きなところにするんだろ？」

「よく解ってきたじゃないか」

　俺は囁いて手のひらをさらに滑すべらせ、その小さな臍の上まで手のひらを滑らせる。

「……あ、やめ……っ」

　彼はくすぐったそうに身体を震ふるわせ、シェフズボンの腿ももを擦こすり合わせる。

「……くすぐったいだろ……っ」

　そう訴うつたえるが、それだけでない証しよう拠こに彼の肌がふわりと熱さを増してくる。

「……遊んでないで、するなら、早くしろってばっ……」

　彼の囁き声が、どこか甘さを含ふくんできている。

　そして……彼の胸の上の乳首が……。

　俺の身体を、ズキン、と甘い欲望が貫つらぬいた。

　さっきまで育ちかけだった彼の乳首は、まるで俺の手のひらに感じてしまったかのように、ツン、と先端を尖らせていた。

　そして、まるで誘ゆう惑わくするかのように、赤みを増していて……。

　……ああ……なんて子だ……。

　俺は理性を総動員して、必死で彼の乳首から目をそらす。

　そうでないと、今すぐにその乳首にキスをし、舌でたっぷりと愛あい撫ぶし、そして思うさま吸い上げてしまいそうで……。

「……く……ん……っ」

　俺の視線が熱くなったことを感じるのか、彼の肌に、ざわ、と細さざ波なみが走った。

「……もう、見るなってば……っ」

　彼はその頰ほおを恥ずかしげに染めながら言う。

「……男のオレの裸はだかなんか見たって、少しも面おも白しろくないだろ……っ？」

「ずっと秘密にしていたことを、一つ、白状する」

　俺は、彼の顔を見つめながら言う。

　……ああ、これを言っても、怯おびえられるだけなのに……。

「俺はゲイで、恋れん愛あい対象は男だけだ」

　和哉が、驚おどろいたように目を見開く。

「……え……？」

　これ以上彼を怖こわがらせないために、俺は素す早ばやく顔を下ろし、彼の美しい臍の下にそっとキスマークを刻む。

　彼の身体が、ヒクン、と跳はね上がり……オレは欲望を抑おさえ込むのに苦労する。　>>>♥

「だから、男の身体に触れるのは、とても楽しいんだよ」

　俺は身を起こし、冗じよう談だんめかした声で言ってやる。

「ええと……」

　和哉が、とても混乱した声で言う。

「……それって、冗談？」

「さあね」

　俺は肩かたをすくめて、踵きびすを返す。

「今日はおしまいだ。さっさと着き替がえてこい」







鷹野和哉







　小田桐のキスは、日に日にその熱さを増し、上と下から淫みだらな部分に近づいてきていた。

　二の腕うでの内側、足首、鳩みぞ尾おち、膝ひざの裏側……。

　そしてオレは、彼のキスがだんだん嫌いやでなくなってきている自分に気づいてしまう。

　ごく軽いキスマークだから一日もあれば消えてしまうんだけど……シャワーを浴びながら、鏡で彼のキスマークを確かく認にんするたび、なぜか身体が熱くなって……。

　脱だつ衣い室で服を脱ぬいだオレは、バスルームに入る曇くもりガラスのドアの前で一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよする。

　だって、このドアを開けたら真正面には大きな鏡があって……。

「……う……」

　今夜のことを思い出すだけで、オレの鼓動が速くなる。

　……彼はオレのシェフコートのボタンを全部外し、それをはだけて……。

　上半身が直接空気に触れる感覚、そして彼の視線が肌の上を滑る感じ。

「……あ……っ」

　心臓が、トクン、と熱く跳ね上がる。

　彼の視線はとても強くて……見られるだけでその場所が熱くなった。

　オレの乳首が、その時のことを思い出して、キュンッ、と甘く痛む。

「……ん……っ」

　男であるオレは、こんな場所を意識したことなんか一度もなかった。もちろん、こんな場所で感じたことも。

　……でも……。

　オレは思わず両手を上げ、手のひらを自分の胸の上に滑らせる。

「……ん……っ」

　指先が乳首の先端に微かすかに触れただけで、オレの唇くちびるから切せつ羽ぱ詰つまった声が漏もれた。

　……ああ、オレ、男なのに、こんなところで感じちゃってる……？

　たしかめるために指先で乳首を撫でると、そこから怖いほどの快感が湧わき上がる。

「……んく……っ」

　オレの両方の乳首は、それだけのほんの軽い接せつ触しよくだけで、まるでねだるようにツンと硬かたく尖とがってしまっていて……。

　……ああ、男なのに、こんなところがこんなふうになるなんて……。

　乳首をジンと痺しびれさせている感覚は、彼の目の前に肌をさらしたあの時と同じ。

　……きっとオレ、あの時もこうやって乳首を勃たてちゃってた……。

　オレは、恥ずかしさに泣きそうになりながら思う。

　……彼に、気づかれちゃっただろうか……？

　消えてしまいたいほど恥はずかしい。でも……。

　身体からだの奥から、不思議な熱いモノがこみ上げてくる。

　それはオレの脚あしの間のある部分に、キュウッと凝ぎよう縮しゆくしてきて……。

　……ああ、これって……？

　オレの両手が、肌はだの上をゆっくりと滑り下りる。

　鳩尾、お腹、そして……。

「……ああっ！」

　オレの両手が、脚の間の欲望の上に滑り落ちる。

　そしてオレは、自分が乳首だけでなく、欲望も硬くしてしまっていたことに気づいた。

「……あっ！」

　思わず鏡を見てしまったオレは、自分の欲望の先せん端たんが、彼が臍へその下につけたキスマークに届きそうなほど硬く反り返っていることに気づいた。

「……ああ……っ！」

　オレは、自分がふいに激しく発情していることに気づく。

「……あっ、ああっ、ああ……っ！」

　屹きつ立りつを覆おおった手が、勝手に上下し始める。

　そしてもう片方の手が、硬くなった乳首に触ふれて……。

「……ああ……っ」

　オレの唇から、切羽詰まった喘あえぎが漏れた。

　オレはもう、我を忘れて、自分を愛撫してしまう。

　先走りの蜜みつを垂らす屹立を扱しごき上げ、硬くなった乳首を指先で摘つまんで……。

『俺はゲイで、恋愛対象は男だけだ』

　今夜囁ささやかれた彼の言葉を思い出す。

『だから、男の身体に触れるのは、とても楽しいんだよ』

　まるで誘惑するような言葉、甘い声。

「……あっ、あっ、あ……っ！」

　……きっと彼は冗談で言ったに違ちがいない。

　……でも……。

「……ああっ、宗一郎……っ」

　オレの唇から、呼んだことのない彼の名前が勝手に漏れた。

「……イク……っ！」

　オレの屹立の先端から、ピュッと白い蜜が飛び、鏡を汚よごした。　>>>♥

「……くうん……っ」

　達する時に思い出したのは……オレの肌にキスをする時の、セクシーな小田桐の顔。そして彼の唇の感かん触しよく。

「……あっ、ん……っ！」

　オレの絶頂はまだ止まらず、先端から、さらに蜜の残りが溢あふれてしまう。

「……宗一郎……っ！」

　座り込みそうなほど感じてしまいながら、オレは思う。

　……もしかしてオレ、いつのまにかあの男のことを……？

　その考えは、オレの心に確信として降りてくる。

　……初めて会った時からずっと忘れられなくて。ずっとずっと彼のことばかり思っていて。

　……恋こいに不慣れなオレは気づくことができなかったけれど、もしかしてあの気持ちは……オレの一ひと目め惚ぼれみたいなものだった？

　……一目惚れした彼に認められたくて、オレは今までがんばってきたんだろうか？

　……でも。

　オレの心は暗く沈しずむ。

　……オレたちは男同士だし、あんなにモテる彼が男のオレになんか興味を持つわけがない。

　……なんでこんな気持ちになっちゃったんだろう？

　……そしてどうして気づいちゃったんだろう？

　オレは、シャワーで汚れた鏡を洗い流しながら、一人で泣いてしまう。

　……でも……。

　降り注ぐシャワーの下、手の甲こうで涙なみだを拭ぬぐいながら思う。

　……泣いている時間なんかない。せめて彼に軽けい蔑べつされないように、約束の前菜だけは作り上げなくちゃ……。



　　　　＊



「……できました」

　オレは言いながら、皿をテーブルに置く。

　オレと小田桐は、そのまま家に帰らずに店にいた。

　オレは数え切れないくらいのスフレを作り、小田桐はそれを試食し続けていた。

　材料を切り、混ぜ、あわ立て……オレの肩かたはガチガチに凝こり、目は疲つかれすぎてちかちかしている。

　……でも、弱音を吐はくわけにはいかないんだ……！

　小田桐はオレの後ろに立ち、オレがスフレを作るところを黙だまって見続けていた。

　そしてスフレが出来上がると、おもむろに厨ちゆう房ぼうを出て、彼の特等席に座ってオレがスフレを運ぶのを待った。

　同じ味のスフレばかりを食べ続けてもう飽あき飽きしているだろうに、彼は不平も皮肉も言わなかった。

　今日の試験に落ちたらオレはこの店にいられなくなる……そう思ったらめちゃくちゃに焦あせり、緊きん張ちようしそうだったけど……でも彼が落ち着いた様子でいてくれるのが、なんだかすごく心強かった。

　……彼はきっとオレの成功を信じてくれている。

　……だからオレも、焦らずに、集中して、彼の味を忠実に再現しなくてはいけないんだ。

　オレは何皿目かも忘れてしまったスフレの皿を持ち、厨房から出る。

　店の中を横切って、彼が座っているいつもの席に近づく。

「できました」

　小田桐は、置かれた皿と、オレの顔を交こう互ごに見比べる。

「味見は？」

　彼の言葉に、オレはうなずく。

「……一応……厨房で」

「出来はどうだった……とは、聞かないでおいてやる」

　彼は言いながら、フォークを取り上げる。

　彼の手が優ゆう雅がに動き、スフレを二つに割る。

　……う……。

　その切り口が、彼の作ったものみたいにトロリと滑なめらかじゃなくて、ちょっとゴワゴワした感じになっているのを見て、オレはドキリとする。

　……さっき食べた時、味はかなりいいと思った。でも、なんだか舌した触ざわりがイマイチで。

　彼は黙ったまま切り口を見下ろし、それからフォークでゆっくりとスフレを刺さし、それを口に運ぶ。スフレを口に入れ、一いつ瞬しゆん考えるように動きを止めてから、おもむろに咀そ嚼しやくする。

　……ともかく、味はよかったんだ。

　……もしもここが小田桐の店でなければ、きっとオッケーがもらえるだろう。

　オレは、彼の男っぽい顎あごのラインを見つめながら思う。

　……でも……。

　彼は飲み込む前に一瞬動きを止め、それからそれをゆっくりと飲み込む。

「……味は、かなりよくなった」

　おもむろに言うけれど、お皿の上に残ったスフレをそのままにして腕うでを組んでしまう。

「だが……」

　彼はそこで言葉を切り、厳しい目をしてオレの顔を見上げてくる。

「この先を、自分で言ってみろ」

　……見み抜ぬかれた……。

　オレは思い、観念して言う。

「舌触りがいまいちだった。なんだかゴワッとしている感じで。もしもあなたの作るスフレの舌触りが滑らかなシルクだとしたら、オレの作ったそれは……織りの粗あらい麻あさ布ぬのみたいな」

　彼は黙ったままオレの顔を見上げている。オレはため息をついて、

「きっと混ぜ方が、あと少しだけ足りなかったんだと思う」

　彼はうなずき、それから手を上げて腕うで時ど計けいを見る。

「そろそろ五時半だ。練習は、これが最後になるだろう」

　言って座ったままでオレの顔を真まっ直すぐに見上げてくる。

「俺はここで待っている。次こそ、この店のスタッフ全員がうなるような完かん璧ぺきなスフレをもってこい」

「はい」

　オレはうなずき、彼の前に置かれた皿を持ち上げて踵きびすを返す。

「……和哉」

　後ろから呼ばれた声に、オレは振ふり返る。

　彼はなんだか胸が痛くなるような真しん摯しな目をしてオレを見つめていた。

「俺は、おまえの技量とセンスと根こん性じようを信じてこの店に入店させた。そして、おまえと一いつ緒しよにずっとここで働きたいと思っている。……おまえはどうだ？」

「オレもです。だから負けません」

　オレは深くうなずいて、踵を返す。

　……そうだ、オレを信じてくれた彼のためにも、オレは完璧なスフレを作り上げなくちゃならないんだ。

　オレの脳のう裏りを、相模原さんが言っていた『小田桐さんがミラノに行ってしまうかも』という言葉がよぎる。

　オレは慌あわててかぶりを振って、その考えを頭から追い出した。

　……彼が、オレたちを置いてどこかに行ってしまうわけがない。

　……彼は、一緒に働こうって言ってくれてるんだから。

　オレは皿に残ったスフレをゴミ箱に捨て、汚よごれた皿をシンクに入れる。

　山のようになった皿に、彼がどんなにたくさん試食をしてくれたかを思い出す。

　……彼のためにも、オレはやりとげなくてはならないんだ！

　そして。

　約束の二週間目、その朝がきた。

「できました。お願いします」

　小田桐はうなずいてスプーンを上げ、フォアグラのスフレを一口食べる。

　それから、また一口。

　そしてそのまま……完食してしまった。

「……あ……」

　彼が完食してくれるのはこれが初めてで。

　オレの鼓こ動どうが、どんどん速くなって。

　……もしかして……。

「素す晴ばらしい。よく頑がん張ばったな」

　彼が言いながら立ち上がる。

　そして腕を伸のばして、呆ぼう然ぜんとしているオレを抱だき寄せる。

「……あ……」

　彼はそのまま、愛いとおしげに顔を近づけてきて……だけどふいに苦く笑しようしてオレを放はなす。

「前菜は完成したんだ。もうキスマークをつける機会もなくなるな」

　その言葉に、オレはなぜか突つき放されたような寂さびしさを感じてしまう。

　……キスマークをつけさせろっていう条件は、彼にとってはただの冗じよう談だんだったんだ。

　なのにオレ、一人でこんな気持ちになってしまうなんて……。

「俺のためにも、今日の試験は頑張ってくれ」

　彼に言われてオレは深くうなずく。

　……彼の威い信しんを傷つけないためにも、オレは頑張らなくちゃいけないんだ！

　そして、その日の閉店後。

　スタッフ全員の見守る中でオレは『フォアグラのスフレ　バルサミコ酢すとハチミツのソース　三種の木の実のクロッカン添ぞえ』を完成させた。

　そして全員の拍はく手しゆをもらって……店に残ることが決まったんだ。

「悔くやしいけれど、見所のある新人だと認めるよ」

　鮎川さんの言葉に、オレはとても嬉うれしくなる。

　……ああ、これからずっと小田桐のそばで働くことができるんだ。

　……でも……。

　オレの心が、ズキズキと痛む。

　……オレ、この複雑な感情を、どうすればいいんだろう……？



　　　　＊



「あんな勝負を持ち出したぼくは大人げなかった。彼にも悪かったと思っています」

　すべての片づけを終え、更こう衣い室に向かおうとしたオレは、事務所の中から聞こえてきた声に思わず立ち止まってしまう。

　それは……なんだかとても苦しげな、鮎川さんの声で。

　……もしかして、オレの入店にまだ反対してる……？

　オレは急に心配になって、いけないと思いながらもついつい聞き耳を立ててしまった。

「だがそのおかげで、和哉は少しだが成長した」

　小田桐の言葉に、鮎川さんはさらにつらそうな声で言う。

「正直に言います。あなたが彼をあまり愛おしげに見るから……ぼくは、彼に嫉しつ妬としてしまったんです」

　鮎川さんの言葉に、オレは驚おどろいてしまう。

　……嫉妬？　どうして鮎川さんがオレに？

「その意味が解わかりますか？　ぼくは、ずっと前からあなたを愛してたんですよ」

　鮎川さんの告白に、オレは思わず後ずさる。

　……鮎川さんが？　小田桐を？

　オレは驚きのあまりよろけ、それから慌てて更衣室に向かう。

　……オレはやっと一品だけ前菜を作れただけのただのオコサマ。

　……そして鮎川さんは小田桐の右みぎ腕うでを務めるほどの才能の持ち主で、しかもあんなに美しくて……。

　そう思ったら、オレの心が壊こわれそうなほど痛んだ。

　……鮎川さんみたいな美人なら、男でもきっと恋こい人びとにしたいと思うだろう。

　オレは泣きそうになりながら思う。

　……小田桐は……鮎川さんのことをどう思っているんだろう？

　鮎川さんは、小田桐とは料理学校時代からの知り合いだと聞いた。

　……もしかして、小田桐も鮎川さんのことをずっと……？

　そして、その夜。

　オレは部屋に閉じこもったまま、一歩も外に出なかった。小田桐が部屋の外で、コーヒーをいれるが飲むか？　と言っているのが聞こえたけれど、寝ねたふりをして答えなかった。

　そして次の朝は『用事があるから先に出る』という書置きを残して、始発に乗って一人で店に出た。そして、店にいる間ずっと、オレは小田桐の顔を真まっ直すぐに見ることがどうしてもできなくて……。

　……だって、彼の顔を見るだけで、そのまま泣いてしまいそうで……。



　　　　＊



「おいおい！　とんでもないニュースを聞いてしまったぞ！」

　グラン・パティシエの一宮さんが言いながら厨ちゆう房ぼうに飛び込んできたのは、ランチの時間が終わり、ディナーの仕込みが始まるまでの短い休きゆう憩けいの時だった。

　小田桐と鮎川さんは、何か話があるみたいで、休憩が始まったとたんに二人分の賄まかないをトレイに載のせて運び、そのまま事務室に閉じこもってしまっている。

　あの二人は何をしてるんだろう、と思っただけで、なんだか泣きそうになってしまって。

　いつもうるさいオレが無口なことにみんな気づいてくれているみたいで、郷田さんと相模原さんはやたら気を遣つかってオレに話しかけてくれていて。

　だけどどうしても楽しそうな顔ができないオレは、そんな自分にますます落ち込んでいて。

「うるさいぞ、一宮。おまえの言うことだからどうせくだらないニュースなんだろう？」

　郷田さんが、興奮している一宮さんに向かって言う。だけどやっぱり興味があるみたいで、

「いちおう聞いておく。とんでもないニュースというのはなんだ？」

「やっぱり興味があるんじゃないか」

　一宮さんがブツブツ言ってから、いやそれどころじゃない、と顔を上げて、

「小田桐さんが、ミラノの本店に、本当に呼び戻もどされるかもしれないらしいぞ！」

　その言葉に、オレは信じられない気持ちで固まる。

　……彼が……ミラノに？

　全身からサアッと血の気が引いていくのが解る。

　……噓うそ……だよね……？

　オレは思い……それからハッとする。

　……小田桐と鮎川さんが、二人きりで事務室に閉じこもっているのは、そのことがあるからじゃ……？

　……もしかして小田桐は鮎川さんに『ミラノについて来てくれ』とか言っているのかも？

「まさか、そんなことはないでしょう？」

　メートル・ド・テルの尾形さんが、信じられない、という顔で言う。

「ミラノ本店のグランシェフはたしかに小田桐さんの師し匠しようではありますが『リストランテ・ラ・ベランダ・ミラノ』と『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』ではメニューも味もまったく違ちがいます」

「それでもいいと言ってきたらしい。おれ、このニュースをミラノ店のメンバーから聞いたんだぜ？　グランシェフは郷田さんが引き継つぐんでしょう？　とか言ってたけど……」

「おれが？　聞いてないけど！」

　郷田さんが驚いたように言う。相模原さんが、

「こういう異動命令は急だからね。今日あたり発表されるんじゃないのかな？」

　……小田桐が、ミラノに行ってしまう？

　オレは、そのニュースにめちゃくちゃショックを受ける。

　……一いつ緒しよにこの店で働こうと言ってくれたあの言葉は、ただ、オレを励はげますために言った噓だったのかよ？

　……もしかして……。

　オレはなんだか泣きそうになりながら思う。

　……小田桐がオレにあんなに親切にしてくれたのは、日本に残るはずのメンバーの手助けをしてくれ、と言いたかったから……？

　バン！

　いつものように乱暴にスイングドアが開き、小田桐が入ってくる。

「……あ……」

　彼の姿を見るだけで、オレの心が壊れてしまいそうに痛んだ。さらに……。

　小田桐の後ろには、鮎川さんがいた。彼はまるで小田桐の恋人みたいにしっかりと彼の後ろによりそっていて……。

　ズキン！　とまた心が疼うずく。

　……一宮さんは『この店のグランシェフは郷田が引き継ぐかも』って言った。ってことはもしかして……。

　厨房に入ってきた鮎川さんが、チラリとオレを振ふり返る。

　オレは彼ととても目を合わせられなくて、慌あわてて目をそらしてしまう。

　……もしかして鮎川さんは小田桐と一緒にミラノに行くの……？

　……そして、ミラノで二人の生活が……？

　目の奥がツンと痛んでいきなり泣いてしまいそうになる。

　胸を震ふるわせてくるような、小田桐の美声。

　とてもあたたかなその手のひら。

　そして覗のぞき込んでくる優やさしい黒い瞳ひとみ。

　……これからは、彼のすべては、鮎川さんのもので……？

　オレはもう我が慢まんできなくなって、厨房を飛び出した。

　スイングドアの向こうにいた尾形さんが、驚いたように、

「買い物？　あと十分で午後のミーティング始まるけど？」

「すみません！　ちょっとトイレ行ってきます！」

　オレはマヌケなことを叫さけんで、そのまま誰だれもいない更こう衣い室に駆かけ込んだ。

「……う……っ」

　一人になった途と端たんに、涙なみだが溢あふれてくる。　>>>♥

　……ずっと憧あこがれていた小田桐から、料理の作り方を親切に教わった。それは新米シェフのオレにとっては身に余る光栄で。

　……しかも彼の部屋に居い候そうろうまでさせてもらって……。

「……なのに、何が不満なんだよ……？」

　オレはドアに背を預け、一人で呟つぶやいてみる。

「……それに、彼のプライベートにまで口を出す権利、オレにはあるわけがないし……！」

　呟いた言葉の語ご尾びが、急に震える。

　すっかり見慣れてしまった更衣室の景色が、フワリと涙で曇くもった。

「……あ……なんで……？」

　オレの頰ほおを、熱い涙が一筋、ゆっくりと滑すべり落ちた。

「……なんで泣くことあるんだよ……？」

　オレは手のひらで涙を拭ぬぐいながら、自分で自分に言い聞かせる。

「……尊敬しているグランシェフと、尊敬しているスー・シェフが、ミラノに栄転する。二人はきっと幸せになるはずだ。だから、素す直なおに祝福してあげなくちゃ」

　……だけど……。

　オレの涙は、そんなことできない、というようにさらに溢れてきて……。

「……やっぱりオレって、経験不足のダメなオコサマだ」

　オレは、その場にズルズルと座り込みながら呟く。

　……ああ、今すぐに死んでしまいたいほどつらい。



　　　　＊



　それからオレは小田桐の顔が見られなくなり、彼を避さけるようになっていた。

　小田桐はオレを摑つかまえては、なぜかすごく苦しげな声で聞いてくる。

「キスマークが増えなくなることが、嬉うれしいか？」

「もちろん、嬉しいに決まってる！　あれに耐たえたのは勝負に勝つためだったんだし！」

　オレが言うと、彼はなんだかめちゃくちゃ苦しげな顔をする。

　……あなたには鮎川さんがいるじゃないか！

　……なんで、そんな寂さびしそうな顔でオレを見るんだよ？

「今夜から三日ほど、ミラノに行って来る」

　閉店後のミーティングで言われた小田桐の言葉に、オレたちは思わず息を呑のむ。

　……やっぱりあの噂うわさは本当だったのか？　彼がミラノに行くのはイタリア本店配属の辞令を受けにいくから？

　ショックで呆ぼう然ぜんとしながら帰路につくオレを、ビルの下で呼び止める人がいた。

「話がある。付き合ってくれ」

　そこにいたのはあの鮎川さんだった。

　……オレは逃にげてしまったけれど、あの後、彼は小田桐とどんな話をしたんだろうか？

　二人はもう恋こい人びと同士になっていて、イタリアでは甘い生活を送るんだろうか？

　そう思ったらめちゃくちゃ苦しくなって、彼と二人きりになるのがつらい。だけど断ることもできなくて……。

「明日は定休日だ、少しくらいいいだろう？」

　そう言いながら、鮎川さんはオレを一いつ軒けんの落ち着いたワインバーに連れていった。

　すごく高級そうな店で、上品にワインを楽しみそうな鮎川さんのイメージにはぴったりだけど……鮎川さんはなぜかめちゃくちゃなペースでワインを空けていく。

　……いったいどうしたっていうんだ、この人？

「明日、小田桐さんがイタリアに行くのは……イタリア本店配属の辞令を受けるためだっていうのは本当ですか？」

　そして彼のペースにつられて飲み、酔よっぱらったオレは、思わず聞いてしまった。

　鮎川さんは、オレを真まっ直すぐに見つめて、

「……だったらどうする？」

　……それはとてもつらいけど、でもオレがそんなことを言えるわけがなくて。

「鮎川さんも一緒にイタリアに行くって噂を聞きました。だったら栄転ですよね？　おめでとうございますと言わなくちゃ」

　オレの言葉に、彼は自じ嘲ちよう的に笑う。

「その噂は噓うそ。ぼくにイタリア本社への辞令は出てないよ」

　その言葉に、オレは驚おどろいてしまう。

「そう……なんですか？」

「少なくとも、ぼくは日本に残る。でも、グランシェフはイタリアに行ってしまう」

　鮎川さんは、オレを真っ直ぐに見つめて言う。

「だとしたら君はどうする？」

　彼の真面まじ目めな顔に、オレはドキリとする。

　……なんだか……気持ちを見み抜ぬかれてしまっているみたいな……？

「明日出発して辞令を受けたら、もう断れない。『リストランテ・ラ・ベランダ』を経営しているガラヴァーニ一族の権力は強大だ。逆らったら料理界にはいられなくなる」

「そんな……」

「今夜、彼が出発するまでが最後のチャンスだよ」

　彼の言葉にオレは驚いてしまう。

「それって……うぐ！」

　彼が手を伸のばして、オレの鼻をキュッと摘つまんだんだ。

「ぼくが告白するところ、盗ぬすみ聞きしてただろ！　白状しろ！」

　鼻をキュウキュウ摘まれてオレは痛さのあまりうなずいてしまう。

　彼は、オレの鼻から手を離はなし、深いため息をつく。

「だから態度がおかしくなったんだな？　そのせいでグランシェフまでヤケクソになるし」

「ヤケクソ？」

「ヤケクソで、ミラノ本店のシェフを引き受けようとしている。君の顔を見ているのが苦しくて、そこから逃のがれたくて……だからミラノに行ってしまおうとしているんだ」

　彼の言葉の意味が解わからずに、オレは呆然とする。

「え？」

「まだわかんないのか、このバカオコサマ」

　彼は、いきなりオレの襟えり首くびを摑んで言う。

「グランシェフはぼくに言ったんだ。『心から愛する人がいる』って。それが誰だかは言わなかったけど……ぼくはその相手が君なんだと直感した」

　その言葉が、ジワリとオレの心に沁しみてくる。

　そして、鼓こ動どうが壊こわれそうなほど速くなる。

　……ああ、どうしてこんなにドキドキするんだろう？

　……オレ、やっぱりこんなに小田桐のこと……。

　オレの目の前が、フワリと霞かすむ。

「君の気持ちはどうなんだ……って、その顔を見れば一目瞭りよう然ぜんか。君も、グランシェフのことが好きなんだろう？」

　言われて、オレは深くうなずいてしまう。

　……だって、小田桐のことを考えるだけでこんなに胸が熱くなって。

　……だけど、小田桐は……？

「でも、彼はオレのことが好きだってはっきり言ったワケじゃないんですよね？」

　オレの言葉に、彼はうなずく。

「彼が、君に惚ほれてるっていう証しよう拠こはない」

　彼は言って、残っていたワインを一気に呷あおる。そして、グラスを勢いよくカウンターの上に叩たたきつける。

「だけど、君もちゃんと告白するべきだ。……十一時五十分発のイタリア航空ミラノ行き」

　彼は言いながら、ポケットから財さい布ふを出す。それから、そこに入っていた一万円札を全部出して、オレの手に握にぎらせた。

「え？」

　何の意味か解らずに見上げるオレを、鮎川さんはこの上なく真面目な顔で睨にらみ返してくる。

「タクシーなら間に合う。さっさと空港に行け！」

「だけど……」

　オレは、渡わたされた一万円札を握り締しめながら言う。

「……彼みたいなすごいシェフが、オレみたいなオコサマに惚れるなんて、そんなこと絶対にありえない気がします」

　オレは彼にあっさりとフラれる自分を想像し……それがあまりにもリアルだったことに泣きそうになる。

「彼に拒きよ絶ぜつされたら……オレ……もう、どうしていいのか解らないです」

「なんだとっ？」

　彼は、オレの襟首をいきなり摑み上げる。

「ぼくだって小田桐さんのことを本気で好きだったんだぞ！　しかももう何年も前からずっとだ！　自分だけが本気だったみたいなことを言うな！」

　そして、お洒落しやれなバーに不似合いな、ものすごい剣けん幕まくで怒ど鳴なる。

「……あ……」

　その言葉に、オレの心がズキリと痛む。

　鮎川さんはオレなんかよりもずっとずっと前から小田桐を知っている。

　きっと、ずっと前から小田桐のことが好きで。そして、そのことを言えないままにその気持ちを大切に育ててきて。

　……ずっと彼を思ってきて、だけどフラれてしまったら、それは半はん端ぱじゃなくつらいはず。

「ちゃんと根こん性じよう見せなかったら、今度こそ軽けい蔑べつしてやるぞ！」

　鮎川さんの言葉に、オレはなんだか泣きそうになりながらうなずいた。

「解りました。オレ、ちゃんと根性見せます」

　オレが言うと鮎川さんはオレを真っ直ぐに見つめ、それから深くうなずく。

「よろしい。行って来い」

　言って、摑つかんでいたオレの襟首からふいに手を離す。

　オレはちょっとよろけてから、彼に渡された一万円札を握り締めて。

「行って来ます。これ、お借りしておきます。あとできちんと返しますので」

「ああ。行って来い」

　オレは彼に向かって頭を下げ、それから踵きびすを返す。そのまま走り出そうとするけど……。

「和哉！」

　鮎川さんが、後ろからオレを呼び止めた。

「なんですか？」

　オレが振ふり返ると、彼はなんだかムッとした顔をして言う。

「この際だから正直に告白する。ぼくは、あの小田桐さんと一いつ緒しよに住み、彼から手取り足取り料理を教えてもらっている君に嫉しつ妬としていた。だが……君の料理の味も、君自身も……」

　彼はそういうことを言いなれていないのか、なんだかとても恥はずかしそうだ。

「……そんなに嫌きらいじゃないんだ」

　呟つぶやくように言う鮎川さんは、いつものクールな美人という感じではなくて……まるで最初の恋こいを失ったばかりの中学生みたいに見えた。

　切なげで、とても悲しそうで……でも、何かが吹ふっ切れたかのようにも見えて。

「ありがとうございます。あの……」

　オレは鮎川さんのほうに向き直って、正直に言う。

「オレ、鮎川さんのことすごい綺き麗れいだと思ってます。あなたの作る端たん正せいな料理がすごく好きです。そして……」

　オレは、なんだか一人で赤くなってしまいながら言う。

「あなたのこと、すごく好きです」

「ばぁか」

　鮎川さんの端たん麗れいな顔に、なんだかめちゃくちゃ明るい笑えみが浮うかぶ。

「ぼくに言ってもしょうがないだろう？　同じことを小田桐にちゃんと言えよ」

「解りました。頑がん張ばってきます」

　オレは彼に言い残し、そしてバーから走り出た。

　足あし踏ぶみをしながらエレベーターを待ち、一番下の階まで下りて、タクシーに飛び乗る。

　……間に合うかどうかは解らない。

　オレは成なり田た空港まで、と告げながら思っていた。

　……それに、彼がオレを愛してくれているかどうかという点では……はっきり言って自信がもてない。

　……でも！

　オレは鮎川さんが渡してくれた一万円札を見下ろしながら思う。

　……今、小田桐に告白しなかったら……もうこんなチャンスは二度とないんだ！







小田桐宗一郎







　俺の乗ったタクシーは、成田空港に向かって走っている。

　近づいてくるターミナルの灯あかりを見ながら、俺はミラノのことを思い出す。

『リストランテ・ラ・ベランダ』ミラノ本店は、俺が修業を積んだ馴な染じみ深い店だ。

　今、あの店でスー・シェフをしているのは、グランシェフよりも二つ年下でしかない、やはり高こう齢れいのシェフ。だから俺に、ミラノ店のグランシェフの打だ診しんが来た。

　慣れ親しんだ人ばかりがいるあの店の厨ちゆう房ぼうは、きっととても働きやすいだろう。そして超ちよう一流レストランである『リストランテ・ラ・ベランダ』ミラノ本店のグランシェフとして打診を受けるということは、料理業界の中ではとんでもない栄えい誉よなこと。

　普ふ通つうなら、即そつ決けつでイエスと言うところなのだろうが……。

　俺はまたため息をつき、そして和哉の美しく整った顔を思い出す。

　……愛いとおしい……。

　ふいに、心に熱い感情がこみ上げてくる。

　……彼を置いて、他の国になど、行けるわけがない。

　……だが……。

　俺は、自分がゲイだと告白した後の、和哉の態度の変化に気づいていた。

　彼は、少しばかり喧けん嘩かっ早いところはあるが、とても優やさしい心を持っている。

　だからきっと、彼は、俺を傷つけないために感情をひた隠かくしにしている。

　だが……彼はあれから、目に見えて俺を避さけるようになっていた。

　……冗じよう談だんだと思ってキスマークを許していた男が、実はゲイだった。もしかしたら自分の肌はだにキスをしながら欲情していたかもしれない。

　俺の心が、壊こわれてしまいそうに痛んだ。

　……それはきっと、若者らしい潔けつ癖ぺきさを持った彼には、耐たえ難がたいことで。

　彼は、溢あふれる才能を持つ、とても前ぜん途と有望なシェフだ。

　ゲイの上司がいることなど、彼にとっては明るい未来への障害にしかならない。

　……彼が俺を避けるのは当然だし、そしてきっと正しいことだ。

　……グランシェフである俺は、自分の感情を完かん璧ぺきに押し殺し、あんな告白などすべきではなかった。

　……だが。

　俺の中にある、和哉に対する熱くて激しい気持ち。

　……どうしても、押し殺すことなどできなかった……。

　俺は、近づいてくる空港ターミナルを見つめながら、自分で自分の気持ちを再確かく認にんする。

　……俺は、和哉をこんなに愛している……。

　彼に会えなくなると思っただけで、心が張り裂さけそうになる。

　……だが、彼を愛してしまったことは、俺の単なるエゴだ。

　……ここで身を引いてやるのが、きっとオトナである俺の務めだ。

　彼の無む邪じや気きさ、あたたかさ、彼の笑え顔がお……思い出すだけで、胸が張り裂けそうに痛む。

　彼の作る料理は、世界に名だたるシェフであり、同時に世界に名だたるグルメであるこの俺の舌を、簡単に蕩とろけさせてしまった。

　そして彼の芳かんばしい香かおりと柔やわらかく温かな肌は……俺の心を蕩けさせてしまった。

　俺は膝ひざの上で拳こぶしを握にぎりしめながら、深いため息をつく。

　……このまま彼のそばにいたら、俺はきっとすぐに衝しよう動どうを抑おさえきれなくなる。そしてケダモノのように彼に襲おそいかかってしまうだろう。

　だから、ミラノ本店に行くという俺の選せん択たくは間ま違ちがっていないはず。

　……なのに……彼を失うと思っただけで……。

　俺は手で顔を覆おおい、震ふるえるため息をつく。

　……これからどうやって生きていけばいいのかすら、解らなくなってくる。







鷹野和哉







「くそ、どこだよっ？」

　成田空港に来るのなんか初めてのオレは、必死で走りながら出発ロビーを探していた。

『十一時五十分発、イタリア航空、ミラノ行きのお客様。ご搭とう乗じようの最終案内を……』

　流れてきたアナウンスに、オレはギクリとする。

「やばい！　急がなきゃ……！」

　オレは、大きな荷物を持った観光客の間を擦すり抜ぬけながらエスカレーターを駆かけ上り、全速で出発ロビーのある階に急ぐ。

　タクシーを飛ばして、だけどオレがここに着いたのは本当にぎりぎりの時間だった。彼はもしかしたら、もうとっくに飛行機に乗ってしまったかもしれないけれど……。

　オレはぶるぶるとかぶりを振ふって、その考えを追い出す。

「ここであきらめたら、鮎川さんに合わせる顔がないっ！」

　飛行機に遅ち延えんが出たらしく、こんな時間にしては驚おどろくほど客が多い。

　人がぎっしりで見晴らしの悪いロビー。人の間を全速で駆け抜けながら、オレは小田桐の背が高くて逞たくましい後ろ姿を必死で捜さがし……。

「……あっ！」

　出国審しん査さと書かれたエスカレーターの前、モデルみたいに完璧なスタイルをした男の後ろ姿がチラリと見えた。

　逞しい肩かたで完璧に着こなしたスーツ。

　うっとりするような長い脚あし。

　もしかしたら彼によく似たモデル体形の他人かもしれない。でも……！

　オレは人の間を擦り抜け、転びそうになりながら、必死でそこに駆け寄った。

　彼が職員にパスポートを見せ、下りのエスカレーターに乗ったのが見える。

「グランシェフ！」

　オレは、見えなくなりそうな彼の背中に向かって必死で叫さけんだ。

「オレ、あなたのこと……っ！」

　エスカレーターに乗っていたその男が、驚いたように肩を震わせ、ゆっくりと振り返る。

　端たん麗れいな美び貌ぼうが一いつ瞬しゆんだけ見えた気がして……そしてそのまま姿が見えなくなった。

「……間に合わなかった……？」

　オレは呟つぶやき、力を失ってその場に座り込む。

「……それとも、よく似た他人だったとか……？」

　……どちらにしろ、彼を引き留められなかったのは事実で……。

　視界がジワリと曇くもり、涙なみだがいきなり溢れた。

「どうかしましたか？　体調でも？」

　空港職員らしき人が、心配そうに話しかけてくる。オレは必死でかぶりを振って、

「すみません、座り込んだりして。なんでもないんで」

　手のひらで涙を擦こすり、立ち上がろうとしたオレの耳に、走ってくる足音が聞こえた。

　革かわ靴ぐつの足音。背の高い人独特の、長いストライド。

　それは真まっ直すぐにオレに近づいてきて……。

「和哉？」

　聞き覚えのある美声。そしてオレの両肩かたが、大きくてあたたかい手に摑つかまれる。

　オレは、夢だろうか、と思いながら顔を上げ……そして目の前にある、端麗な美貌を見て、また涙を溢れさせてしまう。

　……小田桐だ……。

　……オレ、間に合ったんだ……。

「どうしてこんなところに？」

　小田桐が、呆ぼう然ぜんとした顔でオレに言う。

「そして……さっき、何を言いかけていたんだ？」

「オレ……」

　オレの声がかすれる。そして、抑えていた感情が一気に噴ふき出してくる。

「オレ、あんたが好きだ！　だからイタリアになんか行かないでくれよっ！」

　彼の端麗な顔に、愕がく然ぜんとした表情が浮うかぶ。

　その顔を見て、オレは思わず硬こう直ちよくする。

　……やっぱり、彼がオレのことを好きだっていうのは鮎川さんの思い違い？

　……彼には、別に、想おもい人が？

　と思った時、いきなり彼の腕うでがオレを引き寄せた。

「一年前、『日本シェフ連盟コンテスト』で一ひと目め惚ぼれした」

　彼の口から漏もれた呟きに、オレは驚いてしまう。

「オレのことなんか、忘れてるんだと思った」

「まさか」

　彼がオレをしっかりと抱だきしめながら囁ささやいてくる。

「忘れられるわけがないだろう？」

「だって！　面接で再会した時、全然反応しなかったじゃないか！」

　オレが叫ぶと、彼はオレの髪かみに頰ほおを押しつけて、つらそうな声で囁いてくる。

「感動のあまり呆然としていたんだ。……試験を受けに来たおまえを見て、この恋こいは運命だと思った」

　オレの鼓こ動どうがどんどん速くなる。

「おまえが店に来て、そのセンスと、そして真っ直ぐな内面を知って……本気で恋に落ちた」

　……恋に落ちた？　オレに？

「そして我が慢まんできなくなってあんな条件を出した。……おまえの肌はだのあたたかさと、感じたときの可愛かわいらしさを知って、もうあきらめられないと思った」

「……にしては、あっさりとあきらめようとしたじゃないか！」

　オレは彼の胸に手を突ついて、彼の顔を見上げる。

「オレをこんな気持ちにさせておいて、なのにミラノに行っちゃうなんて、ひどすぎるよ！」

「……こんな気持ち？」

　真っ直ぐに見下ろしながら言われて、頰が熱くなる。

「どんな気持ちだ？」

「それは……」

　オレは口ごもり、それから根こん性じようを出してちゃんと言わなきゃ、と思う。

「あなたを、めちゃくちゃ好きな気持ちだよ」

　オレは囁いて、彼の身体からだにキュッと抱きつく。

「キスマークが増えないことにホッとしたなんて噓うそだ。あなたのキスマークが消えて……すごく寂さびしかったんだ」

　彼の指が、オレの顔をそっと持ち上げる。

「もしかして誘さそっているのか？」

「そう思いたければ……」

　オレは真っ赤になりながら、彼のハンサムな顔から目をそらす。

　……だって、彼に見つめられていたら、ものすごく恥はずかしいことを口走りそうで。

「……そう思ってもらっても、構わないけど？」

「なんて偉えらそうなオコサマなんだろう？　でも」

　彼の腕が、オレの身体をしっかりと抱きしめた。

「そこも可愛くてしかたない。おまえのすべてを愛している、和哉」

　彼の逞しい胸に頰を埋うずめたら、オレの小さな反はん抗こう心なんかふわりと溶とけてしまって……。

「なんか悔くやしいけど、オレも……」

　オレの唇くちびるから、ずっと言えなかった正直な言葉が漏れてしまう。

「……あなたのすべてを愛してるんだ……」



　　　　＊



　そして。オレたちは、そのままタクシーで東京に戻もどった。

　車の中、彼はずっとオレの手を握にぎっていた。

　彼の手はとてもあたたかく、その手のひらはさらさらと心ここ地ちいい。

　だけど、その力は強く、もう逃にがさないよ、と囁かれているみたいで……オレはずっと、ドキドキが止まらなかった。

　……彼はこれから、オレに何をするんだろう……？

　思っただけで、身体が熱くなった。

　彼を想おもいながら自分で愛あい撫ぶした夜のことが、ふいに脳のう裏りに甦よみがえる。

　彼の低い声を、滑なめらかな指を……想像するだけで、オレはあんなに感じてしまって……。

　そして、あんなにたくさん蜜みつを迸ほとばしらせてしまって……。

　思い出すだけで、身体の奥が、ズキン、ズキン、と甘く痛んでしまう。

　……本当の彼に抱き締しめられたとしたら、オレ、いったいどうなっちゃうんだろう……？

　オレは恥ずかしくて顔も上げられなくて、今すぐに東京に着いて欲しいような、でも永遠にこうしていたいような、複雑な気分で黙だまり込んでいて……。

　タクシーが停とまったのは、彼のマンションの前だった。

　運転手さんにお金を払はらい、道に降り立つ。

　マンションのエントランスを入り、エレベーターに乗り込むと……彼はさりげなくオレの腰こしに腕を回した。

「……あ……っ」

　引き寄せられて、彼の香かおりがオレの鼻び腔こうをくすぐってくる。

　料理人らしくコロンはつけないはずなのに、彼の身体からはいつも男らしくて爽さわやかな、こんなふうに本当にいい香りがして……。

　ズキ、と脚あしの間の部分が甘く痛んだ。

　……ああ、オレ、もしかして勃たっちゃってる……？

「……あう……」

　オレは真っ赤になりながら、力なく暴れる。

「……エレベーターの中だぜ？　誰だれか乗ってきたらどうするんだよ？　あんたは一応有名シェフなんだから、人に見られたら……っ」

　オレが言うと、彼はクスリと笑って、

「誰に見られても俺はまったく構わないが……この時間なら、寄り添そって歩いてもどうせ酔よっぱらい同士にしか見えない。恥ずかしかったら目を閉じておけ」

「……手を離はなそうとは思わないわけ？」

「思わない。せっかく手に入れたおまえを、もう二度と逃がすわけにはいかないからな」

　キュッと肩かたを抱き寄せられて、オレの唇から小さな喘あえぎが漏れた。

「……あぁ、ん……っ」

　その声が、自分のものとは信じられないほど色っぽく聞こえて……オレは一人で赤くなってしまう。

「……男のくせに、なんて声を出してるんだろう？　こんなオレ、気持ち悪いよな？」

　なんだか妙みように落ち込んでしまいながら言うと、彼は俺の肩をさらに引き寄せる。

「バカか、おまえは？　それとも挑ちよう発はつしているのか？」

　耳元で囁いてくるのは、ひどい言葉。でも……めちゃくちゃに甘い声。

「愛していると言っただろう？　おまえの甘い声を、もっともっと聞きたいに決まっている」

「……あ……っ」

　オレの心臓が、トクン、と高鳴った。

「ベッドの中で、朝まで甘い声を上げさせてやる」

　彼の獰どう猛もうな言葉に、オレの身体が、ズキン、と甘く痺しびれる。

「もう逃がさないから、覚かく悟ごしろよ」

　……ああ、囁かれるだけで、身体がデザートみたいに蕩とろけてしまいそうだ……。







小田桐宗一郎







「……あっ、やっ、やめ……っ」

　月明かりの差し込むベッド。

「……そんなにされたら、オレ……っ！」

　一糸まとわぬ裸はだかにされた彼が、恥ずかしげに、しかしとても色っぽく身体をくねらせる。

　俺は手のひらをゆっくりと滑すべらせ、その信じられないほど美しい身体のラインを、そっと辿たどって確かめている。

「美しい象ぞう牙げ色の肌。まるで最高級のクリームのように滑らかだ」

　俺は囁ささやき、彼の首筋をチュッと吸い上げてキスマークを刻む。

「……あ、あん……」

「女性のものとは明らかに違ちがうが、無骨なごつさもない、すらりとした骨格」

　俺は言いながら、彼の肩かた口ぐちを軽く嚙かみ、そして二つ目のキスマークを刻む。

「いかにもスポーツが得意そうな、しなやかな筋肉」

　薄うすく筋肉の影かげを浮うかび上がらせた、しなやかな腕うでの感かん触しよくを確かめる。

「……っていうか、スープの入った重い寸ずん胴どう鍋なべをいつも運んでたし……くう……っ」

　彼の腕を持ち上げ、二の腕の裏側の柔やわらかな部分にキスマークを刻む。

「……は……はふ……っ」

　彼は、それだけで息を弾はずませてしまう。

　胸の頂上にある小さな乳首は、今はとても発情したように赤く染まり、先を尖とがらせている。

「こんなところが……」

　顔を下ろし、彼の乳首に直じかに触ふれないように気をつけながら胸にそっとキスをする。

「……乳首がとても硬かたくなっているようだ。そういえば……」

　囁いて、肌はだをチュッと吸い上げてキスマークを刻む。

「……ああ……っ」

「……前に、厨ちゆう房ぼうでキスマークをつけた時も、ここを尖らせていなかったか？」

「……くふ……あうん……っ！」

　尖った乳首の先せん端たんにフッと息を吹ふきかけてやるだけで、彼はまるで達してしまったかのような切せつ羽ぱ詰つまった声を上げてしまう。

「……と、尖らせてなんかいないからっ、きっと気のせいで……っ」

　彼は両手を上げて、自分の胸を隠かくそうとして……。

「……あう、ん……っ」

　自分の指先が触れただけで感じてしまったのか、腰をヒクリと跳はね上げてしまう。

「なんていやらしい子だ。……自分で触さわって……自分で感じてしまうなんて」

　囁くと、彼はハッと息を呑のみ、とても驚おどろいた顔で俺を見上げてくる。

「ど、どうしてそれ……っ！」

「……え？」

「まさか、声、聞こえてたとかっ？　噓うそだろっ？　信じらんないっ！」

　両手で顔を覆おおい、泣きそうな声で叫さけぶ。

　俺は、彼が何を言っているのか、その言葉の意味を考え……。

「もしかして……」

　俺は彼の両手首を摑つかんでどけさせ、その顔を覗のぞき込む。

「……俺のことを思って……自分で自分を愛撫したことがある？」

　言うと、彼の顔がカアアッと真っ赤になる。

「……うわああ……オレ、自分で暴ばく露ろしちゃったのか……」

　そして涙なみだに潤うるんだ黒い瞳ひとみで、俺を真まっ直すぐに見上げてくる。

「……ごめん。気持ち悪いよね……？」

「愛している人が、自分を欲してくれていたんだぞ？」

　俺は彼の顔を真っ直ぐに覗き込む。

「気持ちが悪いわけがないだろう？　……とても嬉うれしい」

　心を込こめて囁くと、彼はさらにその瞳を潤ませる。

「本当？」

「ああ、だが……おまえの想像の中の自分に嫉しつ妬としてしまうな」

「え？」

　俺はゆっくりと顔を下ろし……目を閉じた彼の柔らかな唇くちびるにそっとキスをする。

「……んん……」

「この俺よりも先に、おまえにいやらしいことをしていたなんて。どんなことをした？」

「……あ……」

　和哉はとても色っぽい顔で息を呑み、それから頰ほおをさらに赤くする。

「い、言えるわけないだろ？」

「そんなことを言うと……」

　彼の首筋に顔を下ろし、とても目立つであろうノドの真ん中に唇を押し当てる。

「ここにキスマークをつけるぞ？」

「……ああっ、やめ……っ」

「それなら、ちゃんと言ってみろ」

　囁いて、滑なめらかなその肌をそっと舐なめ上げてやる。

「ああ……」

　彼は小さな喘ぎを上げて、その身体からだを震ふるわせる。

「……あなたは、オレの乳首を触って……」

「……こう？」

　しっかりとたちあがった乳首をそっと摘つまむと、彼は悩なやましげに身をくねらせる。

「……あう……っ！」

　ギュッと硬く引き締しまった腹部。

　彼がその身体を震わせるたび、肌の上に筋肉の淡あわい陰いん影えいが浮かび上がる。

「……ああ……っ」

　淫みだらな紅色になった両方の乳首を、両手の指先で摘み上げる。

「……やだ……ああ……っ！」

　そのまま、キュッキュッと揉もんでやると、彼の身体に細かな震えが走る。

「……やめ、両手で同時になんか、してないから……ああっ！」

　恥はずかしげに擦すり合わされるすらりと長い脚あしの間に……ギュッと硬く勃たち上がる、彼の欲望がある。

「それから？」

　俺は囁いて顔を下ろし、乳首をそっと舐め上げてやる。

「……ああ……それから……っ」

　彼は身体を震わせながら、泣きそうな声で言う。

「……オレの、硬くなったところを……擦こすって……」

「硬くなったところ？　どこだろう？　ここ？」

　焦じらすようにして手のひらを腿ももに滑らせると、彼の屹きつ立りつがヒクリと震えて、また蜜みつを溢あふれさせる。

「……ちが、腿じゃなくて……っ」

　彼は俺の手のひらの感触だけで、こうして蜜を零こぼし続けている。

「じゃあ、どこだ？」

「……オレの……」

　彼は泣きそうになりながら、両手で自分の屹立をそっと支えるようにする。

「……ここだってば……っ！」

　淫らにねだる彼の身体が、月明かりの中にふわりと浮かぶ。

　それは一いつ幅ぷくの絵のように、あまりにも美しい光景で……。

　彼の長い睫まつ毛げがキュッと閉じられ、煌きらめく羞しゆう恥ちの涙が、頰を伝って落ちる。

「……この、イジワル野や郎ろう……っ！」

「悪かったな。……こうか？」

　俺は彼の身体の上に手のひらを滑らせ、そしてたまらなげに震えている彼の屹立をそっと手のひらに握にぎり込む。

「……あああ……っ！」

　彼の屹立はとても熱く、そして先端からトロトロと甘そうな先走りの蜜を垂らして……。

「なんて美味おいしそうな食材なんだろう」

　俺は囁ささやき、もう我が慢まんできなくなって身体をずらす。

　そして、彼の屹立を唇で包み込む。

「……ああん……ああ……っ！」　>>>♥

　吸い上げながら先端を舌でくすぐってやるだけで、彼は大きく震え、その先端から欲望の蜜をピュッピュッと迸ほとばしらせてしまった。

「……ああ……やあ……っ！」

　恥ずかしげに泣いてしまった彼の両方の腿を、しっかりと押し広げる。

　そしてそこに顔を埋うずめ、スリットの奥にある秘密の蕾つぼみをキスで探さぐり……。

「……やっ、そんなとこ……あああっ！」

　彼の蕾に、彼が放ったばかりの欲望の蜜を、たっぷりと注ぎ込む。

「……やあ、ああ……っ！」

　和哉は何を注がれているかに気づいたのか、とても恥ずかしげに内腿を震わせる。

「……イジワル……そんなの入れられたら……ああ……っ！」

　俺の指が、たっぷりと濡ぬれた蕾の中にプチュと音を立てて吸い込まれる。

「……やだ、あう……っ！」

「痛くないか？」

「痛くない、でも……あああっ！」

　放ったばかりなのにまだ硬かたさを保っている彼の屹立が、切なげに宙に揺ゆれている。

「……あっ、ダメ……！」

　屹立を慰なぐさめるために舌で舐め上げ……そして彼の内側に忍しのび込ませた指を、ゆっくりと揺らしてやる。

「……やだっ、両方されたら、オレ……ああ……っ！」

　俺の指がある場所に触ふれたとき、彼の身体がグイッと強く反り返った。

「くうう、ん！」

「……ここが、気持ちがいいのか？」

　オレは彼の感じた部分を、指でキュッと刺し激げきしてやる。

「……あああっ、気持ちいいよお……っ！」

　和哉の唇から、切せつ羽ぱ詰つまった喘あえぎが漏もれた。

　その言葉が……オレの最後の理性を吹ふき飛ばしてしまう。

　俺は我を忘れ、その美しい両脚あしの間に身体を割り込ませる。

「……ああ……っ！」

　そして悩ましげに喘ぐ彼の濡れた蕾に、熱くなった屹立を押し当てて……。

「……あああっ！」

　ググ、と腰こしを進めると、とても小さな彼の蕾が、キュッと締まって抵てい抗こうを示す。

「愛している、和哉」

　そっと囁いて、揺れている屹立を手のひらに包み込んでやる。

　彼の蕾は柔やわらかに震え、そして俺の屹立をゆっくり飲み込んで……。







鷹野和哉







「愛している、和哉」

　そっと囁いて、彼のあたたかな手が、オレの屹立を包み込む。

　……ああ、こんなことされたら……。

　抵抗していたはずのオレの蕾は柔らかに震ふるえ、そして彼の逞たくましすぎる屹立を、ゆっくり飲み込んで……。

「……ああ……っ」

　彼の逞しい屹立を、オレの内ない壁へきが、しっかりと包み込んでいる。

　内側で感じる彼は、本当に熱くて、それだけで蕩とろけてしまいそうで……。

「動くぞ。大だい丈じよう夫ぶか？」

　彼の少し心配そうな声に、オレはコクコクとうなずいてみせる。

「……うん……あなたが、欲し……あああっ！」

　オレの言葉がおわらないうちに、彼がググッと腰を進めてくる。

　すごい圧あつ迫ぱく感、そして引きつれるような痛み。でも、彼の愛あい撫ぶとその甘い声に蕩けてしまっているオレの蕾は、それすらも快感として感じていて……。

「……ああ……っ！」

　オレの手が勝手に上がり、彼の逞しい身体からだに回る。

「……宗一郎……っ」

　オレの唇くちびるから、切羽詰まった声で彼の名前が漏れた。

「……愛してるんだ……っ！」

「……和哉……！」　>>>♥

　彼の腕うでが、しっかりとオレの身体を抱だき締しめる。

　だんだんと激しくなる抽ちゆう挿そうのリズム。

「……あっ、あっ……！」

　彼の動きに合わせて、ベッドが嵐あらしの中の船みたいに激しく揺れる。

「……ああ、やあ……っ！」

　剝むき出しになったオレの肌はだに、彼の唇が数え切れないほどのキスマークを刻む。

　彼の所有物である印を刻まれながら、オレは蕩けそうなほどの幸せを感じていた。

　……ああ、愛する人のものになるって、こんなにも幸せなことだったんだ……。

「……あ、あっ、あっ！」

　両脚を押し広げられ、パン、パン、と音が立つほど激しく打ちつけられて、オレのまなじりから、快楽の涙なみだがこぼれ落ちた。

「……ああ、宗一郎……っ！」

　オレの中から湧わき上がってくる、燃え上がりそうなほどの快感。

「……もうダメっ、出ちゃうよお……っ！」

「おまえがすごすぎて、俺ももう限界だ」

　耳元で囁いてくる、とてもセクシーな彼の囁き。

「一いつ緒しよにイキたいか？」

　オレは快感に身体を反り返らせながら、必死でうなずく。

「……イカせて……そして……っ！」

　オレの唇から、切ない喘ぎが漏れた。

「……オレの中で、あなたも……あああっ！」

　ひときわ激しく突つき入れられて、オレの屹きつ立りつの先せん端たんから、ビュッ、ビュッ！　と熱い欲望の蜜みつが激しく飛んだ。

「……くうう……んっ！」

　あまりの快感に、オレの蕾がキュウッと彼を締め上げてしまう。

「……愛している、和哉……！」

　彼は囁いてオレを抱き締め……そしてとてもセクシーなため息と共に、オレの蕾に熱い欲望を注ぎ込んでくれたんだ。



　　　　＊



　湯気で曇くもってしまった窓を、オレの手のひらが擦こする。

　曇りの取れた部分から見み渡わたさせるのは、降りしきる雪と、白い雪に包まれた東京。

　今日は『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』の定休日。

　昼までゆっくり寝ねている予定だったのに、いつもの癖くせでなかなか寝ね坊ぼうができなくて。目が覚めて時計を見たら、まだ七時半だった。

　朝食をつくりがてら、昨日習った料理の復習でもするか、と起き上がったオレは……窓の外に降りしきっている雪に気づいて、思わず景色に見とれてしまった。

「……おはよう」

　後ろから低い声がして、オレの身体が逞しい腕にさらいこまれる。

「……あっ」

　ベッドの上に押し倒たおされて、そのままのしかかられて、濃のう厚こうなキス。

「……んん……っ！」

　唇を奪うばわれ、深い場所まで舌で探さぐられて……オレの身体から力が抜ぬけてしまう。

「……ああ……っ」

「……可愛かわいすぎるな」

　ぐったりとなったオレに、彼が甘く囁ささやいて、またキスをする。

「昨夜もあんなにイカせてあげたのに……またそんなに感じているなんて」

「か、感じてないってば……！」

「本当に？」

　彼の器用な指が、オレのパジャマのボタンを外し始める。

「やめろってばっ！　あんたみたいなエッチなやつなんか、あのままミラノに行っちゃえばよかったのにっ！」

　オレの言葉に、彼は可笑おかしそうに笑う。

「こら、行かないで、とすがってきたのはどこの誰だれだ？」

「すがってなんかいないってば！」

　あの後。ミラノ本店のグランシェフは、べつの人が抜ばつ擢てきされた。

　そしてオレは今も愛する彼のそばで働いている。

　まだまだ修業の途と中ちゆうで、勉強することが数知れずある。

　いつか立派なシェフになって小田桐の右みぎ腕うでとして働く、というのがオレの今の夢。

　小田桐は「協力してやろう」って言いながらレシピを一つずつ教えてくれるんだけど……失敗するたびにものすごくエッチな場所にキスマークをつけるから恥はずかしくてしょうがない。

「ああっ、こんなところにまでキスマークが！」

　彼の腕から逃にげようと暴れていたオレは、自分の乳首の上にキスマークが刻まれていることに気づいて、声を上げる。

「ちょっと色が薄うすい！　ってことは、昨夜、厨ちゆう房ぼうでつけたやつだろ？」

「そうかもしれないな」

「グランシェフのくせに、神聖な厨房で新人にエッチなことをするなんて！」

　その言葉に、彼はにやりと笑ってみせる。

「あの厨房の絶対君主は、俺だ。あそこでどんなに美味おいしい物を食べようと……」

　彼のハンサムな顔が下りてきて、ちゅっと唇にキスをする。

「……誰にも止める権利はない。さて、デザートの時間だ」

「朝からダメだってばーっ！」

　オレは叫さけぶけど……黒い瞳ひとみで甘く見つめられるだけで、もう抵てい抗こうなんかできなくなる。

　オレの恋こい人びとは、ハンサムで、意地悪で……だけどこんなふうに本当にセクシーなんだ。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです！

　初めての方に初めまして！　水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとう！

　あ、この本を立ち読みしてるあなたは、危険ですのですぐさまレジへゴー！（笑）

　今回の『グランシェフの恋愛条件』は、跳はね返りの新米シェフ和哉と、ハンサムなグランシェフ小田桐のお話。舞ぶ台たいはイタリアンレストランです。水上キャラの中でも一、二を争う生意気な受の和哉を（笑）グランシェフ小田桐がどうやって教育（調教？　笑）するかというお話でございます（笑）。「美味しいもの食べたい」と言いながら書きました（笑）。『グランシェフ～』は、同じくルビー文庫さんから発売されている『ショコラティエの恋愛条件』に続くお話になってます。キャラや舞台が一部被かぶっていますので、両方読んでいただければさらにお楽しみいただけるかと。興味のある方はぜひ！（ＣＭ・笑）

　楽しんで書いたお話です！　あなたにもお楽しみいただければ嬉うれしいです！

　それではここで、各種お知らせコーナー！

★個人同人誌サークル『水上ルイ企画室』

　夏・冬コミに（受かれば）参加予定。受かったらオリジナルの新刊を出してるかもしれません。イベントカタログで『水上ルイ企画室』を見かけたら、ぜひ寄ってみてくださいませ！

★最新情報をゲットしたい方は、ＰＣでアクセス！

　ＷＥＢ環かん境きようにある方は、『水上通信デジタル版』http://www1.odn.ne.jp/ruinet/menu.html へＰＣでどうぞ。

　こうじま奈月先生。本当にお忙いそがしい中、素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました！　セクシーでハンサムな小田桐と、生意気だけど恰かつ好こういい和哉にうっとりでした！　またお仕事をご一いつ緒しよできて嬉しかったです！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　ＴＡＲＯ。桜も咲さいたし、次はザクロかのう～（笑）。

　担当Ａ澤さん、編集部のみなさま。今回も本当にお世話になりました！（汗あせ）そしてお手数をおかけいたしました！（大汗）今年も頑がん張ばりますので、よろしくお願いいたします！

　最後になりましたが、この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました！

　小田桐と和哉も登場する次回作も、時を空けずに出る予定です♪　見み逃のがさずにチェックをよろしくお願いいたします♪

　それではまた。あなたにお会いできる日を、楽しみにしています！

　　二〇〇六年六月


水上　ルイ　　
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